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株式会社グリーンパワーインベストメント 様 
                       伊賀市阿波地区住民    森川 秀峰 

      
風車建設に関連する質問 
 

貴社におかれましては、（仮称）平木阿波ウィンドファーム事業において、伊賀市の阿波地区での風力発電設備

（以後、風車）の設置に向けて、様々な準備を進められているところだと思います。 
風車に関して、賛成する人もいれば、反対する人もいます。風車の耐用年数が２０年と言われているので、風車

が立ってしまってからでは、問題が起こっても、簡単には（２０年くらいは）取り壊せないし、建設するときに破

壊した山肌や地形が元に戻るまでには、さらに長い年月が必要となります。 
建設前には、十分な調査研究をすることが必要だし、様々な観点からの検討や議論が必要だと考えます。 

貴社も住民向けの説明会を開催するとは思いますが、時間が限られた説明会では問題点を十分に検討することはで

きないと考えます。 
したがって我々もいろいろ調べてみました。その中で、専門知識のある方（千葉の宇山さん）とも相談して、疑問

点を整理しました。貴社には三重県環境影響評価委員会の答申の中で「「風力発電施設から発生する騒音等測定マ

ニュアル」（平成 29 年５月環境省）及び最新の知見等に基づき、住居への影響について適切に調査及び予測を 

行い、その結果を踏まえ、風力発電設備等を住居から離隔すること等により、騒音等による生活環境への影響を回

避又は極力低減すること」と記述されていますので以下に記載する疑問点に対する回答を書類でもらえたならば、

専門知識のある方に問題がないことをしっかり確認していただき、住民の安心へ繋げたいと思っております。 
従いまして、 
 

建設前に行って然るべきですので全ての項目に関して、しっかりとした回答をお願いします。 
 
住民の中には子供たちもいます、数学や物理学やコンピュータが苦手な人もいると思います。 

これらの人たちも、時間をかけて学習すれば理解できるようになります。特に、子供たちが問題意識を持って学習

すれば、大人の１０倍から１００倍のスピードで物を理解し覚えることが出来ます。 
貴社は、誠意を持て回答を準備してくれると思っています。回答を読む人たちが、どのような本を学習すれば、

理解できるのかが明確になるように、分かりやすく丁寧で詳しい回答と共に、専門的な参考文献や論文をきちんと

示してくれることを期待します。 
 
回答は、赤い字でワード文書の中に記載してください。 
回答を記載したワードファイルを送ってもらえたら、印刷して関連地区の住民に配布すると共に、出来るだけ多

くの専門家の方にも検討してもらう予定です。 
 
 風車に賛成の方も反対の方おられるでしょうが、風車建設の前に、風力発電について十分に時間をかけて風車を

建設する会社の回答を文書で読み、宇山さんを含む専門知識のある方々から問題がないことを説明していただき地

域住民が安心できるようにしなくてはならないと思います。 
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宇山さんの経験と心配 
 
 風車については、超低周波音の観点や、景観などの観点から、様々な問題が指摘されていますが、宇山さんから

超低周波音ではないかと思われる経験と事象、それに心配されている事柄をお聞きしました。以下、宇山さんの報

告内容です。 

 
 
私（宇山靖政）は、久里浜の火力発電所に最も近いマンションの５階に住んでいたことがあります。 
一番上の丸印は停泊しているフェリー、その下の丸は私が住んでいたマンション（ラブリーハイツ久里浜）、大

きな丸印が、久里浜の火力発電所です。私の部屋は、発電所側だったので、障害物も無く、発電所が丸見えでした。

距離は４００ｍくらいです。 
そのマンションに住み始めてから数年間は、久里浜火力発電所では旧式の発電機が動いていました。 
日曜日や土曜日は部屋で過ごしていました。昼間に生活しているときや、夜テレビを見ているときは、ほとんど

気にならないのですが、テレビを消して寝ようとすると、１秒間に１回くらいの割合で、ウィーン、ウィーン、、、

と言うような周期的な刺激（音、ゆれ、圧力なのかは不明）を受けて、なかなか寝付けなかったと言う経験をしま

した。 
住んでいたマンションには、雨戸が無くて分厚いガラス戸で風雨をしのぐ構造でした。 
その頃は、神奈川県の県立高校で数学を教えていました。寝不足で間違ったことを言ってしまい、あわてて訂正

したこともありました。少しくらい間違えても、すぐに訂正すれば生徒や私が死んでしまうと言うようなことは起

こりません。 
その後、発電機が古くなったとの理由で発電をしなくなってからは、静かになって良く眠れるようになりました。 
しばらく経って、東北大地震がありました。その影響で全国的に電力不となって久里浜の火力発電所で発電を再

開するということになりました。 
また、ウィーン、ウィーン、、、となって眠れなくなるのかと心配したのですが、発電機が最新型のガスタービ

ンエンジンを使った発電になりました。 
この発電機は動いていてもかなり静かでした。ガラス戸を開けていても、少し高めの小さな音がするだけでした。

夜になってガラス戸を閉めれば音を感じることは全く無かったのでぐっすり眠れました。 
 

平成１６年に、この地域に風力発電所建設の動きがあったときは、私は神奈川県民でしたが、今回は、大川の宇

山杢兵衛であり、この地区の住民です。当然、風車からの音波や振動の影響をとても心配しています。平成１６年

に風車建設を企てた会社は、ひどい会社でした。その会社が住民に説明会で配布した資料は住民をごまかそうとす
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るものでした。（詳しい理由は後半で書きます。） 
 
国の調査でも、広い範囲の人々が風車の被害を受けていることが分かります。 
 

 
 
 すでに風車が立っている伊豆の方では、我慢できなくて転居した人もいるようです。 
 
長州新聞の記事 
石狩風車の低周波音測定結果と健康被害 元札幌医科大学講師・山田大邦氏の論文より 
2018 年 2 月 8 日 
では、 
 
 ２００７年末、東伊豆の別荘地では１５００㌔㍗×１０基の風力発電が運転を始めた直後から、住民のなかで健

康被害が続出した。この因果関係を調べるため、事故で風車が停止しているとき、団地自治会が独自に疫学調査を

実施した【表１】。不眠、血圧、胸・腹・歯・鼻・耳痛などの症状が、風車が停止することで大きく改善したこと

がわかる。 
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 この結果を受けて住民が動き、今後は夜間に住宅直近の風車３基を停止すること、次に近い風車２基の回転数を

４割減らすこと－－という内容の協定を、自治会と事業者と東伊豆町の三者で結んだという。これによって睡眠障

害は７割減った。ただし、それでも耐えられず転居した家族もいる。 
 
とのことです。 
 
 不眠が特に目立ちます。 

これは、七浦地区の人にとっては重要な問題です。安眠できなければ、朝早く起きたときに眠気が残ります。良

く眠れなければ体力も落ちます。 
 夏に、朝早く起きて海老網の手伝いをしている方の睡眠時間は極端に短くなってしまいます。眠くてぼんやりし

た頭で、バイクに乗って港に向かう。とても危険なことです。 
 車を運転するときに、居眠り運転をする可能性も高くなります。人身事故も十分予想されます。 
 夏に、草刈や草取りの農作業をする人も多いです。体力が落ちている人が、炎天下で農作業をしたら、熱中症に

なってしまいます。 
 熱中症で畑に倒れているところを、他の人に見つけてもらって、病院に行った方もいるとの話も聞いています。 
 海に潜って、アワビを採る人にとっても、睡眠不足は大変危険です。体調不良で潜っていて気分が悪くなるのは、

良くあることです。眠れなくて体力が落ちれば、漁獲高にも影響します。 
良く眠れない原因となる風力発電施設を作ることは、私たちの命を縮めることであり、漁業による収入の減少を招

くことです。 
 
 風車が立ったならば、私は１０ｋｍ程度離れた場所に部屋を借りて、夜はそこで眠るつもりです。とうぜん、う

るさくて気が散る自宅に戻ってくる回数が減ることも考えられます。 
そこで、心配なのがイノシシの捕獲です。イノシシですが、最近は私の家の庭先で大暴れしています。 

 私は、朝６時頃にイノシシ罠を見回っています。イノシシが掛かっていなければ、畑仕事はぎりぎりまでサボっ

て、本来のお仕事（数学、物理学の勉強、暗号の研究、Wavelet などの振動解析の研究）をしています。 
 １０キロはなれたところで寝ると、イノシシ罠の見回り時間が確保できなくなります。もちろんお金儲けが絡む

ので、本来のお仕事の時間を減らすわけにはゆきません。 
 

私の代りに、イノシシ退治をしてくれるのは誰になるのだろうか？ 
誰もイノシシ退治をする人がいなくなって、イノシシがさらに暴れまくったら、近いうちに人間も怪我をするこ

とになる。いまの状態よりもさらに被害は拡大するでしょう。農作物も食い荒らされ、農道や住宅の崖が破壊され、

水路や川が埋まり水害となる。 
定年退職したあとに、ふるさとの大川に帰ってくる人も減ってしまうと思います。 
こんなことが、私の心配です。 

 
宇山さんの報告内容に記述されている事柄は我々阿波地区の住民にも他人事とは思えません。阿波地区は伊賀米

の生産地です。ちょうどこの資料を作成している中、私の父を含む地域のおじさんたちがトラクターで田んぼの荒

起こし作業をしています。私たちの住む阿波地域は伊賀の中でも特に寒く、昼になっても氷が張っている場所が散

見されます。そんな中、手がかじかみながらも、みんなおいしい伊賀米を全国の皆さんに届けるべく頑張っており

ます。JA いがふるさとの HP（https://www.jaiga.or.jp/?p=467）では伊賀米を「安全・安心な美味しいお米」と表

現しております。ぜひともこの「安全・安心」な伊賀米をこれからも「安全・安心」な暮らしが守られている地域

住人で作り続けていきたく思いますので真摯な対応をよろしくおねがいします。 
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各地の被害状況 
 
日本各地に、風車の被害を訴える方々が沢山います。たとえば、次のような著書もあります。 
 
被害情報１． 
 
風力発電の被害 新書 – 2016/1/1  
由良守生(著)  
 
巨大な風力発電は必ず有害な低周波音(低周波空気振動)を発生させて、周辺の人々に悪影響を与えます。ヨーロッ

パやアメリカでは、既にたくさんの被害報告や研究論文が公開されています。 
 日本では水俣病方式で被害が隠ぺいされてきました。日本騒音制御工学会など、環境省の異常な報告書を比較し

てみると明らかです。 被害が明らかであるのに、行政主導で全国に風力発電の建設が進められています。被害を

隠蔽するためのいろんなトリックが仕掛けられています。 
国策として、地域対策、被害者の弾圧があります。まるで全体主義、ファシズムです。 低周波音の被害者となる

と、耳鳴り、目まい、頭痛などにより生活が一変します。性格の変化、人格の崩壊があります。家族の者でさえ理

解できない苦しみに狂います。 
 被害確率は、重傷者で 100 人に一人か二人です。しかし本人ですら気がつかない脳溢血や心筋梗塞といったリス

クを含めると、30パーセントに及ぶと汐見文隆医師など識者や海外の文献では報告されています。由良町では被害

範囲は 2 ㎞ほどです。 
体調のよくない人はすぐに亡くなりました。 水俣病でもそうですが、被害調査をしないのです。アンケートもし

ません。 
被害者や被害地域は厳重に管理されています。いったん管理されるようになると、囚人のようになります。被害の

本質が分からないようになるようです。人として考えることができなくなり、受け売りの言葉だけで話すようにな

り、薄っぺらな人になります。ロボットのようになる、と支援者の人たちは言います。 
 これに対する行政や議会の悪辣さには驚きます。これほどまでに議員の劣化、悪化が見られることもないでしょ

う。社会がなおざりにしてきたツケが、このありさまなのだと思います。 風力発電の被害とは何か、由良町から

の報告です。 
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被害情報２． 
 
南伊豆風車（被害）紀行（２）～承前  
によれば、 
 

 
風車を眼前に、「子供たちのことをなぜ考えないのか」と嘆く住民 
 
この集落に住むひとりは、かつて産廃処分場問題で苦労されたそうで、ここに引っ越してきたとき「これだけ道が

細ければトラックも通れない。ここなら産廃もゴルフ場も来ないだろう」と考えたそうです。 
ところが、山の反対側から風車が……。なんとも悲しい話です。 
 
集落の一番奥に住むかたとお話ができました。 
この家からいちばん近い風車までは 540ｍ。その風車も含め、家の背後に風車群が迫っています。 
ところが、このかたのお話は驚くべきものでした。 
試験運転が始まるなり、奥様がたちまち胸の圧迫感や頭痛、吐き気など、典型的な風車病（超低周波振動によると

思われる健康被害）の症状に襲われたのですが、それがひどいのは、目の前の近い風車ではなく、北東方向にある

1km 離れた風車が回っているときだというのです。 
試験運転中は、すべての風車を稼働させているわけではなく、何基かは止めて、何基かを動かすということを繰り

返しやっています。 
止めた風車の羽根（ブレード）は、羽根の付け根を回転させて、風を羽根に受けないようにします。 
風が、 ↓↓ こう吹いてくるとすると……、 
羽根を風に向かって（つまり風車の正面に対して） ／ ではなく、｜ のように傾けて、風をそのまま素通りさ

せるわけです。 
分かりますかね。風車を真上から見たとして、 
 
   ↓↓↓      ……風がこう吹いているとき、 
    ／       ……ブレードの角度がこうなっていると回るわけですが、 
 
   ↓↓↓      ……風に対して、 
    ｜       ……このように羽根をまっすぐにしてしまえば、 
 
風は通り抜けてしまい、ブレードはほとんど回らない、というわけです。 
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ですから、止まっている風車は、回転していないだけではなく、正面から見たとき、羽根が細くなっているので分

かります。 
いちばん近い風車（家から 540ｍ）がぶんぶん回っているときは、音はすごいものの、身体が受けるダメージはそ

れほどでもなく、それが止まっていて、北東方向の１km 離れた風車が回っているときのほうがダメージがはるか

に大きいというのです。 
これは予想もしていなかった話でした。 
風車の低周波被害は、単純に近ければ近いほどひどいだろうと思っていましたが、そう単純なものではないという

ことなのです。 
問題の１km 離れた風車というのは、そのお宅からはある場所に立つと、山と山の間に姿が半分くらい見えてきま

す。おそらく、そこから家までのびる谷戸が、バックロードホーンのような働きをして、低周波の通り道になり、

あるいは増幅させるような効果を持っているのかもしれません。 
 
似たような証言は他の家でもあり、風車が山陰に隠れて見えない、1.5km くらい離れた家では、その見えない風車

からの音は聞こえないのですが、回っているとき、ぴったり連動して住民が吐き気や胸の圧迫感、頭痛、耳鳴りな

どに襲われていることが分かったそうです。 
そのかたは、当初、見えない風車のことなど気にしていなかったのですが、昨年暮れから急に、そして、あまりに

頻繁に気持ちが悪くなるので、体調がおかしくなる時間帯を記録していたところ、それが風車の稼働している時間

とぴったり重なったのです。 
 
今、風車の周辺の住民たちの間では、様々な疑心暗鬼が渦巻き始めています。 
はっきり聞こえない音で体調がおかしくなることなどあるのだろうか……。しかし、風車が稼働してから、突然、

身体がだるくなったり、音もしないのに圧迫感に襲われて眠れなくなったり、吐き気や頭痛に襲われることが多く

なった。これはやはり風車のせいではないのか……。しかし、風車が目の前にある××さんの家などと違って、我が

家は風車が見えない、少し離れた場所にある。うちでクレームなど言いだしたら、まるで補償目当てのように、変

に思われるのではないか。村八分にされるのではないか……。いやいや、△△さんの家は、黙っているけれど、業

者とこっそり示談金交渉をしているらしい。うちも黙っていたらバカみたいだ……。 
 
静かに仲よく暮らしていた住民たちの間に、こうした、声にならない声が溜まっていっているというのです。 
風車はまだ試験運転の段階で、本格稼働はこれからです。一部をこわごわ（？）動かしている今でさえこれだけの

被害が出ているのですから、全機が一斉に動き始めたら一体どういうことになるのでしょう。想像を絶する地獄に

なることは間違いないでしょう。 
町はすでに、苦情や相談は事業者との個別交渉へと導き、諸手を挙げて誘致した自分たちの責任から逃げることで

精一杯のようです。 
隣の下田市は、市長が風車を拒否する姿勢を貫いていて、住民説明もろくにしないまま、早い段階で誘致した南伊

豆町とは対照的です。行政の責任者がどれだけまともな感性、判断力を持っているかで、住民の運命はこうも違っ

てくるのだと、痛感させられます。 
 
お話を伺った住民（70 代くらい？男性）は、繰り返し繰り返し言っていました。 
「建てられてしまったらおしまいです。何を言っても、何をやってもだめ。とにかく、絶対に建てさせないこと。

建てられたらもう遅いんです」 
 
このかたは、ご自分は今のところ目立った体調異変はないそうですが、奥様がたちまち体調を崩し、今は半別居状

態になってしまいました。 
彼はまた、こうもおっしゃっていました。 
「ぼくは今のところ元気だし、ひとりでもここに住んでいこうと思っているけれど、小さいお子さんやお孫さんが

いらっしゃるかたたちがしっかり声を上げないのが不思議でしょうがない。孫子の時代のことを真剣に考えていな

いんじゃないですか。子供たちが住めないような土地にして、どうするんですか」 
 
この町はどうなっていくのでしょうか。ゴーストタウンになるのか。それとも、風車病の町として有名になるのを

恐れ、残った住民たちが箝口令を敷き、どんどん閉鎖的になっていくのか……。 
町の中を見ていくうちに、見たくないものを見てしまった、知りたくないことを知ってしまったという、何とも言

えない重たい気分に襲われていきました。 
そう、まさにこの感じ、このどんよりした空気が、今、全国の風車現場で広がっているのです。わが村でもまった
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く同じです。 

 
目の前のこれらの風車が回っているときより…… 
 

 
右端の山と山の間に見えている遠くの風車が回ったときのほうがダメージが大きいという 
山の中に入っていく道を進むと、風車の建設現場の爪痕も見ることができます。 
この沈砂池は、工事のとき、大量の泥水が海や住宅地に流れ込んだため、対策として作られたものですが、大雨の

後はこれがあふれてしまい、さらにもう一つ作ったそうです。 
これも全国の風車建設現場で起きている典型的な公害。滝根小白井ウィンドファームでも、建設中から降雨後の泥

水流出がひどく、下流の夏井川では岩魚や山女が産卵できなくなり、夏井川漁協が事業者に補償を求めました。 
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沈砂池ひとつではとても間に合わなかった泥水流出公害 
 
 

 
「お尻（ナセル）がこっちを向いたときが怖い」と住民は言う。風下になったときという意味だ 
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風車と風車の間隔が狭すぎて、相互干渉は避けられないだろう 
まさに「建ててしまえばなんでもいい」という姿勢が見え見え 
間近に風車を見ているうちに、だんだん気持ちが悪くなってきてしまいました。見ているだけで気分が悪くなるの

ですから、ぶんぶん回っているときはどういうことになるのか……。車で通過する人は、「下田を過ぎたあたりで

気分が回復した」という人もいるとか。なるほど、よく分かります。 
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国、環境省の被害調査 
 
環境省も調査をしました。 
被害を苦情と表現するなど、極めて問題の多いものですが、その中でも被害があることが把握されています。 
 
 調査報告１． 
 
 超低周波音（２０Hz 以下）の存在については、 
 
 平成２１年に環境省は風車騒音に関する調査を行いました。（資料１，２）でも明らかになりました。 
資料１ 
風力発電施設から発生する騒音・低周波音の調査結果(平成 21 年度)について（お知らせ） 
 風力発電施設に関して低周波音の苦情が寄せられていることから、環境省は、愛知県豊橋近傍測定点の騒音・低

周波音の音圧レベルが低下しました。田原市及び伊方町の苦情 者宅内では風力発電設備の稼働・停止により音圧

レベルの変化が観測されたが、豊橋市の苦情者宅内では稼働・停止による明確な音圧レベルの変化は確認できませ

んでした。 
（風車音の測定は風の吹いている条件下で行わなければならないため、風雑音の影響を更に除去する方法の検討が

必要です。 
 本調査で整理された課題を踏まえ、環境研究総合推進費（旧 環境研究・技術開発推進費）の平成 22 年度戦略指

定研究開発領域公募課題「風力発電等による低周波音の人への影響評価に関する研究」により詳細な調査・解析を

行い、実態の解明に努めていくこととしています。 
さらに、調査結果として 
資料２ 

 
があり、 
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その一部を拡大したものが上の図です。 
このグラフでは、１Hz、２Ｈｚ，31.5Ｈｚ，２００Ｈｚ付近に山があります。 
 
 
調査報告２． 
 
風力発電所に係る環境問題の発生状況「風力発電施設に係る環境影響評価の基本的考え方に関する検討会－報告書

（資料編）」より抜粋 
（平成 23 年６月 環境省総合環境政策局）  
に、次のような記述がある。 
【風力発電所の現地調査のうち、騒音・低周波音に関する主な状況】 
・建設前に実施した環境影響評価における予測結果よりも、実際の騒音レベルの方が大きい事例があった。 
・風車から離れている住民（１km 程度）から、眠れない等の苦情が寄せられている事例があった。 
・騒音の環境基準を満たしている地点からも苦情が生じている事例があった。 
・苦情を受けて、苦情者宅で騒音の測定調査を実施している事例があった。 
・騒音対策として、風車の夜間停止や出力抑制、苦情者宅での騒音対策工事（二重サッシ、エアコンの設置）の実

施や、風車に高油膜性ギアオイルを取り付けた事例があった。 
 
 
 
 

調査報告３． 
 
2018 年に環境省の調査結果では 
風力発電施設から発生する騒音等に対する取組について環境省水・大気環境局大気環境課大気生活環境室 
のなかに、次のような記述も含まれています。 
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2.風力発電と騒音に関する苦情 
風力発電に伴い発生する騒音は、交通騒音等と比べ、著しく大きなものではない。ただ 、風力発電施設が もとも

と静穏な地域に作られることが多いため、騒音に関する苦情が発生する場合がある。 
 
 

調査報告４． 
 
景観との関連における調査結果では、 
平成２４年度 
風力発電施設の騒音・低周波音に関する検討調査業務報告書 （環境省） 
報告書の８章には 
 8.2 今後の課題 今年度の検討調査業務を実施して見出された風力発電施設からの風車騒音に関する今後の課題に

ついて、以下に整理した。  
8.2.1 今後における新たな知見による目標値の見直しの必要性本業務においては、風車騒音の影響について現時点

で得られる研究並びに基準等の情報を収集し、当面の行政的取り組みとして環境影響評価における目標値を設定し

た。しかし、風車騒音の影響はきわめて複雑であり、今後の医学（疫学、病理学）、聴覚、社会心理学的な研究の

進展に期待するところが多い。これらの研究の進展に応じて、また環境影響評価の経緯を慎重に見守りながら、本

業務で提案した目標値並びに環境影響評価の進め方について、必要に応じて見直していくことが重要である。  
8.2.2 情報収集風車騒音の環境影響評価においては、風車騒音の伝搬に係る予測手法の妥当性の検証とともに、そ

れら手法の相互比較による予測精度の検証を今後実施する必要がある。そのためには、測定条件を明確にすること

が必要で、風雑音等も十分に配慮された測定データの拡充と蓄積が不可欠である。それと同時に、騒音源である風

車の騒音放射特性のデータの公開性が重要である。現状では、風車の音響パワーレベルや周波数スペクトル等のデ

ータは、顧客からの要請に応じて、個別に開示されるのが通常であり、一般には公開されていない。これらの騒音

源に係る基礎データは、当該環境影響評価において最も基本となるもので、情報の公開が強く望まれる。 
 
との記載がある。 
  



14

 

14 

 調査報告５． 
  

環境省の公開している資料 
風力発電施設から発生する騒音等に対する取組について 
環境省水・大気環境局大気環境課大気生活環境室 
 
には、次のようなグラフと解説がある。 
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ここには、 
“苦情者宅までの距離は、２０ｍから３０００ｍの範囲だった” 
との記述がある。 
これは、少なくとも３０００ｍの範囲までは健康被害が発生する可能性があることを示しています。 
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国の調査結果及び問題点 
 
１：問題がどこで起きるのかを認識しない。 
“環境省の、参考資料 ―低周波音の基礎知識― の記述では、 

（1）我が国における低周波音苦情の特徴 
 低周波音の苦情内容が海外では生理的・心理的苦情が大部分であるのに対して、我が国では物的苦情も相当数あ

る。苦情が発生する最低音圧レベルが海外より小さいことがあるが、その原因として我が国の家屋構造から低周波

数域では人が感ずる音圧レベルよりも小さい音圧レベルで建具が振動する場合があること等が考えられる。“ 
 とあるのだが、建具の共振の記述はあるが、家全体としての共振については記述が無い。家全体としての固有振

動数については、熊本地震の被害調査から 0.5Ｈｚから 1Ｈｚであることが判明している。 
 
国の記述で、“（風車音の測定は風の吹いている条件下で行わなければならないため、風雑音の影響を更に除去

する方法の検討が必要です。” 
や、 
“環境省、“低周波音の測定方法に関するマニュアル” に、 

5.1.5 測定場所および測定点の選定 
測定点は，原則として問題となる場所の屋外とするが、必要に応じて屋内にも設ける。“ 
とある。 
苦情や被害は、 

“【風力発電所の現地調査のうち、騒音・低周波音に関する主な状況】 
・風車から離れている住民（１km 程度）から、眠れない等の苦情が寄せられている事例があった。 
とあり、 

普通は、夜間の室内で問題が起こる。 
 よって、測定は、夜間室内で、長時間行う必要がある。室内ならば、風雑音の心配は無い。実際に夜眠れない問

題は室内で起こるのだから、室内での現象を把握しなくてはならない。 
 超低周波音の問題は、聴力では聞き取れないものを扱うのだから、騒音計のほかに、室内の振動を調べる振動レ

ベル計と併用する必要がある。 
 

２：検討範囲を意識的に狭くする。 
問題を聴覚で聞き取れる周波数の問題に限定し、共鳴による家全体の振動や、気圧変動の影響、音響キャビテー

ションの問題などを考察しない。不眠の状況を数値化して調べる方法があるのにその実行を提案しない。 
 
 ３：交通騒音との明確な違いを無視する。 

“2.風力発電と騒音に関する苦情 
風力発電に伴い発生する騒音は、交通騒音等と比べ、著しく大きなものではない。ただ 、風力発電施設が もとも

と静穏な地域に作られることが多いため、騒音に関する苦情が発生する場合がある。“ 
 東海道新幹線は東京駅の始発が６時、東京着の最終は２３時４５分です。閑静な地域では、夜間の交通量はほぼ

０である。風車の騒音開始時間と終了時間は無い。２４時間連続運転をしているのが風車です。 
これは重要な相違点である。 
 
 ４：聴覚閾値、感覚閾値、知覚閾値の意味を曖昧にしている。 
 “環境省、“低周波音の測定方法に関するマニュアル” には、 

（3）G 特性 1-20Hz の超低周波音の人体感覚を評価するための周波数補正特性で、ISO-7196 で規定さ

れた。可聴音における聴感補正特性である A 特性に相当するものである。この周波数特性は、10Hz を 
0dB として 1-20Hz は 12dB/oct.の傾斜を持ち、評価範囲外である 1Hz 以下および 20Hz 以上は 24dB/oct.の
急激な傾斜を持つ（図-1.1、表-1.1 参照）。1-20Hz の傾斜は超低周波音領域における感覚閾値の実験

結果に基づいている。 
“環境省の、参考資料 ―低周波音の基礎知識― の記述には、 

 d.1 感覚閾値  
低周波音の感覚閾値（低周波音を感ずる最小音圧レベル）については多くの研究者によって検討がなされている。

図-d.1 は様々な研究者によって得られた感覚閾値である 1)。これらの閾値は実験方法や実験施設の違いによって 5
～10dB 程度の違いがある。大部分の結果は可聴音の閾値（ISO-226（最小感覚閾値の部分については 1996 年に
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ISO389-7 に改訂されている））の延長線上にあり、周波数が低くなるに従い閾値は上昇している。数 Hz～50Hz
位を代表する傾斜はほぼ -12dB/oct.となっており、この傾斜が ISO-7196（超低周波音の心理的・生理的影響の評

価特性）においても採用されている。 
 通常、音としては知覚されないとされる超低周波音については、ISO-7196 によると、平均的には、Ｇ特性音圧レ

ベルで 100dB を超えると超低周波音を感じ、概ね 90dB 以下では人間の知覚としては認識されないと記されてい

る。Ｇ特性の基になった超低周波音の感覚閾値は欧米の実験結果に基づいている。 これらの値は平均値であり、

例えば中村らの実験結果によれば閾値には±5～10dB 程度の幅があり、山田らによれば、標準偏差の 2 倍である

±10dB の範囲に大部分の人が入るとされている 2)。“ 
 とある。 

さて、聴覚は耳で音として認識すると言う意味だろうが、 
感覚閾値の感覚とは何を意味するか、聴覚、皮膚での触覚、半規管での感じる揺れの感覚、大気圧圧力変動を内

耳の前庭器官で感じるときの感覚、より物理的に音響キャビテーションでの影響。さらに、知覚閾値の知覚とはど

んな意味で使っているのだろうか、定義を明確にして欲しいところである。 
 
 ５：問題の解明に向けた具体的指針を提起する気が無い。 
 “平成２４年度 
風力発電施設の騒音・低周波音に関する検討調査業務報告書 （環境省） 
報告書の８章には 

8.2 今後の課題 今年度の検討調査業務を実施して見出された風力発電施設からの風車騒音に関する今後の課題に

ついて、以下に整理した。  
8.2.1 今後における新たな知見による目標値の見直しの必要性本業務においては、風車騒音の影響について現時

点で得られる研究並びに基準等の情報を収集し、当面の行政的取り組みとして環境影響評価における目標値を設定

した。しかし、風車騒音の影響はきわめて複雑であり、今後の医学（疫学、病理学）、聴覚、社会心理学的な研究

の進展に期待するところが多い。これらの研究の進展に応じて、また環境影響評価の経緯を慎重に見守りながら、

本業務で提案した目標値並びに環境影響評価の進め方について、必要に応じて見直していくことが重要である。  
8.2.2 情報収集風車騒音の環境影響評価においては、風車騒音の伝搬に係る予測手法の妥当性の検証とともに、

それら手法の相互比較による予測精度の検証を今後実施する必要がある。そのためには、測定条件を明確にするこ

とが必要で、風雑音等も十分に配慮された測定データの拡充と蓄積が不可欠である。それと同時に、騒音源である

風車の騒音放射特性のデータの公開性が重要である。現状では、風車の音響パワーレベルや周波数スペクトル等の

データは、顧客からの要請に応じて、個別に開示されるのが通常であり、一般には公開されていない。これらの騒

音源に係る基礎データは、当該環境影響評価において最も基本となるもので、情報の公開が強く望まれる。“ 
との記載がある。 
 
 もし、解決する気があるなら、騒音計測、震動計測を風車建設前と建設後に季節ごとに行いその結果を誰でも分

析可能な形態で公開することを義務付けるだろうし、 
医学（疫学、病理学）に関しては、風車を中心にして半径３km の全ての住民に対しての、唾液コルチゾール検

査を風車建設会社が費用負担して実施することを義務付けるだろう。「副腎疲労（アドレナル・ファティーグ）」

は、近年、体調不良で検査をしても原因がわからないという不安を訴える患者様が増えています。現代人は、日常

的にさまざまなストレスを受けています。副腎から分泌されるコルチゾールは、このストレスから私たちの心身を

守ってくれています。 
しかし、強いストレスが慢性的に続くと、副腎も疲れ、コルチゾールの分泌が追い付かなくなり、身体にさまざま

な症状が現れます。このコルチゾールの分泌についての検査は、１回１５０００円で行えます。 
 問題があるとの認識があるのならば、原因を究明する具体的な方法があるのだから、それを実施することを提案

するべきである。 
 
質問：観測データの積極的な公開についての貴社の実績と公開についての方針を伺いたい。 

“現状では、風車の音響パワーレベルや周波数スペクトル等のデータは、顧客からの要請に応じて、個別に開示

されるのが通常であり、一般には公開されていない。これらの騒音源に係る基礎データは、当該環境影響評価にお

いて最も基本となるもので、情報の公開が強く望まれる。” 
とあり、“音響パワーレベルや周波数スペクトル等”が明確になる形での情報公開は、企業の社会的責任であると

考えるか、貴社がどのように考えるか？ 
（答え） 
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質問：“風車騒音の影響はきわめて複雑であり、今後の医学（疫学、病理学）、聴覚、社会心理学的な研究の進展

に期待するところが多い。” 
とあるなかで、医学（疫学、病理学）に関しては、風車を中心にして半径３km の全ての住民に対しての、唾液

コルチゾール検査を貴社責任で行い、医学的、統計的なデータによって、原因究明をする必要があると考えるが、

貴社はどのように考えるか？ 
（答え） 
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 風車建設を推進する人たちの考え方と問題点 宇山さんの見解 
 
 回覧板で、風力計の設置についてのお知らせが回ってきたので、私は、ジャパン・リニューアブル・エナジー 

株式会社 へと電話をして、後で質問状を送るから、丁寧に答えてくれとお願いしました。 
 その後、会社から連絡があり、一度会って話を聞きたいということだったので、宮下さんのお宅で会うことにな

りました。このときも、期限は切らないが、説明会の前には質問項目のすべてについて、文書で回答してくれるよ

うにお願いしました。 
 
 私は、ジャパン・リニューアブル・エナジー が他の地域での風車建設の住民説明会で配布した資料があるだろ

うから、それを持ってきてくれと頼んだのだが、“資料は渡せない。”とのことでした。 
会って話したときに、資料は環境省のものに沿って作ってあると言っていたので、 
 

1. 平成１６年（２００４年）に、この地域に風車を建設しようとしていた“クリーンエナジーファクトリー株式

会社”が作成した資料 
2. 陸上風力ゾーニングマップ根拠資料 （鳴門ゾーニングプロジェクト協議会） 
3. 町田氏による講演資料（環境省の資料などを基にしている） 
 
について、問題点を検討します。 
 
  



20

 

20 

平成１６年（２００４年）に、“クリーンエナジーファクトリー株式会社”が作成した資料について 
 

平成１６年に、低周波に関してクリーンエナジーファクトリー株式会社が作成し大川地区の説明会で配布した資

料の主な内容は、 
 
中野有朋氏による、テレビ朝日が風車に起因する低周波音の問題を報道した内容についての反論と、中野氏の低

周波音に関する理論からなります。 
中野氏の特徴は、“風車から原理的に超低周波音は発生しません。”と主張するところです。 

 
環境省が超低周波音の調査をしたのが平成２１年です。その調査の前なので、嘘をついて住民を騙そうとしたの

です。 
国の調査でも、風車から超低周波音が出ていることは明らかになっています。学者が、その権威を使って嘘をつ

いてはいけません。めちゃくちゃな原理と主張してはいけません。 
所詮嘘なのだから、中学生程度の知識があれば見破れます。むかしの勉強を思い出せばすぐ分かります。 
 
クリーンエナジーファクトリー株式会社が平成１６年に大川で配布した資料そのものは、この文書の最後にあり

ます。ここでは特に問題となる部分を検討します。 
 

検討項目は、 
お金、大川白間津での騒音、自然破壊、ＣＯ２の固定、中野氏の嘘、 
となります。 
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まずは、お金から。（配布された資料ではないが、風力計の設置に関する契約書です。） 
風車を作る会社に土地を貸すと、地権者にお金が入ります。 

 
一部省略 

 
一部省略 

 
 

最初に、当時の建設予定地ですが 
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上の地図の右側の赤丸の所です。 
昔、この会社の人と話したときに、“この場所になった理由は、国定公園に指定されている土地が多くて、国定

公園に指定されていない場所を探すと、赤い丸のところになってしまう”といっていました。いまも、国定公園で

あり、風力計を立てる場所や、送電線の費用を考えると、同程度の規模だと推測できます。 
 
まず、風車の並び方が問題です。韓国が北朝鮮向けに作っていたスピーカーの巨大な壁を連想させる形です。ス

ピーカーを積み上げて壁を作って音を出すと、平面のような性質を持つ音波となって、遠くまで良く響くのです。

もちろん、その規模は風車の方がはるかに強大であることは、下の写真と上の地図を比べれば明らかです。 

 
高さ１００ｍの風車が１０基並んだ姿は、上の北朝鮮向けのスピーカー壁とは比べ物にならないくらい大きな物

です。風車の並び方を見れば、巨大な壁状のスピーカーによる攻撃を受けている北朝鮮よりも、はるかに大きな被

害を受けます。大川、白間津の方へは、平面波の性質を持った音波がやってくることになります。 
 
また、大川、白間津からの風車までの距離は 1000ｍ前後です。規模は２５００ｋW が１０基となっています。 

これと、次の国による調査結果と比べてみれば、その被害の大きいことは明らかです。 
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範囲（１０００ｍ程度）も規模（2500ｋW）もぴったり

です。 
 

この計画が実現されていたら、七浦郵便局から風車までの距離は１０００ｍ程度です。 
大川、白間津地区では、被害が特に大きくなったはずです。 
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風車の並び方と平面波の減衰 宇山さんの考察 
 
音の減衰については、音源が直線状の音源ならば、波面は円柱状であり円柱の側面の表面積は半径の１乗に比例

する。ここでは、円柱が長いとして円柱の底面と上部の面積は無視する。側面積は高さをｈとすれば、 とな

り、よって音の強さは、音源としての直線からの距離に反比例する。 
80ｍの音源は直線状の音源であり、音波の強さは距離の１乗に反比例する。と思われる。 
 
ただし、直線状の音源(風車)が 1 列に並ぶと、風車が巨大なことから、平面波となり、距離によって面積が増え

ることもなくなるので、距離による減衰も余り期待できない。空気の分子の運動エネルギーに変化する部分の波長

が長いので、ほとんど無い。 
 音源の性質を決定するには、超低周波の計測機器を直線状に並べて同時に計測すればよい。３ｋｍ先まで被害が

出るようなら平面波としての特徴を持っているかもしれない。調査が必要です。300ｍごとに 10 台並べればよいと

思います。 
 

空気分子の熱エネルギーへの変換による音の減衰について 
 音のエネルギーは、波面の広がりを考えた場合の減衰よりも著しく減衰する。これは、エネルギーが分子運動などの熱エネ

ルギーとして失われるからである。 

平面は、波面の広がりは無いのであるが、エネルギーの吸収がる場合に、ｘ軸方向の平面の音圧は、  となり、

α を減衰定数という。α の実測値は、振動数を ν とすれば、 

空気中では、 、 海水中では、  
である。 
 振動数が、８０００Hz（聴力検査のピーという音）のばあいは、音源から１０００ｍ離れると 

空気中では、 ０．２７８ 

海水中では、 ０．８５７６ 
倍の減衰となるが 
 振動数が、２００Hz（普通の声は１００Hz～３００Hz くらい）のばあいは、音源から１０００ｍ離れると 

空気中では、 ０．９９９２ 

海水中では、 ０．９９９９ 
倍の減衰となるが 
 振動数が、２Hz の場合には、 

空気中では、 ０．９９９９９９９２ 

海水中では、 ０．９９９９９９９９ 
となり、熱エネルギーに変換されたことによる減衰はほとんど無い。 
したがって、音の減衰は波面の形を考えればよい。 
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 予想される自然破壊について検討します。 
 
 近年、風車は大型化しています。2018 年 5 月に引渡しを終えた印南風力発電所の風車は高さ 78m、直径 86m、

ブレード長 42ｍ。１基あたりの発電量は 2000kW。 
 これを山に運ぶには、道を整備し、建設の土台を作らなくてはなりません。 

 
 

館山のほうから、戦車道と拡張して運ぶか、白間津のほうから道を作って運ぶことになると思います。 
斜面が急ならば、広い道を確保するには工事する幅はかなり広くなります。 

道を使える状態で維持するには、土手をしっかり作らなくてはいけません。工事の規模は相当大掛かりなものとな

ります。風車は台風などで壊れるので、修理のためにも道を確保しておかなくてはなりません。 
 風車に掛かる風の力はかなり強くなると思います。強固な土台が必要です。 
 風車自体の振動は、この土台を伝わって岩盤まで届きます。岩盤中を振動が伝わることは明らかです。 
いろいろ調べてみたが、岩盤を伝わる振動に関して、風車の場合の計測確認したものはまだ見つけられません。 
 近いうちに、館山の風車を使って調べてみる予定です。 
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 次の写真は他の地域での風車群の写真ですが、道路は舗装されていない。雨がしみこんで土砂崩れの心配がある。 
下の写真の山は、大川、白間津の山よりはなだらかです。大川でも近年、台風や大雨で土砂崩れがあり、川が埋

められて被害が出たことは、皆が覚えていると思います。ここ数年、台風は大型化し、局地的な大雨もよく降りま

す。 
風車の建設工事後の、自然災害の拡大が懸念されます。 

 
白滝山の惨状 
 
 

質問：急峻な斜面が多い地域で、工事用道路の道幅は何メートルか、道を維持するために工事する土手の高さは

何メートルか、工事で出た土砂はどのように処理しているのか？ 
道路と土手の図、構造を示してください。 
（答） 

 
 
 
 
質問：工事用の車両はどのような車か、工事中は何台くらいが、どこをどのように通るのか？ 

（答） 
 
 
 
質問：風車設置場所として造成される平らな場所はどの程度の広さなのか？関連して影響を受ける斜面の部分は

どの程度か？図示して説明してください。 
（答） 
 

 
質問：風車に強い力が加われば、それを支える基盤にも大きな力が掛かります。風車の土台を作るときに打ち込

む杭の長さや太さなどの工学的な性質の詳細を明らかにして下さい。また、台風の時に風車に掛かる力は何ニュー

トンと予想しているか、根拠も含めて答えてください。 
（答） 
 
 
質問：阿波地区の山肌が非常に崩れやすいことを認識しているか、実際にたびたび崖崩れが起きていることは認

識しているか、岩石の硬さ、脆さについては調査しているか、ウィンドパーク笠取の風力発電施設では土砂崩れが

放置されている。 
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阿波地区で同様の土砂崩れが起きた場合、どう責任を取るのか、またそれをふまえて、風車の振動の、地中での

伝達とその影響についてどのように考えるか、そして、その根拠はどのような調査や実験によるものなのか？ 
（答） 
 
 
質問：工事をすれば、竹、木、腐葉土、が失われます。山芋（長芋）やどんぐり、竹の子はどのくらい減ると予

想しているか、消失する面積、消失する樹木の本数と種類、減少する竹の子の量、どんぐりの量などを、立ち木の

現地調査と建設計画にふまえて明確に答えてください。 
（答） 
 
 
質問：工事によって、イノシシの餌（竹の子、どんぐり、山芋など）が減り、お腹が空いたイノシシが里へ下り

て来て、農作物を荒らし、家の庭を荒らし、土手を崩して川を堰き止めます。影響の及ぶ範囲をどの程度だと考え

るか？農作物の被害の増加をどの程度だと考えるか？ 
（答） 
 
質問：イノシシやシカは我々伊賀に住む住民にとって大変大切な作物である伊賀米の稲を荒らします。工事によ

って里山に増えたイノシシやシカによる伊賀米の被害の増加をどの程度だと考えるか？根拠ある数値をもって答え

よ。 
（答） 
 
 
質問：イノシシが来れば、畑に、電気柵、金網、を新たに設置する必要が起こります。その費用はどの程度だと

予測するか。 
畑に設置した電機柵では、電池代金はもちろん、こまめな草刈が必要となる。このための電池代金、ガソリン代、

人件費の負担増かについてはどのように考えるか？ 
民家の庭を掘り返す。その修復費用はどの程度だと考えるか。 
市の管理する川の土手を破壊したときの、修復費用の増額はどの程度だと考えるか？ 
イノシシ増加で、人への被害が発生したときの責任についてはどのように考えるか？ 
それらの計算根拠と共に答えよ。 
（答） 
 
質問：おいしい水で育てられた米はおいしいというのはコメ農家なら誰もが知っていることです。そして伊賀米
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を育むおいしい水は自然豊かな山々からいただいております。自然豊かな山々はたくさんの木々を有しているから

こそ保水力を持つことができ、コメ作りに必要な安定した水量を川に流してくれています。 
本工事において伐採される山の木の減少による山の保水力の変化はいくつと想定しているか？計算根拠と共に答

えよ。 
（答） 
 
 
CO2 について 
 
質問：山の利用状況を考えると、大川、白間津の山に生えている木々は、樹齢５０年以上の物がほとんどです。

工事で伐採される山の木は何本だと考えるか、その根拠は何か。 
（答） 
 
 
質問：山の木、竹、草は、CO2を固定しています。道路や敷地を確保するために、木を伐採することで固定され

る CO2 の量が減少します。減少量は年当たりどの程度と考えるか、根拠と共に示せ。 
（答） 
 
 
質問：風車の製造で使われるエネルギーの量はどの程度か、風車の建設に関連して使われるエネルギー量はどの

程度か、風車のメンテナンスで使われるエネルギー量はどの程度か？ 
（答） 
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宇山さん資料 
 配布された資料には、中野有朋氏の素晴らしい経歴とともに、中野氏の、テレビ朝日の報道に対する意見が述べ

られています。 

 
 
この中の次の部分に、 

 
 最後の部分"このような微小な超低周波音で交感神経の緊張や頭痛などは健常者であれば起こるはずがありませ

ん。“は、被害の訴えそのものを押さえ込む目的でしかない。 
 参照値については、中野氏自身が 

 
と述べている。参照値よりも小さくても10％の人が不快と感じるならば、その被害はかなり大きいといえます。理

論では、被害が無いはずなのに現実に被害が起きているならば、理論が間違っていると考えるべきです。 
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 また、“１Hz の感覚閾値（感じることが出来る値）は１３０ｄB 以上であり”とありますが、 
疑問に思うのは、どのような実験に基づいてこの主張をしているのかということです。 

例えば、あとで検討する町田氏の講演会資料に、次のものが有ります 

 
 上の図のなかで、○、△、□の印があります。これは、実験結果を示すものです。５Ｈｚのところに○印があるが、

それより左には無い。５Ｈｚの音までは何らかの実験ができたと理解します。 
 
 “１Hz の感覚閾値（感じることが出来る値）は１３０ｄB 以上であり”との記述は５Ｈｚ以上の“聴覚”についての

実験結果を延長した物と理解します。 
 

実際に、実験をするには、１Hz の音が必要です。低い音を出すのは難しいと思います。 
小学校、中学校のときに笛を吹いた経験があると思います。低い音を出すときは穴を指で塞ぎます。 
つまり、管が長くないと低い音は出ないのです。 
 笛のような物を使って、１Hz の音（波長を 340ｍとする）を出すには、 
両側が開いている管ならば、長さはその 1/2 で 170ｍの管が必要です。 
片側が閉じている管ならば、波長の 1/4 で、85ｍの管が必要です。開口端補正を考えると長さは 80ｍ前後となりま

す。 
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 低い音を出すスピーカーは大きな物になります。本当に実験したのでしょうか？あるいは、他の方法で実験した

のでしょうか？ 
 身近にある物でこのような長さの管は、１つしか見当たりあせん。もちろん、風車のタワーの部分です。 
 
閉管にできる定常波と倍音に関しては、次のようになります。 

 
基本振動と同じ形が、３倍振動の図には３個入っています。 
基本振動の波長の１／３で、音の速さはどちらも同じなので、振動数は３倍になります。 
同様に、５倍振動の場合は、基本振動の形が５個入っています。 
波長は基本振動の１／５なので、振動数は５倍になります。 
これは、中学生や高校生の常識です。 
 

共鳴については、 
共振現象の内、音に関するものを共鳴といいます。 

 
同じ固有振動数を持つ共鳴箱付き音叉（おんさ）を２つ用意して、片方を鳴らします。すると、もう片方も鳴り

始めます。叩かれた音叉が下の共鳴箱を揺らし、空気を伝わって隣の共鳴箱を揺らし、上の音叉を揺らして鳴らし

ます。 
固有振動数が違う音叉同士では共鳴は起こりません。  
 
気柱の共鳴 
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長さを変えることができる気柱の近くで音叉を鳴らし、気柱の

長さを 0 から徐々に長くしていくと、気柱の固有振動数と音叉の固有振動数が一致したところで、気柱は音叉に共

鳴して大きく鳴り出します。 

さらに気柱を長くしていくと共鳴しなくなり音は止みます。 

さらに気柱を長くしていくと再び共鳴が起こります。 
１回目に鳴ったときと２回目に鳴ったときの気柱の長さの差から、音叉の発する音の振動数が特定できます。 

このときの波長 λ を求めてみます。 
１回目に鳴ったときと２回目に鳴ったときの波の様子は左図のようになっているはずです。 
この図から、 
    λ2 
= l2 - l1 
  ∴ λ = 2(l2 - l1) 
ということがわかり、v = f λ という関係式に代入すると（音速を V とします）、 
    f = Vλ 
= V2(l2−l1) 
となり、音叉の発する音の振動数がわかります。（開口端補正については今回は無視。） 
 
 風車のタワー部分は空洞であり、巨大な共鳴箱の役割をします。 
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中野氏は、テレビ朝日の報道内容で間違っている所があると言っています。 
 

 
 
参照値の件ですが、 
“１０％の人が不快と感じ、９０％の人は不快と感じない”と言うことを表す値だと言っています。 
その通りでしょう。 
 
七浦地区の人口は、 
人口     

千倉町白間津 239 265 504 210 

千倉町大川 213 226 439 175 

千倉町千田 219 251 470 181 

千倉町平磯 178 210 388 182 

合計    748 戸 

 
 
1801 人１０％は１８０人です。 
住民の１０人に一人が騒音で悩む、隣近所で２，３人は悩むと言うことになります。十分多い人数だと思います。 
 また、本当に１０％かどうかは、被害地域の聞き取り調査を、風車を中心に半径３ｋｍの範囲において行い、そ

の結果も合わせて公開して、検討することが必要です。 
 調査方法は、単なる聞き取りだけでなく数値化できる方法“唾液コルチゾール検査”も併用すべきです。 
 もちろん、"このような微小な超低周波音で交感神経の緊張や頭痛などは健常者であれば起こるはずがありませ

ん。“というような誤った情報を流しているのだから、調査方法（誰がどのような形態で）は、プライバシーを保

護できる形で行う必要があります。さらに、データとして客観的に数値化できるものも含める必要があります。 
 被害を表明させないための圧力が有る中での調査です。慎重に扱う必要があります。 
 
  

 男性 女性 総数 世帯数 
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この資料での、中野氏の主張を纏めると、 

 
となります。 
この結語の部分はひどすぎます。 
中野氏の超低周波音に関する主張は、“健常者の人体に感知される超低周波音は存在せず、建具をがたつかせる

超低周波音も存在しない”という点に要約されます。 
 中野氏に言わせれば、超低周波音の存在を主張する人は、健常者ではないと言うことになる。 
 
 風車の会社に対する忖度があまりにもひどすぎます。 
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特に。 

 
となっている部分は、大きな間違いを含んでいます。 
 
“音は物体の振動によって発生します。「振動する物体の寸法が音の波長」が基本原理です。” 
例えば、ギターですが、 

 
ギターの弦は、同じ長さです。もし、中野氏の基本原理が正しいならば、同じ波長の音が出る。すなわちどの絃

を弾いても、同じ高さの音が出るはずです。 
そんなことはありません。弦の太さ、重さ、張りの強さ、長さが波長を決める要素です。 

弦の固有振動数 
弦を伝わる波の速さ v [m/s]は、弦の張力を S [N]、1m 当たりの質量（線密度）を ρ [kg/m] とすると、 

    v = √Sρ 
という式で与えられ、弦の長さを l とすると 

弦の固有振動数は、     (n=1,2,3,…) 
です。 

この式から、fn を大きくする（音を高くする）には、 
弦の長さ l を小さくする。張力 S を大きくする。線密度 ρ を小さくする。 
ということがわかります。 
 中野氏の基本原理は、信仰としか言えません。このような理解では高校を卒業できません。 
  



36

 

36 

アマゾンの通販で、音叉のセットが売っています。周波数は 256Hz から 512Hz です。周波数が２倍になると波

長は半分になります。中野氏の主張に従えば、音叉の長さは半分になるはずですが、長さはほとんど変わりません。

現実が基本原理に反しています。 

 

 

 
 
また、笛を吹けば音が出ます。 
笛の穴をふさげば、音の高さが変わります。音の高さが変わるということは音の波長が変わると言うことです。

さて、振動する物体の寸法はどのように変化したのでしょうか？ 
笛が、長くなったり、短くなったりはしません。共鳴する気柱の部分の長さは変化します。 
さて、笛の場合は、振動する物体とは、何なのでしょうか？その大きさはどの程度なのでしょうか？ 
中野氏の基本原理から、説明をして欲しい所です。 
 
気柱の共鳴では、閉管の場合は音の波長に対してその 1/4 波長分の長さがあればよい。 
（もちろん開口端補正が入るので、それよりも少し短くて良い。） 
340ｍ/4＝85ｍ であり、80ｍ程度の空気の入った管で、片側が閉じている物があれば１Hzの超低周波音と共鳴

すると、学校の物理の時間では教えています。あとは、そこに存在する、８０ｍの長さの気柱を断熱圧縮する原因

となるものが見つかれば良いのです。 
 
なぜ、目の前にあるタワーの部分が見えないのか、とても不思議です。大きな物が見えなくなる現象は家具の共

振を扱うときにも起こります。目の前にある日本家屋が見えなくなるのです。 
 
数学の理論で、変分法といわれるものがあります。この理論では、 
“決まった長さのロープで輪を作る。その輪で囲った地面の面積が最大になるのは、どんな形に囲ったときか？” 
と言うような問題が扱われます。 
答えは円です。丸い形が少しゆがんで楕円形になると、囲まれている面積は減少します。 
 
私は、この中野有朋さんとは、メールのやり取りをしたことがあります。 
メールで、 
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“先生の素晴らしい理論に感銘を受けました。風車騒音に関心がありますので、ご指導いただければ幸いです。” 
と書いて、彼の考えを聞きました。２，３回メールのやり取りをした後で、 
“風車のタワーの部分の気柱を考え、鉄に関する低周波のエネルギー透過率と、開口端補正によって気柱の長さ

が 1/4 波長になると考えれば、超低周波の波長とぴったり合うし、気柱の運動と変分法を使って考えれば、気柱が

断熱圧縮されことがすぐに分かるので、これが超低周波の発生原因ではないか？” 
と聞いてみました。 
返事は、中野氏が観測した風車では、 

“私が調査した風車のタワーの中には、荷物が詰まっていて気柱は存在しなかった。” 
とのことでした。さらに、 

“私も実際にその風車を見に行くので、その、荷物が詰まった風車のある場所を教えて下さい。” 
と頼んだら、 
“その場所は忘れた。” 
との返事が来た。 
 

 
 中野氏は、日本音響学会理事、日本騒音制御工学会副会長・理事、だそうです。 

彼は、政府や企業への忖度をして、学者のふりをしながら、学問とは無縁の信仰を広め、被害者の声を封じ込め

ようとする。 
 
あまりにもひどすぎます。 

 せめて、中身が詰まっている風車の場所だけは思い出して欲しいものです。 
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 平成２１年に環境省は風車騒音に関する調査を行いました。（資料１，２） 
風力発電施設から発生する騒音・低周波音の調査結果(平成 21 年度)について（お知らせ） 
のなかに、次のグラフがあります。 

 
 
このグラフは、1Hz、2Hz、3.5Hz の超低周波音と呼ばれるものが存在することを示しています。 

  
中野氏の理論では存在しないはずの、超低周波音が計測されてしまった。 

 原理的には発生しないはずの超低周波音はなぜ存在するのでしょうか？明確な説明が必要です。 
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ところで、ギターと言う楽器があります。音が出ます。 
 

 

 
ギターの胴を長くして、プロペラ（ブレード）を付ければ、風車と同じ形になります。ギターと風車はお仲間で

す。 
ギターで音が出るなら、風車からも音は出ます。胴の長さが長くて、弦に相当する物もあるので、超低周波音は

原理的に発生するのです。 
 
風車の弦を爪弾く物はいろいろあります。 

名古屋産業科学研究所 研究部 2014 年度研究年報 巻頭論文 
発電用風車ブレードとタワーの振動解析と制振 
石田 幸男 （名古屋産業科学研究所 上席研究員） 
や 

 
などを見れば分かります。 
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中野氏はネット上で展開している主張を少し変えたようです。 
ネット上には、次のような物もある。 
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具体例を一部省略しました。 
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中野氏は、平成１６年頃は、“風車から原理的に超低周波音は発生しません”と言う主張をしていたが、 
平成２１年に環境省は風車騒音に関する調査を行い、その結果、超低周波音が計測されてしまった。 
 
でも、彼は頑張ります。 

 
そこで、G 特性を使って、測定された値を小さい値に変換する努力をし、さらに、大きな数値を引いて、その結

果がゼロやマイナスになるのを根拠にして、超低周波音の影響は無いはずだといっている。 
いくら引き算の結果がマイナスでも、原理的に存在しないはずの、超低周波音が存在するのだから、中野氏の

“原理”が間違っている。 
G 特性で考えれば、影響が無いはずなのに、苦しんでいる人、不眠を訴える人、息苦しさを訴える人が存在する。 
選択は、“G 特性の考えが間違っているのか、現実が間違っているのか？”のどちらかであるが、 
G 特性の数値に反して、被害を訴える人が存在するのだから、G 特性の考え方が間違っている。 

 

 また、 

 “低周波音トラブルの多くは誤解トラブル  

中野環境クリニック所長 中野 有朋“ 
では、 

 “周波数 1 及び 2Hz のがたつき閾値は、音圧レベル 70dB 程度であるが、図の直線をさらに低い方に伸

ばし、この直線の値を超えているから建具ががたつくなどという誤解である。  

建具ががたつくのは建具の固有振動数が超低周波音の周波数範囲にあり、超低周波音の周波数との共振

によるものである。  

この直線は異なった 15 種類の建具の最低共振レベルを結んだものである。つまり共振を起こすには、最

低、この直線程度の音圧レベルが必要であるという直線である。従ってこれを超えても共振しなければ

がたつかない。これを超えると必ずがたつくということではない。  

また通常の建具には、5Hz より低い固有振動数を持つものはないことが確認されている。従って伸ばし

た線の音圧レベルを大幅に超えても共振は起こらず建具はがたつくことはない。” 

と述べている。 

 

“通常の建具”の固有振動数は確かに、５Hz 以上であるが、日本の多くの家屋の家全体としての固有

振動数が、0.5Hz から 1Hz であることは、熊本地震の結果からも明らかになっている。 

風車内の小さな部品は見るが高くそびえるタワー全体を見ようとしない。家の中の建具を見るが家全

体を見ようとはしない。低周波の問題を述べるのだが、その周波数をきちんと測ろうとはしない。不思

議な考え方をする人である。 
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なお、共振については、 

“お寺に行くと大きな釣り鐘があります。この釣鐘を動かします。力を入れて押しても釣り鐘はびくともしませ

ん。しかし指で押しているとしばらくすると釣り鐘が揺れ出します。  これは，指で釣り鐘を右に押すと，目に

は見えませんが少しだけ釣鐘は右に動き始めます。右に動いた釣鐘は振り子のように左に戻って，また右に振れま

す。このときタイミング良く指で釣り鐘を右に押してやります。このように釣り鐘が右に振れるときに指で右に押

してやることを繰り返すと，釣り鐘はやがて大きく振れてきます。  ずっと力を加えていると左に戻ってきた釣

り鐘の動きを止めることになります。釣り鐘の持つ振れの固有周期（中心から左右に振れて中心に戻ってくる時間）

をうまく利用し，右に振れるときに同じ周期で指で右に押してやります。この現象を共振または共鳴といいます。  

ブランコをこぐとき，ブランコの振れる方向に合わせて力を加えるとブランコはよく振れます。力の入れる方向が

逆になるとブランコはうまく振れません。これもまた，ブランコの持つ固有周期に合った周期で力を加えることに

よってブランコは大きく振れるのです。” 
よって、音圧レベルが弱くても長時間継続すれば共振現象は起こります。風車の超低周波音はこのような性質を

持っています。 
 

風車の低周波音の周波数については、次のようなデータもある。 

 
これは、千葉県への情報公開請求で、 
“千葉県環境研究センターに保管されているデジタルデータのうち、精密騒音計 NL-62 で計測され、波形収録プ

ログラム NX-42WR によって収録されたデータのファイルで２０１４年度に作成されたもの全て。”と要求して公

開してもらったデータです。 
左側は３０秒間の計測を何度か繰り返した結果です。右側はその周波数成分を調べた物です。 
１番目の段は、サンプリング周波数が 48ｋＨｚなので、24ｋＨｚ成分まで計算可能ということ。 
２番目の段は、100Ｈｚ以下の低周波成分が強く、1000Ｈｚ成分まで存在すること。 
３番目の段は、３０Ｈｚ以下の成分が強いこと。 
４番目の段は、0.5Ｈｚ、10Ｈｚ、15Ｈｚあたりの成分が特に強いこと。 
を表しています。 
また、このデータはファイルの名が、 
\Auto_1023\SOUND\NL_001_20141023_214623_110dB_1023_0000_SL0002.wa 
\Auto_1023\SOUND\NL_001_20141023_214935_110dB_1023_0000_SL0006.wa 
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\Auto_1023\SOUND\NL_001_20141023_215205_110dB_1023_0000_SL0011.wa 
\Auto_1023\SOUND\NL_001_20141023_215518_110dB_1023_0000_SL0015.wav 
であることから、それぞれ 
２０１４年１０月２３日の２１時４６分２３秒から３０秒程度の計測 
２０１４年１０月２３日の２１時４9 分 35 秒から３０秒程度の計測 
２０１４年１０月２３日の２１時 52 分 05 秒から３０秒程度の計測 
２０１４年１０月２３日の２１時 55 分 18 秒から３０秒程度の計測 
結果を表していることが分かります。 
 グラフから、３０秒の間でも、風車の動きは大きく変化することがわかります。 
それぞれの観測での、超低周波成分を比較しやすい形で表示すれば、右端の図になります。 

 
 この風車では、１Ｈｚ，１０Ｈｚ、15Ｈｚあたりで強くなっていることが分かります。 
日本家屋の固有振動数と言われる、０．５Ｈｚから１Ｈｚあたりの周波数もかなり強いことが分かります。 
  

情報公開請求では“千葉県環境研究センターに保管されているデジタルデータのうち、振動レベル計VM-55で

計測され、波形収録プログラムVX-55WRによって収録されたデータのファイルで２０１４年度に作成されたも

の全て。”との要求もしたが、機械は持っているが計測はしていないとの事でした。 

 

自分の部屋で測ってみました。（２０２１年１月１２日、風はおだやか。） 

使っているパソコンの音が 120Ｈｚで計測されています。 

超低周波音もありますが、私の部屋での強さは 13、風車での強さは 1600 です。 
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さて、中野氏の論文は、低周波音の計測と 解析 の方法についてすばらしいヒントを与えてくれます。 
１．G 特性の値を使用しないで、音圧そのものを扱う。聴覚の問題として扱うだけでは無く、他の様々な感覚の問

題として考える。さらに物理的な問題として音響キャビテーションなども考えるべきである。何しろもともと聴覚

では捕らえきれない超低周波が問題であり、私たちは、日本家屋に住んでいるのだから。 
 
２．1/3 オクターブ解析よりも、FFT や SPECTRUM や Wavelet を使うほうがより物理的な解析を可能にしてくれ

ます。1/3 オクターブ解析では周波数がわからないので共振の問題を扱えない。騒音計、振動レベル計での計測を

し、生データを使って解析する。 
 
３．いろいろな方法で分析可能なデータを収集する。医学的な数値の収集、騒音計のデータ、振動計のデータなど

を収集して、比較しながら検討する。 
 
４．音の指向性や減衰率を計測できるように同時に多数の地点で計測する。 
 
5. データの収録と公開を徹底する。収録は、室内、室外、風車の近傍、周囲とし、振動、音 データは観測され

た圧力や加速度の変動そのものを公開して、誰でも分析できるように生データを公開する。 
 
6. 知覚閾値、感覚閾値、聴覚閾値の意味を明確化する。 
 
中野氏の方法は、問題解明の大きなヒントになります。 
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中野氏の主張とは別に、配布資料の中に、もう一つ触れておかなくてはならない部分がある。 
次のページは環境省の作製した資料に、風車建設に関する環境調査をする会社が独自の計測結果を追加したもの

です。 

 
ここでの疑問点は、 
大川・白間津地区での調査結果を、国が超低周波音の存在を把握して公開した次のグラフのような形式しなかっ

たのはなぜか？ 
と言うことです。 
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なぜ、風車建設前と風車建設後の解析方法が異なるのか？計測結果に同一の処理をして比較しやすいように出来

ない理由は何か？私は、その答えは、風車建設前には、このようにひどい超低周波音が存在しないからだと思って

いる。 
 

  
 グラフの高さは、左側では 1600、右側では 13 です。 
これは、収録した振動を、周波数成分ごとに強さを表示したものです。左が風車、右が自分の家です。 
 
 
質問：風車建設前の騒音測定と建設後での、超低周波音、騒音測定の結果を、同一形式で公開すべきだと考える

が、貴社はどう考えますか？ 
（答） 
 
  



49

 

49 

 国が調査した低周波音のグラフについて少し考えます。 
このグラフでは、１Hz、２Ｈｚ，31.5Ｈｚ，２００Ｈｚ付近に山があります。 

この原因を調べる必要が有ります。 
 

そのためには、正確な周波数が必要です。風車の詳細な構造、材質の工学的な特性、材質の電磁気学的な特性を

必要とする。たとえば、開口端補正ではタワーの長さ、直径が必要となる。 
 

 
 
３．建設予定の風車について 
●建設を考えている風車の特長について、以下の点を明らかにしてください。 
 
質問： 
・風車を作った会社、風車の形式、風車の大きさについての詳細な資料。 
特に、ブレード（回転翼）の表面加工、ブレードの先端の形状を含めたブレードの詳細な設計図、ブレードの固有

振動数、 
・タワー部分の大きさ、材質、厚さ、材質の工学的な特性、 
・発電機の詳細な設計図 
・ナセルの外装の材質、厚さ、電磁気学的な特性 
・ローター軸の材質、工学的な特性 
を公開して下さい。 
（答） 
 
 
 
質問： 
風車を止めて、大きなハンマーでブレードの先端を叩いたときの音を精密に録音して公開してください。 
気持ちとしては、大きな木琴を叩くような気持ちで叩いてみてください。 
実験、録音などは可能ですか？ 
（答） 
 
 
質問： 
風車を止めて、大きなハンマーでタワーの部分を叩いたときの音を精密に録音して公開してください。 
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気持ちとしては、さかさまになった大きな釣鐘を叩くような気持ちで力いっぱい叩いてみてください。 
実験、録音などは可能ですか？ 
（答） 
 
 
質問： 
回転している風車の真横から、ブレードかタワーの近くを通過するときの、ブレードの動きを高解像度の高速度カ

メラで撮影して公開してください。もちろん高画質８K でお願いします。NHK に頼んでみてください。可能です

か？ 
（答） 
 
 
質問： 
回転するブレードの撮影と同時に、 
タワーのすぐ近くで、振動レベル計と、精密騒音計による計測をして下さい。 
結果は、生データの形で公開してください。 
可能ですか？ 
（答） 
 
 
質問： 
・ 測定機器を購入して現地での騒音の計測、住民への聞き取り調査の実施を検討していますので、すでに建設さ

れている風車で、貴社が建設を検討しているものと同型あるいは良く似ているものが設置されている場所、設

置台数を詳細に示してください。 
（答） 
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風車騒音の周波数に関して 
 
風車騒音の周波数は、発生源を突き止めるために必要な数値である。 
 
東京大学のグループは 
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に有るように、ブレードやタワーの固有振動を重視している。 
 
 
環境省がかって公開していた見解では、 
4.1.5 風車 
 風車の超低周波音の発生原理は基本的には送風機のいわゆる回転音と呼ばれるものと似 
ている。大型発電用風車の場合は、羽根の枚数が少なく、回転数も小さいために正常運転 
でも超低周波音を発生することがある。 
その基本周波数 f（Hz）は、翼の回転数を R（rpm）、翼枚数を Z（枚）とすると 
ｆ＝RZ/60 (Hz） 
で与えられ、この基本周波数とその高次の周波数が卓越する。 
大型発電用風車の場合は、一般に翼枚数は 1～3 枚（3 枚が主）、回転数は 30～60（rpm） 
程度であり、基本周波数は数 Hz 以下になる。 
 
とあります。 

これだと卓越する周波数成分は風車の回転数の増加に伴って連続的に変化するはずである。また詳細な観測結果

も示されていない。 
 もしそうなら、固定された周波数の音が特に強くなることはないはずである、卓越した周波数成分が回転数と共
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に変化しなくてはならない。 
 この考えでは特定の周波数のところが特別に大きなエネルギーを持つ理由が説明できない。共鳴を考えなくては

強力なエネルギーを持つ理由が説明できない。 
この考えでは、回転数の上昇によって生じる、どの周波数の場合も、同じようなエネルギーをもち、もし変化する

としても単調増加、または単調減少で変化するはずである。 
これらの問題を解明するには、ビデオカメラで風車の回転数を測りながら、超低周波音を計測して FFT 分析を

する必要がある。 
また、ブレードの固有振動数については、回転数の変化で、ブレードに加わる力が変化（引っ張られたり、圧縮

されたりする。）して、その結果としてブレードの固有振動数が変化することも考慮する必要がある。 
 

  
 また、千葉大学の研究で次のようなデータもある。 
 小型風車の回転数と騒音の周波数分析の結果のグラフが千葉大学の研究結果としてインターネット上に公開され

ています。 
 それを見ると、 
次のグラフとなり、 
 

 
 
 このグラフでは、回転数が増加すると 700Hz の音は強くなるがこのピークとなる周波数が回転数の増加につれ

て変化してゆく様子は見られない。 
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 このグラフでは、 ｆ＝RZ/60 (Hz）の式は意味を持たない。 
なお、このグラフの使用については、千葉大学の佐藤先生から 
 

さて、グラフの使用は結構ですが、この図は、風車の羽根（3枚、グラスファイバー、長さ約 0.5m）がをモータ

ーで回転させたときの発生音を測定したものです。 
低周波の音は、350Hz、700Hzが α=91°のときにR=2400、2100、1800rpmで大きいことが左の図の破線の円領域

で注目しています。このときの音は、爆音のような音です。 
α が大きくなると爆音は消えます。爆音の原因は、回転中に羽根のピッチ角が変わるような 
振動現象です。このときには、回転数の増加につれて羽根の半径方向での曲げ振動も重畳します。700Hz は α には

関係ないので、爆音が生じないときの曲げ振動であると思います。 
これには確かに回転の周波数が影響していませんので、材料の固有振動数であると考えられます。低周波、超と言

う字は付きませんが、爆音の原因は、この材料が剛性（EI)が大きく、ピッチ角を変えるような振動が、回転の空

気力（迎え角の移動（変化）の増加により、共振域に入って誘起されたものと解釈されます。 
20Hz 以下の超低周波の発生機構については、私は別の意見を持っています。 
以上、２０Hz の FFT の測定例として引用することは可とします。 
佐藤建吉 
との承諾をいただいています。 
 
 
 
質問：風車の騒音被害の解決には、発生源が何かを突き止める必要があります。貴社は、発生源解明のための努力

をしていますか？少なくとも、何をどのように計測すべきだと考えていますか。 
（答） 
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陸上風力ゾーニングマップ根拠資料 
について、 
 
陸上風力ゾーニングマップ根拠資料 
鳴門ゾーニングプロジェクト協議会 
本資料は、鳴門市における陸上風力発電の環境・社会に十分配慮した適正な立地を促すための各種検討のうち、特に『騒音・シ

ャドウフリッカー面へのリスク』について着目して、立場の異なる関係者で構成される協議会でなされた検討過程、およびその結果

を説明するものである。 
編集：ＷＷＦジャパン発行日：２０１７年５月 
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自治体、環境省へのヒアリング結果については、次のようになっている。 

 
 環境省は“現時点では影響があるとは言えない”との事だが、大切なのはどのような項目にどのような関連があっ

たら、影響があると認めるのかを、明確にすることである。 
 項目としては、風車からの距離、地形の影響のシミュレーション結果、家屋の形態（平屋、２階建て）、家屋で

使われている材木の太さ、屋根の材質、不眠は体調不良を数値化したデータ、交通事故件数、学生の学力、などな

どあるが、多変量解析での相関行列の計算が必要である。 
 

最初に問題となるのは、検討する姿勢です。政府や企業への忖度があまりにもひどい。 
例えば、自治体へのヒアリングであるが、千葉県の場合は、千葉県環境研究センターで風車騒音の計測や分析を

行うのだが、1/3 オクターブ解析の結果しか公開しない。このデータは原因究明には全く役立たない。 
これしか発表しないのは、国の方針に従っているからとの事でした。このような自治体にアンケートをとっても、

国の姿勢の追認するアンケートを追加するだけで、公平な立場を担保することは出来ない。 
 
また、学者へのヒアリング結果は、 

 
であり、その内容は、 
最近の政府の姿勢、“風車の問題を可聴域の音波の問題としてのみ扱う。耳では聞こえない超低周波音は無視す

る。”ことと“騒音問題は個人の風車に対する感受性、考え方の問題だ。”として、科学的な解明を押さえ込む方針に

従ったものに過ぎない。 
このような答をする有識者は、真理を追究する姿勢を全く放棄した有識者であり、恥ずかしくて自分の名前や所

属を公開できないのは、当然です。 
 
 文献調査に関しては、 
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となっている。 
 文献の中には、何をどのように調査、研究すれば問題点が解明できるかということについて具体的に提起してい

る物も少しはある。 
 困難、困難。研究不十分では、何のために調査した意味が無い。 
 例えば、医学的な調査を数値化して統計的な扱いが出来るようにする具体的な方法がある。超低周波音での家屋

全体の共振実験、音波での実験が無理なら、土台を揺らして室内に置いた振動レベル計で揺れを測り、風車被害で

申しでのある住宅の室内での振動レベル計での計測結果と比較する。 
などなど、方法は沢山あるのに、具体的な提案をしない。困ったものである。 

 
これについては、コンピュータシュミレーションをすれば済むことです。 
そして、その結果と交通事故件数との関連を多変量解析で調べる。など、明確に出来ることはあるのです。 
 ここでは、 

 
についてのみ、一言触れておく。 
 問題は、耳に聞こえるか否かではなく、耳に聞こえない物が人間にどのような影響を及ぼすかと言うことである。 
 たとえば、電磁波であるが、人間が色として認識できる波長（周波数）はかなり狭い範囲のものであり、 
色として認識できない電磁波も沢山ある。 
 たとえば、紫外線。目には見えなくても、皮膚の炎症を引き起こす。 
また、電子レンジで使われている電磁波も目には見えない。でも、大きな電子レンジを作って、人間を中に入れて

スイッチを入れたら、どのような結果になるかは、誰でも想像できる。 
 音や電磁波では、“見えない、聞こえない”が安全性の保証にはならない。 
 
 電磁波の分類： 
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 私たちの周りにはたくさんの電磁波が飛び交っています。FM 放送の周波数は 70～100MHz、地デジ放送が 400
～700MHz、衛星放送はほぼ 12GHz です。携帯電話は 700MHz～3.5GHz で、電子レンジの周波数 2.45GHz とほ

ぼ同様の周波数帯です。 しかも、電子レンジ内の電磁波は金属の壁に反射しますが、電子レンジの外に強い電磁

波が漏れることはありません。ガラスがはめ込まれたドア部分にも金属のシールドが施されています。さらに、電

子レンジは電波法令で管理されています。 電子レンジから漏れてしまう電磁波の強さに対する日本及び米国の安

全基準は、電子レンジから 5 ㎝の位置で 5mW/cm2(電力密度)以下と定められており、実際に測定してもそれを越

えることはありません。さらに電子レンジから 50cm も離れれば、電力密度は 1/100 以下になる実験結果もありま

す。 
 
 

電子レンジの周波数 2.45GHz は、 
2.45GHz＝2.45*1,000,000,000Hz 、３０万ｋｍ＝300,000ｋｍ＝300,000,000ｍ なので。 
波長は、300,000,000/2.45*1,000,000,000＝3/（2.45*10）＝3/24.5＝0.12ｍ 



59

 

59 

となり、マイクロ波と言われるものにあたります。 
この波長は、可視光線の範囲には入りません。目では見えません。耳で電磁波を聞ける人はいません。 

匂いも感じません。普通の感覚では捕らえられないと思います。 
 でも、人間の体は、この電磁波に対して直接的に反応します。人間が電子レンジに入れば、体液が高温となり、

死亡します。感覚閾値以下でも、非常に強い影響があります。 
紫外線も、可視光線ではありません。でも、私たちの体は、直接反応します。日焼けして水ぶくれが出来ます。

見えない物にも、人間の体は反応するのです。 
 
 光の場合は、かなり調べられているが、音は、難しい。最大の理由は、１Hz、２Hz の音を出すのが難しいから

です。 
当然のことですが、聴覚だけが感覚ではない。 

人間は振動も感じる。低周波で障子ががたつく事例（共鳴）の報告もある。 
家やマンションが共振することも十分考えられる。精密騒音計を振動レベル計があれば、計測可能である。 
家やマンションが共振で振動すれば、私たちはその揺れを感じることが出来る。地震のときに揺れを感じるのだか

ら。 
 障子や家具はもちろん、建物全体（家やマンション）としての共振については、風車周辺で超低周波音を 
周波数成分ごとに調べ、各成分の影響を考えなくてはならない。 

さらに、電子レンジ、紫外線の場合のような、直接的な反応に関連して、音響キャビテーションについても十分

研究しておく必要がある。これについては、動物実験も可能だと考える。 
 
 有識者が、聴覚閾値のみを理由に挙げるのは、自らの役割を放棄しているとしかいえない。 
聴覚閾値の設定された背景と、その根拠となる実験結果や統計的な根拠はなにか、についても明確にすべき。 
 
次の論文 
2009 年度 修 士 論 文 低周波音被害の社会問題化 The Rising Issue of the Damage Caused by Low Frequency 
Noise Case Study Focused on Wind Turbines and Eco-Cutes 
前川真帆香 Maekawa, Mahoka 東京大学大学院新領域創成科学研究科社会文化環境学専攻 
では、 
 
聴覚閾値の測定には、低周波音実験室において、10～100Hz の純音 11 種を刺激音として提示された。許容値そして気になるレ

ベルは、低周波音実験室にて、10～200Hz の純音 14 種の刺激音が使用された 
 
とあり、 
１Hz から１０Hz の部分が無視されているという極めて重要な問題点がある。 
 
さて、 
低周波音の測定方法に関するマニュアル平成 1 2 年 1 0 月環境庁大気保全局 
には、 
（3）G 特性 1- 20Hz の超低周波音の人体感覚を評価するための周波数補正特性で、ISO-7196 で規定された。可聴

音における聴感補正特性である A 特性に相当するものである。この周波数特性は、10Hz を 0dB として 1-20Hz は

12dB/oct.の傾斜を持ち、評価範囲外である 1Hz 以下および 20Hz 以上は 24dB/oct.の急激な傾斜を持つ（図-1.1、
表-1.1 参照）。 
1- 20Hz の傾斜は超低周波音領域における感覚閾値の実験結果に基づいている。 
 
との記載もあるが、 

１Hz から１０Hz の部分の実験は、誰がいつ、どのような実験装置を用いて、どのような被験者に対して行った

のであろうか？このような音を発生させることは出来たのだろうか？多いに疑問が残るところである。 
 
 
以下、前川真帆香 氏の論文から抜粋： 
4.2 参照値の策定方法  
では、参照値はどの様にして決められたのか。  
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参照値を決めるにあたって、実験が行われた。「物的苦情に関する参照値」と「心身に係る苦情に関する参照値」は異なる実験に

基づき策定された。これは、環境省の委託を受け、日本騒音制御工学会が実施した「平成 15 年度低周波音対策検討調査」の一

環として、産業総合研究所が実施したものである。  
物的苦情の参照値は障子、鉄サッシ、木製引き戸などががたつき始める最低音圧レベルを求めた実験データに基づいている

（環境庁 1977）。被害者の訴えは家具のがたつきよりも心身に関するものが増え、かつその影響が明確には感知できにくいため、 
心身に関する参照値の策定方法についてより詳しく述べる。心身に係る苦情に関する参照値を得るために以下の実験 5 が行

われた。一般成人そして苦情者が許容できる低周波音の異なる生活場面を想定して、「居間における許容値」、「寝室における許

容値」、「気になるレベル」の音圧レベルを測定した 6。これらと共に、聴覚閾値も測定された。そして、実験室にて一般成人と苦情

者に低周波音を長時間暴露し続け、「一般成人と同時に苦情者の大多数にも当てはまる」と判断された、寝室の許容レベルの

10%値に基づいている（日本機械学会 2005:55）。 
 
5. 低周波音に関する学術的見解 7 

では、この参照値を策定する実験を行った学者は不眠、頭痛など被害者が訴える生理的被害を及ぼす問題やその原因につい

てどの様に考えているのか。そして、それに対して批判的な考えを示す人もいるのか。ここでは、参照値の実験を行った音響専門

家山田伸治・犬飼幸男と低周波音に関する国際会議、国内の論文にて彼らの見解に反対する工学博士岡田健の見解を紹介す

る。なお、岡田は低周波音問題が起きている現場調査を行い、被害者の依頼で、メーカーとの交渉を行っている。そして、その活

動が被害者にとって功を奏し、解決にも繋がっている。彼の低周波音の取り組みは後述したい。 
 

5 聴覚閾値、許容値、気になるレベルの測定方法について述べる。聴覚閾値の測定には、低周波音実験室において、10～

100Hz の純音 11 種を刺激音として提示された。許容値そして気になるレベルは、低周波音実験室にて、10～200Hz の純音 14 種

の刺激音が使用されたが、被験者が自身でボリュームを調整し、許容値と気になるレベルを設定する。このとき、状況設定は事前

に伝えられており、「居間の許容値」は「居間で静かに新聞を読んでいるとき」、 
「寝室の許容値」は「寝室で床に就いて寝ようとするとき」、「気になるレベル」は特定の場面は想定しないことが条件としてあっ

た。11 

 
5.1 音響専門家山田伸治・犬飼幸男の見解 

参照値は聴覚閾値をベースに、音響専門家山田伸治・犬飼幸男の研究に基づいて発表された。低周波音の感知には個人差

があり、低周波音被害者は音に対して鋭敏であるため、被害が生じていると言われている。しかし、彼らは低周波音苦情者と一般

人の平均最小可聴値の差は僅かであると述べ、低周波音被害者の症状は、低周波音を感知することで不快感を覚える心理的な

過程から発生すると考えている。低周波音被害者は、低周波音に関して鋭敏なのではなく、音に関するアノイアンスに対して鋭敏

であると考えている。そして、聴覚閾値以下の範囲では問題にならないとしている。これは、彼らが聾者を用いた実験では、聾者

の閾値は健聴者の閾値が約 30dB ほど大きいという結果が得られ、低周波音は聴覚により感知していると考えているからである。 
 
5.2 工学博士岡田健の見解工学専門家の岡田健は、参照値、そして山田、犬飼の見解について批判的な見解を発表してい

る。岡田は、閾値をベースにしたこれらの研究は、心身が生理的症状を発症させるメカニズムとは全く関係ないと（2009:43）指摘

するのである。 
 

6 実験に参加した被験者の選出方法について述べる。被験者は一般成人と「苦情者」の許容値が測定されたのだが、一般成人

は 20 歳～65 歳が対象者とされ、応募者 166 人の内、各年代から女性を 3 人、男性 1 人、そして 40 歳代の女性 1 人を加え、21
人をランダムに抽出した。苦情者は、NPO 法人「住環境の騒音・振動・低周波音を考える会」の会報を通して募った、女性 7 人、男

性 3 人の合計 10 人である。この点､苦情者の被験者は女性が多かったため、一般成人の被験者も女性が多くなるように設定され

た。 
7 海外でも議論がなされており、ポルトガルのアルベスペレイラ、カステロブランコの実験・見解について紹介する。マウスを使っ

た実験では超低周波音・低周波音をマウスに連続暴露したところ、細胞・呼吸器官の繊毛が溶け、短くなり、不揃いになるという結

果が出た。また、血管壁、胞膜、胃壁、腎臓においてコラーゲンの増殖が確認され、肺胞・心膜の壁が厚くなっていた。そして暴露

していない 3 世代目に催奇性の奇形が見られたことから、妊娠時から低周波音を暴露されることの危険性を示唆するとしている。

彼らは、超低周波音と低周波音は細胞の癌化を誘発する遺伝子毒性因子であると仮説的に結論づけている。「振動音響病（VA 
D）」という病名が定められている。ただ、マウスの実験は高い音圧レベルに暴露されていたことに起因すると反論が出されている

（Leventhall 2008:3）。12 
参照値はスピーカーから放射される純音を用いて得た聴覚閾値をベースにしている。聴覚閾値は、蝸牛が可聴音の物理的刺激

（信号）に対し反応する場合の最低反応準位に示すものである。その聴覚前庭神経は直接脳幹に投射され、蝸牛神経背側核、蝸

牛神経腹側核、上オリーブ核、下丘、内側膝状態を通り聴覚皮質へ導かれている。本神経路は音の認識を司る部位を伝搬してお

り、被害者の心身に発症している自律神経系並びに筋肉、特に顔面神経系や三叉神経系に関連した生理的症状を引き起こす部

位には関与していない。すなわち、聴覚閾値と生理的症状の発症の間には直接的関連は認められない。同様に超・低周波数の

波動についても可聴音と同様の経路をたどることは推測されるが、この経路を伝搬する超・低周波音は生理的症状を引き起こす

原因とならないだろうことが推測される。もし、生理的症状を引き起こすならば、蝸牛内のどの部位でセンシングし、その判断をど
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の部位で行い、その信号をどの経路で自律神経系に投射するのかを解明しなければならない。しかし、蝸牛以外のその他の神経

系へのつながりがあれば、生理的症状の発症につながる因果関係にたどり着けるだろう。その一つが、鼓膜張筋であり、アブミ骨

筋の超低周波音に対する挙動が興味深い。この様に、参照値で生理的症状の発生を説明するには無理があると思われる。（岡

田 2009: 42） 
 

そして、低周波音・超低周波音を感知するメカニズムについての見解を発表している。前庭神経は、平衡感覚・眼球運動が正常

に機能しているかどうか司る器官であるが、これが超低周波音を異物として感知し、警告を発するために健康障害が生じていると

述べている（2008 年低周波音国際会議発表より）。なお、岡田は、被害が発生している 6.3～63Hz を超低周波音と定義している。 
 
第 3 節 救済されない低周波音被害者 
 
1.はじめに 岡田が述べているように、低周波音問題は参照値近傍もしくはそれ以下の領域にて起こっている。低周波音の手引

書には、参照値未満の場合は騒音領域の問題、地盤振動であるかどうかなど、被害者の訴えを生じさせる他の要因を探るとして

いる。しかし、現実には、参照値が被害者の訴えを切り捨てる基準として使われている。自己の聴覚閾値を実験室にて経験した被

害者は「実験室で使う純音と実際聞く音は全く異なる」と、実験室に基づくデータにより策定した参照値自体が現実を反映していな

いと主張する。さらに、彼らはその参照値を使った測定にも問題があると指摘する。では、被害者がこの参照値を低周波音の評価

方法として用いるのは現実を反映せず、妥当ではないと主張するのは一体どうしてであろうか。 
 

2. 参照値をめぐる論争 
2.1 行政の対応  
環境省が低周波音の手引書を発行したのは、「苦情」があったときに、地方公共団体の職員が低周波音の判断そして処理を円

滑に行わせることを目的としている。低周波音であるかどうかの判断は複雑であり、さらに彼らの測定や評価の経験不足があげら

れる。 
 
音に関する不満があるとき、役所に頼ります。騒音に関する法律が規定され、40 年経っています。最初の 15 年間は騒音・振動

に関する担当官が担当していました。しかし、公害問題が解決し、橋本内閣による行政改革により、担当者が一人で担当していま

した。以前、役所の人は工学系出身の人が多かったのですが、現在役所の担当者は文系が多いんです。工学部出身で音に関す

る知識がある場合は測定も行いやすいが、現在ではそうもいかないのです。 
NPO 法人住環境の騒音・振動・低周波音を考える会勉強会 工学専門家 S 氏の講演より 
 
この様に、音に関する訴えが行政に寄せられた場合、対応しきれる土台が整えられているとは言い切れない。さらに、2009年に

東京都環境科学研究所が区市町村の職員を対象に実施したアンケート（回答者 45 名）では、騒音の測定を「年に数回」、「月に数

回」、「週に一回以上」行ったのはそれぞれ、16%、27%、5％であり、34%が「なし」、18%が「騒音計に触ったことがない」と答えてい

る。そして、低周波音では、「数回」と答えたのは 19%であり、残りは「なし」と答えている。回答者が 45 名であり、判断しきれない部

分もあるが、騒音測定、さらに低周波音測定の経験を有する職員は極めて少ない。  
 
 
 南房総市役所に電話して、騒音計のことを聞いたのだが、分からないと正直に言っていた。千葉県庁では、精密

騒音計と振動レベル計を持っていて、風車騒音の計測で精密騒音計は使っているが、振動レベル計は使っていない

と言っていた。 
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 次は、町田氏の講演資料。 
 
日本大学 町田信夫氏の講演会 
（秋田県 再エネ海域利用法に基づく協議会主催の講演会。於：秋田キャッスルホテル 2019.12.26）での資料で

あり、ネット上に公開されているものです。 
 

町田氏の講演資料はネットで入手しましたが、町田氏の講演内容を私は全く知りません。 
 
 その資料は、厚生省の作成した物や、音響関係の資料など様々なものを参照している。町田氏の講演資料から、

私たちは何をどのように考え、どのような調査をするべきかを考察します。 
 
 資料の利用に関しては、町田氏より 
 
宇山 靖政 様 
 
町田信夫（日大）です。 
頂いたメールについてご連絡します。 
ネット上に公開されている資料の利用をお考えとのことですね。 
本資料は、昨年 12 月 26 日に秋田県で開催された風力発電施設に関する協議会「資料７ 風力発電施設における騒

音及び超低周波音について」 
となります。 
ご利用の際には、以下の出典等を必ず明記してください。（出典明記については秋田県担当者に確認しています。） 
出典：秋田県「再エネ海域利用法に基づく協議会」2019 年 12 月 26 日開催 
資料作成者：町田信夫 
なお、本資料のご利用について、特に問題ないと思われますが、宇山様におかれましては講演内容をご存じないと

のことですので、 
資料中のどこのページを使われるか分かりませんが、資料内容をご理解の上お使いいただければと存じます。 
回答いたします。 
 
 との返事を頂いております。 
 
 講演は聴いていないので講演内容は分かりませんが、 
資料から、騒音の一般的な解説、風車騒音の考え方、風車騒音の特徴などの話題について、詳しく述べられている

ように推測できます。 
 資料は環境省などのものを引用されていますが、講演では、それらの問題点を明確に指摘されたのだろうと勝手

に想像しています。 
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 解説は音波についての説明から始まります。 
 
 
まず、音が粗密波であることの説明からです。 
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 そして、音の分類をして、用語を明確化します。 

 
 

音は粗密波であり、密になった場合は人体に掛かる大気圧は増加し、疎になった場合には大気圧は減少する。次

の研究報告によれば、この気圧の変化を感知できると考えられる。 
 これは、１Hz の粗密波を、音として感知するのではなく、大気圧の変動として感知できるという意味です。根

拠は、次の論文です。 
 
気圧の変化を感じる場所が内耳にあった ―気象病や天気痛の治療法応用に期待― （佐藤純教授らの共同研究グルー

プ） 
【2019 年 1 月 29 日】 
プレスリリース 
鳥類には気圧を感じる器官が耳に存在することが分かっています。彼らはこの能力を使って、自分の飛んでいる高

度を知り、雨が降るかどうかなどの気象変化を予見し行動していると考えられています。一方、ほ乳類に気圧を感

じる能力があるかどうか明らかになっていませんが、「猫が顔を洗うと雨が降る」などの言い伝えもあり、わたし

たち人間においても、「天気が崩れると頭痛がする、ぜん息がでる」、「古傷が痛むので、明日雨が降るのが予知

できる」など、臨床家の間ではよく知られた事実があることから、他の動物と同じように気圧の変化を感じている

可能性があると言われてきました。この問題を慢性痛の治療の面から長年取り組んできた中部大学・生命健康科学

部理学療法学科の佐藤純教授（愛知医科大学医学部客員教授）のグループは、愛知医科大学・医学部と日本獣医生

命科学大学・獣医学部との共同研究により、マウスにも内耳の前庭器官に気圧の変化を感じる場所があることを、

世界で初めて突き止めました。 
研究成果のポイント 
マウスの内耳の前庭器官に気圧の変化を感じる場所と能力があることを突き止めました。 
このメカニズムを明らかにすることで、気象病や天気痛の有効な治療法の確立に繋がります。 
研究の背景、概要と成果 
「雨が降ると古傷が痛む」「頭痛がする」「気分が落ち込む」など、天気の崩れが体調に影響したり病気を悪化さ

せたりすることは「気象病や天気痛」と呼ばれ、古くから知られていますが、そのメカニズムははっきりとは分か

っていません。佐藤教授らは、以前より、天気の崩れにより気圧が変化すると内耳がその変化を感じとって脳に伝

え、その結果、さまざまな疾患が発症したり悪化したりするという仮説（図 1）を提唱してきましたが、今回の研

究成果により、本来は平衡感覚を司る前庭器官に、気圧を感じる部位と機能もあることが確かめられました。 
実験の内容は次のとおりです。 
マウスを人工的に気圧が変えられる装置にいれて、天気の変化に相当する微小な低気圧に一定時間暴露します。そ
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の後、脳を取り出し、内耳の前庭器官からの感覚情報を中継する延髄の前庭神経核細胞の活動を観察しました。す

ると、前庭神経核のうち、おもに半規管（一部、球形嚢）からの情報が集まる上前庭神経核細胞において、神経細

胞が興奮すると増える特殊な蛋白質（c-Fos タンパク質）が細胞内に増加していることを発見しました。一方、他

の部位からの感覚情報が集まる神経核細胞に変化はなく、気圧の変化を与えていないマウスでも変化はみられませ

んでした（図 2）。 
図 1 

 
図 2 
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今後の展開 
今回の研究成果から、私たち人間においても天気の崩れによって前庭器官が気圧の微妙な変化を感じとり、脳にそ

の情報が伝わり、結果として古傷や持病の痛みを呼び覚ましたり、めまいや気分の落ち込みといった不調を起こす

ものと考えられます。これまで、平衡感覚のみを感じていると考えられてきた内耳の半規管に気圧の変化を感じる

能力があることが分かりました。今後も研究を続け、どのようなメカニズムで前庭器官が気圧の変化を感じ取るの

かを明らかにしていきます。また、このメカニズムを明らかにすることで、気象病や天気痛の有効な治療法の確立

に繋げていきます。 
研究成果の公表 
本研究成果は、2019 年 1 月 25 日午後 2 時（米国東海岸時間）、PLOS ONE 誌オンライン版として掲載されまし

た。 
論文題名： 
Lowering barometric pressure induces neuronal activation in the superior vestibular nucleus in mice 
（低気圧はマウスの上前庭神経核ニューロンを興奮させる） 
問い合わせ先 
佐藤純 （中部大学 生命健康科学部 理学療法学科教授） 
E-mail：jsato[at]isc.chubu.ac.jp ※アドレスの[at]は@に変更してください。 
 
これは、粗密波としての超低周波音を気圧変動として感知できることを意味しています。 
もちろん、これは聴覚による感知ではありません。 
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気圧変動を人はどう感じるか。 
低気圧が来ると関節が痛む人もいる。 
人間は、体に掛かる大気圧を感知できる。 
気圧の変化をどの程度感知できるかは実験可能だと思う。 
精密騒音計のデータを FFT にかけて、２０Hz 以上の振動成分を除いてから、フーリエ逆変換した波形をみて、そ

の波形から見て取れる大気圧の変動の程度を再現すれば、超低周波音による大気圧の変動をどの程度の人が感知で

きるかは、実験で明らかになる。 
 
 
 

音によるより物理的な影響については、音響キャビテーションの可能性を検討する必要がある。 
皮膚や頭骨がスピーカーの振動幕の役割をすると思われる。 
 
“泡のエンジニアリング” テクノシステム を参考にすれば、 
１１．音場中の気泡の成長 
 
 圧力一定のもとでは、不凝縮ガスが過飽和でない限り、気泡は消滅する。これに対して、音響場の中に置かれた

気泡では不足飽和状態でも、不凝縮ガスの析出による気泡の成長が見られる。この現象が音響キャビテーション発

生の原因となり、また、液体中の溶存ガス除去促進にも利用される。 
 気泡への不凝縮ガス析出量は式(5.5.55) 

                             （2.5.55） 
による。 

 液体中の濃度境界層厚さを とすれば、単位時期あたりのガス析出・溶解量は 

                         （2.5.61） 

となる。 
 これに踏まえて、図 2.5.6 に示す現象のメカニズムを説明する。 
 
図 2.5.6 

      
  収縮時        平衡時         膨張時 

                   

                     

                   
 

 まず、気泡表面液体の不凝縮ガス濃度 はヘンリーの法則 

               (2.5.58) 
にしたがって、収縮・膨張する圧力変動とともに、上昇・低下する。濃度が上昇する凝縮時には気泡内の不凝縮ガ

スが液体に溶解し、濃度が低下する膨張時にはガスは気泡へ析出する。 
 この際、気泡表面積は膨張時のほうが大きいため、膨張・収縮の 1 サイクルで見るとわずかながら析出量が勝る

と考えられる。 
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 音波の振動数が大きな場合には、液体内に溶けているガスの拡散が起こらないので、気泡の成長は鈍る。 
 振動数が小さい場合は、膨張したときは、液体内のガスが気泡内に析出し、気泡の周囲のガスの濃度が減少する。

収縮が始まる前に液体内に溶け込んでいるガスの拡散によって濃度が元に戻る。 
 収縮によって、気泡内のガスが周囲の溶液に溶け込む。周囲の液体内に溶けているガスの濃度があまり下がって

いないので溶け込む量は少なくなる。 
この過程を繰り返して、低周波の場合のほうが気泡は成長すると考えられる。 
 
 次に、表面近傍液体中の不凝縮ガス濃度境界層は、膨張時には薄く、収縮時には厚くなる。境界層の厚さが薄く

なるにつれて、拡散による物質輸送が顕著になることを考えると、やはり、膨張による析出量が収縮による溶解量

を上回ることになる。 
 
 
となっている。 
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 さて、次の資料ですが、 
確かに“低周波音はどこにでも存在する。”との主張は正しいでしょう。なにしろ１００Ｈｚ以下の周波数の音が低

周波音なのですから。 
では、２０Ｈｚ以下の超低周波音は、どんな場所に、どのような強さで存在するのでしょうか？ 

 
 厚生省の資料を基にしていると言っても、この表題は、誤解を引き起こさせるための表現である。 
最近の風力発電行政の動きを見れば、この意図は、超低周波音の問題を可聴域における低周波の問題に摩り替えよ

うとするものであることが分かる。 
 
 残念なのは、町田氏自身が実際に計測器を使って、計測と解析をした形跡が見られないことです。 
 厚生省の資料があったとしても、町田氏自身の計測結果を用いて、他の資料との比較検証が出来る形にしてデー

タを追加すべきであったと考えます。それは、多くの人たちの理解を深めることになります。 
 精密騒音計と振動レベル計は 150 万円で購入できます。次に、町田氏に講演を依頼する人は、講演料として、事

前に１５０万円払ってください。 
そうすれば、前もって計測機材が購入でき、前もって計測もできます。そうすれば充実した講演を聴くことが出来

ます。 
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 そのあとで、町田氏は、新聞報道での“怪奇現象”に対して、共鳴と言う答えを示しています。 

 

 
講演では、環境省の“よくわかる低周波音-環境省”のものと良く似た上の絵が使われている。 
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 似てはいるが、環境省のものは、次のような物です。 

 
 
２つの絵を比べると、次の部分がカットされている事が分かります。 

 
大切なのは、“揺れやすい窓や戸では、５Hz で７０ｄB、２０Hz で８０ｄB”となっている部分です。 

周波数が低い５Ｈｚの場合は、弱い音の程度70ｄＢでも建具がゆれやすいと言うところです。この現象は、共振で

すが、ビルや建物、家具などの固有振動数が重要なポイントとなります。 
 

地震の時、高層ビルがゆっくり揺れると言うニュースを聞いたことがあると思います。固有振動数が小さいので

ゆっくり揺れます。では、日本家屋の固有振動数はどの程度なのでしょうか？ 
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気象庁の HP の解説では、 
 
長周期地震動って何？ 
 地震が起きると様々な周期を持つ揺れ（地震動）が発生します。ここでいう 
「周期」とは、揺れが１往復するのにかかる時間のことです。南海トラフ地震 
のような規模の大きい地震が発生すると、周期の長いゆっくりとした大きな揺 
れ（地震動）が生じます。 
 このような地震動のことを長周期地震動といいます。 
 建物には固有の揺れやすい周期（固有周期）があります。地震波の周期と 
建物の固有周期が一致すると共振して、建物が大きく揺れます。 
 高層ビルの固有周期は低い建物の周期に比べると長いため、長周期の波と 
「共振」しやすく、共振すると高層ビルは長時間にわたり大きく揺れます。 
また、高層階の方がより大きく揺れる傾向があります。 
 長周期地震動により高層ビルが大きく長く揺れることで、室内の家具や 
什器が転倒・移動したり、エレベーターが故障することがあります。 

 
長周期地震動による高層ビルの揺れ方 
長周期地震動により高層ビルがどのように揺れるかを分かりやすく解説したアニメです。 
短い周期の地震動と長周期地震動による揺れとの違い 

 
高層ビルは、短い周期の揺れは、「柳に風」のように、揺れを逃がすよう柔らかくできていますが、 
長い周期の揺れがあると共振してしまい、大きく・長く揺れることがあります。 
ビルの高さによる揺れの違い 
建物の揺れやすい周期（固有周期）は、高さによって異なり、一般的に高いビルほど長い固有周期をもちます。 
同じ地面の揺れでも、建物の高さによって揺れ方は異なります。また、地面の揺れの周期と建物の固有周期が 
一致すると、その建物は大きく揺れます。 
となっています。 
 
 
ダイワハウスの PH の解説では、 

建物の固有周期はどのように決まるのでしょうか。 
「“建物の固有周期”とは、その建物が 1 回揺れる時間の長さで、建物の高さや固さによって決まります。一般に、

建物が高いほど長く、低いほど短くなります。30 階程度の超高層建物では 4～7 秒程度で、10 階程度だと 0.5～1
秒程度と言われています。 
通常の地震は揺れの周期が短いため、固有周期の短い低いビルや戸建て住宅は共振しやすく、超高層ビルは共振し

にくいとされています。逆に、4～7 秒の長周期地震では、超高層ビルや石油タンクも影響を受けます。2003 年の

十勝沖地震では、長周期地震で石油タンク内の液体が共振して激しく揺れ、タンクの浮屋根を動かして火花が発生、

あふれた石油に引火して火災が発生したことで、長周期地震が注目されました」と、近藤は語ります。 
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となっています。 
たとえば、4～7秒の長周期地震だと、１秒あたりの揺れの回数は、０．２５回から０．１４回となります振動数は

0.25Hz から 0.14Hz ということになります。 
 
 さて、“５Hz で７０ｄB、２０Hz で８０ｄB”で建具がゆれやすいと言うことですが、 
普通の住宅はどの程度の周期的な刺激があれば揺れ易くなるのでしょうか？ 
 熊本地震で倒壊した建物の調査から、それは、0.5Hz から 1Hz だと分かります。 
もちろん、家は建具より大きく、高層ビルよりは小さいので、5Hz から 0.25Hz の間であることは明白です。 
 
 
 熊本地震の被害に関しては、 
次の、秋山英樹による研究報告があります。 
 
熊本地震はナゼ被害が大きかったのか              2016 年 6 月 29 日 
グリーンレポート 
4月 14日の熊本大地震について、地震の専門家ではありませんが、テレビなどマスコミでは分かりにくいことにつ

いて解説してみます。 
最初の地震は前震ということでしたが、最大震度が 7、マグニチュード 6.5 と地震の大きさを示すマグニチュード

の割には震度が 7 と大きかったのは震源が浅かったためです。揺れが大きかった割には朝になって全貌がテレビで

確認できたときも被害は思っていたほどではありませんでした。 
そして深夜に起きた本震が最大震度 7、マグニチュード 7.3、一夜明けた全貌は前の日とは大違いで多くの建物が

崩壊した悲惨な状況でした。 
マグニチュード 7.3 は阪神大震災に匹敵する地震で、前震の 6.5 の 16 倍にも達するということです。今回の地震

は、阪神大震災と同様活断層の横滑りという現象で長さ 50ｋｍの断層が水平方向に最大 1.8ｍ、垂直方向に最大 70
ｃｍずれたということでした。航空写真でよく分かります。 
  



74

 

74 

 
益城における前震と本震の地震の性格をみると下図のようになります。 

 
この揺れ方の違いが建物の崩壊率を高めている原因の一つなのです。 
下記の図は日本で起こった様々な地震について何秒の揺れの強さが実際の建物被害と対応しているかを示したもの

です。縦軸の相関係数が大きな値の周期が建物被害と対応していると言えます。 
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これを見ると大ざっぱに言って、1-2秒という 0.1-1秒より長い周期の揺れの強さが実際の建物被害と対応している

ことがわかります。 
熊本地震では揺れの大きな前震で、建物の固有周期が短い低層の木造建物（ユラユラと動かない堅い建物：固有周

期が 0.2～0.5 秒）の柱や梁との結合が緩み固有振動が 1 秒ほどに長くなるのです。そこに、1 秒ほどの周期の本震

に見舞われ、共振現象により地震エネルギーは倍増し崩壊につながってしまったと考えられます。 

 
地震は、単に強い弱いだけでなく、ガタガタという揺れ（１秒以下の短周期地震動）、ユサユサという揺れ（１～

２秒のやや中周期地震動）、ユラユラという揺れ（２～５秒の長周期地震動）が複雑に混ざり合っているのです。

このどの周期の地震動が卓越しているのかにより地震の被害状況が変わるのです。ユサユサという揺れがキラーパ

ルスといわれ建物に大きな被害を及ぼすのです。 
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地震は日本ではいつ発生するかわかりません。熊本では今月の4日に約 8mのザトウクジラ、８日には長崎で約 7m
のザトウクジラが定置網にかかり海岸に打ち上げられていたそうです。地元漁業の話によると、クジラが定置網に

かかったり、打ち上げられるようなことは、いままで無かったといいます。いつものことですが、大地震の前には

何かしらの前触れがあるようですから、日ごろから非日常的なニュースには注意しましょう。 
 
とのことです。 
 東北大地震のときに、茨城県の水戸で計測された地震データは次のようなものです。 
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0.25Hz から 0.14Hz の成分があることはもちろん、さらに低い周波数として、0.0161Hz（１秒間に 0.0161 回の

ゆれ、１回ゆれるのに 62 秒かかる）のものもあることが分かります。 
 このようにゆっくりとした揺れが、超高層ビルを大きく揺らします。どんな周期の波のときに、その建物が一番

揺れやすいのかを表す言葉が、固有振動数です。 
 
さらに、風車の騒音を千葉県が観測したデータは、次のグラフです。 

 
0.1Hz から 2Hz の間の成分が強いことが分かります。 
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 両者を長めの時間で比較します。上が地震、下が風車です。 

 

 
 地震でも、風車の超低周波音でも、家全体が共振するような周波数成分が含まれています。 

違いは、地震の場合の長周期成分（低周波成分）は急速に弱くなるが、風車の場合は強弱の変化が多少はあるが、

ずっと継続するところです。継続すれば、指で釣鐘を押しているような状態になります。 
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建具の共振を解説しているのだから、戸建て住宅全体としての共振を解説するべきです。１Hz の超低周波音は、

耳で聞くことは出来なくても、住宅全体を共振させて、床の振動として普通の人に感知できる刺激になります。こ

れは、聴覚による感知ではありません。これに関しては、精密騒音計のほかに、振動レベル計による計測が必要と

なります。 
従って、どのような刺激が与えられて、人間のどのような感覚がそれを捕らえるのかを解明するには、精密騒音

計と振動レベル計のセットで、室内で、同時に、長時間計測する必要があります。幸い、どちらの機械も、セット

すれば、自動的に計測してくれます。 
 

共鳴、共振の研究が必要なことは、勝呂幸男 氏も次のように述べている。 
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共鳴、共振を調べるには周波数を正確に測る必要がある。 
1/3 オクターブ解析では、発生している音の周波数を正確に測れないので、使えない。 
共振を調べるには、音圧を正確に調べる必要がある。A 特性や G 特性を使うと物理的な計算が余計に面倒にな

る。しかも、1/3 オクターブ解析をした結果に対して適用されるので、こちらも使えない。 
家全体の共振は、感知できるまで振幅が大きくなるまで長い時間がかかるので、計測している間に雑音が入る可

能性が高い。これを除去するために、データの切り貼りをすると、FFT や SPECTRUM を計算したときに、本来

は存在しない高周波が計算の結果現れる。この問題は、Short Time FFT や Wavelet を使えば解決できます。 
計測機器（精密騒音計、振動レベル計、波形収録プログラム、ビデオカメラ）で１５０万円。コンピュータは２

０万円。解析プログラムは１００万円。合計２７０万円程度で可能です。 
市役所や県が頼りにならないならば、自分で機材を購入して計測と解析をやればよいだけの話です。 
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さらに、環境省の“よくわかる低周波音”には 

 
との記述もあります。 

風を受けた風車がゆれて、その振動が地面を伝わってくることも考えられます。この観点からも、振動レベル計

による計測が必要となります。 
 睡眠が確保できるかどうかを調べるには、夜間に室内で、振動レベル計での計測を行う必要があります。 
 
次の記述は、 
低周波音の測定方法に関するマニュアル（平成 12 年 10 月） 
のものであるが、被害の出ている室内での、振動レベル計による計測をしたくないのがよくわかる。 
また、原因究明には被害発生地点における、振動レベル計及び精密騒音計での測定により周波数ごとの強さを調べ、

振動源となる風車すぐ近くでも振動レベル計及び精密騒音計での測定により周波数ごとの強さを調べ、これらの値

の関連を多変量解析で調べる必要があるのに、わざわざ、1/3 オクターブ解析と G 特性への変換で、正確な分析が

出来ないものにしている。 
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低周波音の測定方法に関するマニュアル（平成 12 年 10 月） 
 
4.3.2 調査内容 ここでは、主に苦情が寄せられた場合の予備調査を中心に、調査のポイントについて述べる。調査

項目は、基本的には窓口、電話等における状況調査とほとんど同様である。 
（1）現象を感じる場所 建具のがたつきが発生する場合、室内のどの建具ががたつくか、そのときの室内の各建具

の開閉状況はどうであるかを確認する。低周波音は波長が長いので、がたつきが発生している方向に必ずしも発生

源があるとは限らないので注意する。 心理的、生理的苦情がある場合には、屋外と屋内で低周波音が感じられる

か、聞こえるか確かめる。屋内では窓を開閉してみるとよい。可聴域の低周波音では図-4.3 に示すように室内で定

在波が生じて、局所的に音が大きい場所、小さい場所が存在することがあるので、室内を移動して特に大きく感じ

る場所があるかどうかも確かめることとよい。図では左右方向で強さが異なっているが、高さによってレベルが異

なることもある。可聴域の低周波音では、室内の場所によって音の大小が存在する場合がある図-4.3 室内で定在波

が生じた場合の音圧分布 
- 17 – 
（2）現象の発生性状（持続的か間欠的か） 可聴域の低周波音であれば、低周波音（あるいは現象）の発生性状が

持続的か間欠的かは耳で確認できる。 大きな音圧レベルの超低周波音が発生している場合には、低周波音圧レベ

ル計のメーターの動きで性状を確認することができる。 
（3）耳で聞こえるか 可聴域の低周波音は、苦情が発生するくらいの音圧レベルの低周波音が発生していれば耳で

聴いてわかる（知覚される）。ただし、低周波音の感覚閾値は個人差が大きいので、複数の調査員によって確認す

ることが望ましい。特に機械等が稼働したり停止したりする場合はわかりやすい。超低周波音の場合はかなり大き

な音圧レベルが発生している場合でないと、なかなかその存在に気づかない。屋外の場合は、周囲の騒音によりマ

スクされてわかりづらいことが多い。 
（4）建具等が振動するかしないか 特に揺れやすい建具の場合、超低周波音で建具が微振動することにより二次的

な騒音が発生することがある。一般に金属製の建具は木製建具より揺れにくい。特にアルミサッシなどでクレセン

トをしてある（施錠してある）場合には、音圧レベルが大きくてもがたつかないことが多い。 建物の外側から、

建具の微振動を励起させるような超低周波音が発生しているかどうかの見当をつけるには、建物の外部に面した建

具を見るとよい。窓等が揺れているかどうかは、窓面の動き（窓に写り込んだ景色の動き）でわかることが多い。

工場・倉庫などのシャッターや、トタンや鉄板などでできた簡易の塀や面積の大きい看板等を手で軽く触ってみる

とよい。この方法は、高い音圧レベルの超低周波音が発生している場合には有効である。 
（5）苦情との対応 苦情者宅を訪れる場合には、調査員の体感または物理量（低周波音圧レベル計の音圧レベルの

変化）と苦情者の反応が対応するかどうかに注目する。苦情者の反応と物理量が対応していれば、低周波音がその

要因の一つである可能性が考えられる。 
（6）周辺の状況 苦情対応では、苦情者の周辺に大きな音圧レベルの低周波音の発生源があるかどうか調査する。 

低周波音の発生源がはっきりしている場合の実態調査、発生メカニズムの解明、対策効果の測定等を行う場合には、

対象とする低周波音以外の発生源がないか、ある場合には稼働状況等を確認しておく必要がある。 できればカメ

ラ、ビデオ等で現場の状況を記録しておくと、後で役に立つことがある。 
（7）測定点候補地の選定 苦情対応、発生メカニズムの解明、対策効果の確認のための現場測定を行う場合には、

あらかじめ測定に適した場所を選定する。測定点の選定条件については次の章で述べる 
 
5.1.5 測定場所および測定点の選定  
測定点は，原則として問題となる場所の屋外とするが、必要に応じて屋内にも設ける。 
（1）屋外における測定 屋外の測定点の選定にあたっては、暗騒音レベルが高くて対象となる低周波音が精度良く

測定できない場所や、建物や地形による音の反射、遮蔽、回折によりごく局所的に音圧レベルが変化する場所は避

ける。一般の環境低周波音を測定する場合、騒音測定の場合（騒音では建物より 3.5ｍ以上離れることになってい

る）よりも広い範囲の地形や建物の影響を受けるので、これらによる反射の影響がないかどうかを十分確認の上測

定点を定める。マイクロホンの高さは地上 1.2～1.5ｍの高さとするが、風の影響がある場合は、地上に置いてもよ

い。 機械、工場建物内外などの測定は、騒音の測定（例えば、騒音レベルの測定）に準じて測定点を決める。  
遮蔽物、反射物の有無による音の伝わり方の違いを図-5.1.5 に示す。 
（2）建物の周囲における測定 低周波音の影響を受けている住宅などにおいて測定を行うとき、マイクロホンは音

源方向に面した所、例えば実用的には窓の外側で窓から 1～2ｍ離れた場所で建物の問題となる階の床上 1.2～1.5ｍ
に相当する高さに設置する。 低周波音は騒音に比べて波長が長いので、建物から数ｍ離れても反射、遮蔽、回折

等により局所的に音圧レベルが変化する場合がある。ある点の音圧レベルを決めるとき、その周囲数点で測定し、

大きな差がでるかどうかを確認する程度のことは常に心がけるとよい。 低周波音の発生源がはっきりしている場

合には、低周波音の影響を受けている住宅の近傍に加えて発生源近傍（例えば、敷地境界など）にも測定点を設け、
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同時に測定することが望ましい。 
 
５．１ 測定計画 
5.1.1 測定量 
（1）低周波音の感覚及び睡眠への影響に関する評価に用いる測定量 
 超低周波音の感覚及び睡眠への影響に関しては、G 特性音圧レベルを測定する。G 特性を持たない低周波音圧レ

ベル計を用いる場合には、実時間周波数分析器等を用いて 1/3 オクターブバンドで周波数分析を行い、周波数分析

結果に G 特性補正値（表-1.1 参照）を加えた後、エネルギ－加算して G 特性音圧レベルを計算で求めてもよい。

なお、衝撃性の超低周波音の場合は、オクターブバンド音圧レベルから G 特性音圧レベルを求めるのが望ましい。 

G 特性音圧レベルの計算例を表-5.1 に示す。 また、必要に応じて低周波音の周波数分析を行い、1/3 オクターブバ

ンド音圧レベル（衝撃性の超低周波音の場合は、オクターブバンド音圧レベル）を測定する。 
（2）低周波音の建具等のがたつきに関する評価に用いる測定量 

低周波音の建具等のがたつきに関する評価に関連する測定は、実時間周波数分析器等を用いて低周波音の周波数

分析を行い、1/3 オクターブバンド中心周波数 1～50Hz の 1/3 オクターブバンド音圧レベルを測定する。 
（3）低周波音の圧迫感・振動感に関する評価に用いる測定量 

低周波音の圧迫感・振動感に関する評価に関連する測定は、実時間周波数分析器等を用いて、1/3 オクターブバ

ンド中心周波数 1～80Hz の 1/3 オクターブバンド音圧レベルを測定する。 
 
とあるが、 
 
 次の記述は特にひどい。 
“（2）低周波音の建具等のがたつきに関する評価に用いる測定量 

低周波音の建具等のがたつきに関する評価に関連する測定は、実時間周波数分析器等を用いて低周波音の周波数

分析を行い、1/3 オクターブバンド中心周波数 1～50Hz の 1/3 オクターブバンド音圧レベルを測定する。“ 
 
 本当に、がたつきを調べる気が有るなら、振動レベル計を設置して、夜間の継続的な計測をするべきである。が

たつきの原因となる共鳴を調べるには、周波数を特定する必要があるのだから、1/3 オクターブ解析を使ってはい

けない。 
 

 計測器には次のようなものがある（千葉県の例）。 

    
 578000 円＋波形収録ソフト 100000 円         380000 円+波形収録ソフト 100000 円 

 
３２GB のＳＤカードを使えば、精密騒音計は４０時間、振動レベル計は 450 時間の連続した計測ができるので、

夕方 18 時から翌朝の 6 時まで、被害が発生している室内で連続的に計測するべきです。 
共振現象で揺れが大きくなるまでには時間が掛かります。“指で釣鐘を揺らすには、調子をとりながらしばらく、

押す作業を継続する必要がある。”と同じです。 長時間計測したデータの解析には Wavelet が必要です。各周波

数成分の強さの時間的な変化を調べたり、雑音の影響を考えたりする必要があるからです。1/3 オクターブ解析や、

FFT,SPECTRUM では不可能です。もちろん、ShortTimeFFT ならばある程度は可能です。 
このように実測する手法が存在しています。そして実行できる人がいます。本当に風力発電設備が我々の生活に

支障を及ぼさないと言うのであれば理論に則って証明すべきです。 
私たちは、ただただ生まれ育ったこの伊賀で安心安全に暮らしたいだけなのです。 
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さらに、人体への影響を考察しているが、聴覚を中心に書かれています。 
 

 
 

 
 
 残念なのは、これらのストレスを数値化して統計的に解析するための具体案が示されていないことです。 
因果関係を明確にし、責任の所在を明らかにするには、数値化して多変量解析的に分析する必要があります。 
数値化する方法としては、唾液コルチゾール検査などの方法があります。 
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“苦情について”は残念な表現です。被害についてと記載すべきです。 

 
 音は粗密波であり、密になった場合は人体に掛かる大気圧は増加し、疎になった場合には大気圧は減少する。

次の研究報告によれば、この気圧の変化を感知できると考えられる。これは、１Hz の粗密波を、音として感知す

るのではなく、大気圧の変動として感知できるという意味である。 
“気圧の変化を感じる場所が内耳にあった ―気象病や天気痛の治療法応用に期待― 
     （佐藤純教授らの共同研究グループ） 【2019 年 1 月 29 日】“ 
もあります。 
 苦情なのか、被害なのかを判断する要素は、因果関係だと考える。原因を探る方法に多変量解析がある。 
相関行列を計算すれば、因果関係がハッキリする。 
 単なる心理的苦情なのか、風車が原因なのかと明らかにする必要がある。もちろん、建設後に調査するのも１つ

の方法だが、あらかじめ苦情が出ることが分かっているのだから、風車建設前に調査をしてデータを数値化してお

く。建設後に再度調べて結果を比較すればより明確になる。 
  
 建設前と建設後に行うべき調査項目と調査対象と調査範囲： 
 調査範囲：風車から３ｋｍ以内。 
 調査対象：調査範囲内の住宅とそこに住んでいる全住民。 
 調査項目： 
1. 調査範囲内の、全ての住宅で、屋内と屋外での精密騒音計と振動レベル計による騒音と振動の調査を、風車

建設前と建設後に行う。 
2. 調査範囲内にある全ての医療機関で、１月、４月、７月、１０月に来院した人全員に対して、来院するたび

に、唾液コルチゾール検査を風車建設会社が費用負担して実施する。風車建設前と建設後に行う。 
3. 調査範囲内にある全ての医療機関で、１月、４月、７月、１０月に来院した人全員に対して、来院するたび

に、健康診断を行い診断書を風車建設会社が費用負担で発効する。風車建設前と建設後に行う。 
4. 家屋の状態（平屋、２階建て、築年数）と風車からの距離を全て調査する。 
5. 調査範囲内における風車の影の状態を、コンピュータシュミレーションする。このときの影の状態と交通事

故の関連を調査する。風車建設前と建設後の違いを調査する。 
6. 調査範囲内の学生と調査範囲外の学生の成績について、風車建設前と建設後に調査して比較する。 
7. 調査範囲内での被害が、風車における振動とどのように関連するかを、１から６の項目を用いて計算する。 

 
 問題があるとの認識があるのならば、原因を究明する具体的な方法があるのだから、それを実施することを提案

するべきである。 
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音の大きさをどのように表現すべきでしょうか？  
 超低周波音の場合は同様の表現をすべきだろうか？これは大きな問題です。 

  
 
 Ａ特性は合理的な根拠がある。人が耳で感知する音の大きさを分かりやすく表現する数値である。 
 音は粗密波であり、大気圧の変化を伴うのだから、大気圧を表現するＰａ（パスカル）でも表現できる。 
パスカルだと、表現するときの数値がとても小さい数値から、とても大きな数値まで変化するので、この数値の大

きな変化を押さえるために、対数をとる。このとき基準となる音圧を決めて、それを元に計算する。 
 対数計算して数値が扱いやすくなっても、問題が残る。このままでは、高いことと低い音で、同じ数値の音の聞

こえ方が、あまりにも違う。同じ数値のときに、同じような強さで人間の耳が感知できるようにするために、補正

を行う。このときの補正がＡ特性での補正である。この結果、低い音も高い音も同じ数値で表されたときには、人

間の耳では同じような大きさに聞こえることになる。 
 まだ、問題が残る。音の周波数は連続的に変化する。周波数ごとの補正値を直接決められないので、音を周波数

のグループに分ける。そのグループごとに補正値を決める。このときの技法が 1/3 オクターブ解析です。 
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Ａ特性では、経済的な利害関係は絡んでこない。ところが、Ｇ特性は経済的な利害が強く絡んでくる。 
工場の騒音やトラック、新幹線などの交通騒音の絡みで決められている。規制を厳しくすれば、工場は儲からない、

規制がゆるいと国民に被害が出る。このため、本来は、聴覚閾値であるべきなのに、感覚閾値、知覚閾値へと無限

に拡大解釈される。これでは、日本の家に住んでいる私たちの被害は拡大するだけです。 
 
 東京都環境科学研究所  末岡 伸一   によれば、 

 
となっていて、 

この中の、平成７年の項目が、 
「ISO 7196」（平成 7年）に規定された、Ｇ特性低周波音圧レベルであり、平均的な被験者が知覚で

きるとされる値である。 
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 次の資料は、町田氏が講演会で使った資料、 

  
 ここでの表題は、“低周波音の閾値（最小可聴値）”となっていて、耳での聴力を扱っていることが分かる。 
しかし、“これまでの研究によると、閾値以下では不快感等は生じないと考えられている”の部分は現実とはかけ離

れている。聴覚閾値以下の環境でも、被害を訴える人がいるのだから、聴覚閾値以下でも不快感等は生じる。これ

までの調査では、閾値以下でも不快感を訴える人はいます。研究と現実のどちらが正しいのでしょうか？ 
 

さて、いつの間にか摩り替えられる言葉として、聴覚閾値、感覚閾値、知覚閾値の３つがある。 
 
聴覚閾値は、耳で聞いて、聞こえるか聞こえないかの境目と理解できるが、 
 
感覚閾値の感覚は、聴覚による音の感知、指先の皮膚などでの触覚、半規管、耳石器での揺れや加速度の感知、

内耳の前庭器官による気圧の変化の感知能力、などが考えられるが、それらの全てを意味しているのか、他の感覚

をも意味しているのかが不明である。多様な感覚の閾値を決定できるような実験は誰がどのように行ってどのよう

な評価を受けているのかを明確にする必要がある。 
 
知覚閾値にいたっては、知覚とは、感覚器官への物理化学刺激を通じてもたらされた情報をもとに、外界の対象

の性質、形態、関係および身体内部の状態を把握するはたらきのこと。感覚と知覚の概念に含意されている意味は、

それらの概念の研究史と密接な関係を持っている。 
 
 聴覚閾値に至らない粗密波による刺激でも、別の感覚で捕らえられる。さらに、様々な刺激をきちんと把握すれ

ば、風車騒音による被害なのだと知覚できる。 聴覚閾値は 10Hz の音のでるスピーカーと実験室で調べられても、

感覚閾値を調べるのはかなり難しい。知覚閾値については何をどのように調べたら決定できると言うのだろうか？

この３種の閾値を混同してはいけない。 
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建具のがたつきは、超低周波音との共振が原因と考える。建具の固有振動数が重要です。 
先ほどの物的苦情のところに、“建具の固有振動数（5-20Hz 位）で発生することが多い。”と書いてある。なぜ

５Hz より低い周波数の固有振動数を持つ物を無視するのだろうか？ 
熊本地震の被害状況から、日本家屋の固有振動数は 0.5Hz から 1Hz 程度であることがわかる。超低周波音によ

る共振は、家全体としても起こると考えるべきです。建物のがたつき閾値の線は、もっと左に延長して、住宅の振

動閾値との記述を追加すべきです。 
 さらに大きな問題は、下の図では、“低周波音に対する人の感覚閾値”となっている所です。 
“低周波音の閾値（最小可聴値）”となっていて、“聴覚閾値”を表していた曲線が、“感覚閾値”の曲線に摩り替わっ

ています。他の感覚についての実験はいつ行われたか？ 
 
 ここまで来れば、風車問題の捉え方がかなり明らかになる。 

日 本 家 屋 の 固 有 振 動 数 域

(0.5~1.0Hz)の記載がない 

何故感覚閾値で説明している？最小

可聴域は？ 
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上の３枚の図を参考に考えれば、風車問題を考えるには、 
風車（可聴音、超低周波音、地盤振動の発生源） →伝播→ 家屋、家具、人（受信点） 
 
物理現象                          被害状況 
地盤の振動                       家の揺れとして感知 
可聴音による騒音                    騒音として聴覚で感知 
超低周波音による共振                  家や建具の振動に変換された物を感知 
5Hz                          建具の共振を感知 
0.5Hz から 1Hz                     家全体の共振を感知 
超低周波音による気圧変動（波の合成）          内耳の前庭器官での感知 
風車のブレードの影（シャドウフリッカー）        交通事故増加（イライラ、信号器が見ずらい） 
景観                          好ましい景観の破壊によるアノイアンス 
建設による自然破壊と災害                環境負荷、経済的影響 
昼夜の生活雑音の変化 
音源の形状（風車の並び方）               被害の範囲 
距離減衰                        被害の範囲  
地形の影響による音の反射                被害の範囲  
風速、ブレードの回転数と周波数             風速計とビデオカメラ 
ブレードの固有振動数とその変化 
音の成分ごとの発生源 
音響キャビテーション                  物理的な直接的影響 
数値化できる健康診断                  唾液コルチゾール検査 
などの項目についての精密騒音計、振動レベル計での計測、FFT や Wavelet による解明が必要である。 
 
質問：上記の被害状況、どれ一つとっても不安でしかありません。どれもいりません。私たちはこの地域で安心し

て暮らしたいです。従って、風力発電設備により上記の物理現象が一切起きないことを理論、実測値を以って物理

学の見地から証明しなさい。 
（答） 
 

健康被害の原因を統計的に解明するには、風車建設前と建設後の長期的は健康調査と、その数値化が必要となる。

例えば、唾液コルチゾール検査が考えられます。 
 
「副腎疲労（アドレナル・ファティーグ）」 
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近年、体調不良で検査をしても原因がわからないという不安を訴える患者様が増えています。現代人は、日常的

にさまざまなストレスを受けています。副腎から分泌されるコルチゾールは、このストレスから私たちの心身を守

ってくれています。 
しかし、強いストレスが慢性的に続くと、副腎も疲れ、コルチゾールの分泌が追い付かなくなり、身体にさまざま

な症状が現れます。 
このコルチゾールの分泌についての検査は、１回１５０００円で行えます。 
 
この検査を、風車建設前と建設後に継続して、風車建設予定地を中心とする半径３ｋｍの地域の全ての医療機関

で、来院者全員に対して定期的に行えば、因果関係が統計的に明確となります。 
 
 
さて、せっかく風車の図があるのだから、 

 
超低周波音の発生の仕組みを説明して欲しい所です。 
 最近は、超低周波音には触れない、知らないふりをするのが国の方針らしい。残念なことです。 
 
 
 
 さて、またもや言葉が変化しました。 
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 聴覚閾値、感覚閾値、を越えて、知覚閾値になってしまいました。 
 聞こえないのだから、聴覚閾値と言う言葉を使うのは賛成ですが、人間には他の感覚器官もあるし、知性もある。 
 
 聴覚閾値を勝手に、感覚閾値、知覚閾値に変更してはいけません。 
 
 必要なものを、適切に計測し、結果を正しく評価すれば、超低周波音が原因だと認識できる。 
普通の理性のある人は、原因を知覚できます。したがって、知覚閾値は不適当な言葉です。 
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 風車騒音の測定であるが、 

 
 
もしも、原因を究明する気が有るのならば、 
風車の建設前に、風車を中心として半径３ｋｍ以内の住宅の騒音と振動の調査、住民の健康調査とその数値化を

提案するべきです。 
測定項目、測定機材、測定場所、測定時間帯なども、被害状況に即して提案するべきです。もちろん、測定結果

の評価方法も提案するべきです。私たちが、日本の家に住んでいるときに起きる問題ですから。 
特に大切なのは、建設後の調査と建設前の調査結果を比較しやすい同一形式の表示で公開することです。 
 
測定の正確さ、公平性を補償するためには、計測を事前に知らせ、立場の異なる人が同一場所で同一時刻に、そ

れぞれの機材で計測し、計測結果の数値が一致することを確認する必要があります。 
 
私自身、仕事で様々な測定機器を用いておりますので、同じ測定器を使っても測定する人間が違えば結果が異な

ることは知っております（穿った言い方をすれば自分の都合に合わせた結果を出せる）ので測定の公平性は必須で

す。 
 
少なくとも、数値化できる健康状態の検査、精密騒音計での計測、振動レベル計での計測、計測データの生デー

タ（1/3 オクターブやＡ特性やＧ特性での値変更をしてないもの。）の収集と、計測結果の公開が必要です。 
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自動車騒音の影響などに対する対策 
 

 
 計測したデータに、 
“通過する自動車等の一過性の騒音” 
や振動が含まれるときの対策は２通り考えられる。 
 
 計測した部分から、自動車の通過している部分を切り取って、残りのデータから分析を行う。この問題点は、デ

ータを切り貼りすると不連続部分が出てくるので、周波数成分を計算するときに高周波成分が増えてしまう。1/3
オクターブ解析でも、FFT でも SPECTRUM でもこの問題は残る。 
 元データをそのまま使って、どこが自動車の音なのかが分かるようにすれば、切り貼りの必要は無くなる。これ

は、ShortTimeFFT や Wavelet を使えば可能となる。 
 
 風車建設後に調査するだけでは、騒音被害の原因を他の物に押し付けることが考えられる。 

大切なのは、風車建設前に、計画的な長期間の計測を騒音、振動に関して実施しておく事と、数値化できる健康

調査を多くの住民に対して行っておくことである。 
それがあれば、建設された風車の影響が一目瞭然となる。異論があれば、風車を全て解体してから、もう一度計

測してみればよい。 
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風車騒音の特徴についての次の記述だが、 

 
 それぞれの音の周波数を明記して欲しいものである。少なくとも、ＦＦＴでの解析結果のグラフを示して欲しい

ものである。 
 
2018 年に環境省の調査結果では 
風力発電施設から発生する騒音等に対する取組について環境省水・大気環境局大気環境課大気生活環境室 
のなかに、次のような記述も含まれています。 
 
“2.風力発電と騒音に関する苦情 
風力発電に伴い発生する騒音は、交通騒音等と比べ、著しく大きなものではない。ただ 、風力発電施設が もとも

と静穏な地域に作られることが多いため、騒音に関する苦情が発生する場合がある。“ 
 
 明らかに、風力発電の騒音と交通騒音では大きな違いがある。 

閑静な地域では夜間の交通量がほとんど無くなるので、夜間に交通騒音を感じることは無い。 
風車は昼でも夜でも低周波音を出し続けるので、風力発電に伴って発生する騒音や振動は夜間の睡眠を妨げるも

のである。これが風車騒音の大きな特徴である。 
 

最近は、風車から発生する音の原因と周波数については、説明しないことにした様である。発生する音の周波数

が何 Hz になるのかが書かれていない。 
ブレードの回転で発生する音は何 Hz なのか、増速機や冷却装置から何 Hz の音がでるのか？ 

タワーが建っているだけで、ブレードか回転していないときに精密騒音計と振動レベル計で計測した結果は 
風車が無いときの計測結果とどこが異なるのか？ 
 これをきちんと説明することは、被害を減少させる意味でも極めて大切なことである。 
説明しないということは、問題解決の意志がないのであろう。 
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 最近は、超低周波音や低周波音の話題を避けるために、聞こえる音の話題を意識的に提供している。 

  

 
 
 周波数の高い音は、マンションのガラス戸を閉めれば聞こえなくなります。 
 周波数が低い音ほど、エネルギー透過率が高く、遮蔽が困難なのです。さらに、機密性の低い日本家屋では、超

低周波音による気圧変動の影響を直接受けます。 
 家のグラフの左端には、１Hz から５Hz の周波数成分が可聴音とは比べ物にならない強さで存在していることを

示しています。１Hz は日本家屋の固有振動数に近く、５Hz は障子などの建具の固有振動数に近いのです。残念な

がら、このグラフでは正確な周波数は分かりません。 
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環境省の HP（よくわかる低周波音）では、 

 
と書かれています。 
 
 発生してしまった低周波音、とりわけ超低周波音を防音するのは、極めて困難です。エネルギー透過率が極めて

高く、周波数が低いと減衰もしにくい。発生源を解明しなければ対策も打てません。 
風車の構造に関連して、発生する音の周波数、発生の仕組みを明確にする必要があります。 
 
 1/3 オクターブ解析での１Hz の音は、タワーの中の気柱が原因だと考えています。 
これが正しいかどうかを検証するには、タワーの長さが異なる風車の超低周波音を測定し正確な周波数とタワーの

長さ、タワーの太さによる開口端補正をふまえて共鳴する周波数を検証すればよいと考えています。 
 もし、風力発電機で実験が出来るならば、タワーの部分に穴を幾つか開けて、発生する音の周波数を計測すれば

明らかになるし、東京タワーのような骨組みだけの塔を作り、その上にブレードと発電機を取り付けたものを作っ

て実験すれば、何が１Hz 程度の周波数の発生源なのかはすぐに分かると思います。 
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 距離による減少ですが、 

 
 受音点から見た風車の並び方を考慮する必要があります。並び方によっては音の特徴が変わってくる。例えば、

平面波としての特徴を持てば、減衰しにくくなる。 
 音の減衰と周波数の関係も、理論的な解明がされているのだから、周波数の高い音の減衰と、周波数の低い音の

減衰を区別して論じる必要があります。 
 簡単な数式なのだから、その式を明示して計算をしてみせるのが良い。 
 また、音の反射もあるのだから、地形による影響の違いも明確にしなくてはならない。これに関しては幾つかの

コンピュータシミュレーションの結果もある。日本の場合は丘陵の上に風車を建設する例が多いのだから、谷の部

分の影響を予測しておくことが必要である。平坦な土地が多い外国の考え方では解明できない問題も起きる。 
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 さて、 

 
 
 さて、調査の結果として、どのような問題が解明され、その問題がどのような形で解決されたのであろうか？ 
 
 調査で大切なのは、日本の状況をふまえた調査をすることである。 
1. 日本人が住んでいる住宅の構造 

土台、平屋、２階建て、築年数、屋根、地盤、被害の発生場所は室外か室内か、 
などにふまえて、どこで何をどのように計測すべきかをきちんと示さなければならない。 

2. 風車病というならば、その特徴を数量化して捉える方法があるのだから、 
日本の住宅に住む人たちを対象にして、統計的な分析か可能となる健康調査を実施する必要がある。 

3. 外国とは住宅事情が異なるのだから、しっかりとした調査計画を発表して見せて欲しい。 
計画が作れないなら、正直に言って、民間の方にお願いすればよい。 
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人体への影響だが、 

 

 
 実際に被害を受けて苦しんでいる人がいても、その原因を究明し、問題を解決することが出来ないならば、科学

の価値は無い。1/3 オクターブ解析を使い周波数の特定さえもしようとしない。家の中で振動レベル計を使う提案

もしない。これでは、問題は決して解決しない。 
もちろん調査は必要だが、調査の前に、“健常者の人体に感知される超低周波音は存在せず、建具をがたつかせ

る超低周波音も存在しない”と言うような考えを流布し、被害を訴えさせなくする風潮を改める必要がある。また、

被害を苦情と言い換え、単なる主観や経済的利益の問題に摩り替えてはいけない。 
 風車建設前の広域的な健康調査とその数値化、風車建設後の広域的な健康調査とその結果の比較。 
風車を中心に３ｋｍ圏内の広域的な健康調査と、１０Km 以内に風車が無くて住民構成が似ている地域でのある点

を中心とした半径３ｋｍの地域の健康調査との統計的な比較など、できることは沢山ある。 
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騒音評価の問題点 

 

 
この指針を満たしている地域はあるのだろうか、もしあるのならば、現地調査を行って被害状況を調べる必要が

ある。この基準で被害を抑制できるか否かが明らかとなる。風車を中心に３ｋｍ圏内の広域的な被害調査で、その

規制値でも被害を受ける人の割合を明確にする必要がある。 
 

 下の図で、測定が屋外となっているのは問題である。家屋の固有振動数によっては屋内で大きな影響が現れる。

被害が発生する屋内で、長時間の連側的な計測を精密騒音計と振動レベル計で行う必要がある。 
 
  



103

 

103 

指針値について 
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 風車の騒音問題については、騒音の発生原因を解明しない方針が見て取れる。原因の解明なくして問題の解決は

無い。 
この観点からすれば、指針値も基準値も住民に苦痛を押し付けるための数値としか見えない。 

我慢の要求ではなく、風車騒音問題を根本から解消する手がかりを提起して欲しいものである。 
 

  
 
 いろいろ勉強になりました。ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
宇山さんの実地報告 
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房総かぜの丘 

 風力発電用の風車。 

 県道８６号館山白浜線の中山トンネルから北へ約６００メートルのＴ

字路から西へ入る。信号はないが、「館山市環境センター」「サッカー

場」という案内表示があった。 

 ２車線道を登っていくと、前方に白い風車が１本見えてくる。 

 道路左側にサッカー場があり、その奥が風車になるのだが、その

方向は逆光だった。 

 清掃センターの先で、Ｔ字路（←）を左折。その道から、風車までの

未舗装道は、チェーンで閉鎖されていて、入口に車を置けるのは先

着１台。清掃車の通行のジャマになってはいけないと思い、通り過ぎ

て、その先の広くなったところに車を置いたが、入口の手前に未舗装

の駐車場が２つあり、左はロープで閉鎖されていたが、右はロープ

が地面を這っていたので、そこに止めればよかったようだ。 

 風車へ未舗装道を登っていくと、途中にショートカットする階段もあ

る。 

 「房総かぜの丘」という説明板が１つある。タワーの高さ６５ｍ、ブレ

ードの直径７０．５ｍ、定格出力１５００ｋｗ。 

 柵で囲まれているのは、機械の列だけで、風車自体は囲まれてい

ない。只今の発電量などの表示はなかったが、機械のメーターは見えるので、見る人が見ればわかるのか

も。このときは風が弱くて、ときどきゆっくり動くだけだったが。 

 北の方へ視界が開けていて、館山湾と館山市街がすこし望める。 

 帰りは、清掃センターの角のＴ字路（←）を左折し、北西へ向かってみた。くねったカーブもあるが、清掃車

が通るからなのだろう、まあふつうに走れる道。 

 国道４１０号に出るＴ字路も、信号はないが、「館山市環境センター」と「サッカー場」への案内表示があっ

た。 

名称「房総かぜの丘」 

出力 １５００ＫＷ 

タワー高さ ６５ｍ 

ブレード直径 ７０．５ｍ 

ナセル重量 ５２トン･･･（改めて見ると、すごい数字だ） 
最大高さ １００ｍ  

館山風力開発株式会社 
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  精密騒音計と振動レベル計で計測してみました。ここでは、騒音計の計測結果を報告します。 
２０２１年の春、風車の下では桜が咲いていました。風車の下に立つと、グォーン、グォーン、といった感じの音

がしていました。 
 
計測結果の Wav ファイルを表示して、音圧がパスカル値になるようにしたものが次のグラフです。 

 
 
 
このデータの、Spectrum()を計算したものが次のグラフです。 
一見すると音がないように見えます。 
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Wavelet の計算をするので、非力な PC の能力に合わせてデータ数を減らしました。 
これが、次のグラフです。 

 
 
 
これに対して、Spectrum()を計算して、低周波部分を拡大したものが次のグラフです。 



108

 

108 

 
特徴は、２３Hz くらいのところにある低い山と５Hz よりも低いところにある高い山です。 
人間の耳で聴きとれる周波数が２０Hz 以上とのことですから、グォーン、グォーン感じた音は、 
この２３Hz 付近の音でしょう。 
 このグラフから、２０Hz 以上の可聴音の強さよりもはるかに強力な超低周波音が出ていることは明らかです。 
 
 
 
低周波部分をさらに拡大すると、0.8Hz のあたりに、特に大きな山が見えます。 

 
 
 
次のグラフは、上のグラフを Wavelet 解析で表示したものです。 
0.8Hz に対応するのは、右半分にある色の濃くなっている帯の部分です。 
このグラフの左半分では、色が濃くなっている部分は３層に分かれています。 
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上のデータの左半分だけを取り出して、Spectrum()を調べたものが次のグラフです。 

 
 
 
次のグラフは、上のグラフの Wavelet 解析で表示したものです。 
0.2、0.4，0.8，1.6，2.3Hz あたりにピークがあることが分かります。 
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ここで計測された周波数や、地震を通して把握された住宅の固有振動数は極めて近い値であることが分かります。

風車の回転状況によっては、強い周波数成分が変化することも分かります。 
したがって、住宅の外での精密な騒音計測と、住宅内での振動測定を同時に行えば、共振の状態が把握できます。

風の強さで、音のほうが変化するので、同じ住宅に対して複数回の計測が必要になります。 
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 他にも詳細な検討が必要なことは沢山あります。 
 
音響キャビテーションの問題 
 
発電機の構造 
ナセルの材質、ナセルの塗料 
 
羽の回転数の微小の変化 
先端部分でのスピードの変化（風速の変化） 
先端部での衝撃波の発生は 
ブレードの先端部での問題、粘性流体、圧縮性流体としての空気の扱い 
タワーとのすれ違いの影響 
回転する角速度の変化、加速後、力、ブレードの固有振動数の変化、 
 
発電機の回転の変化 
電圧の微小の変化 
送電線の電流の変化 
磁場電場の変動 
電磁波の発生 
周波数の決定（羽の速度変化） 
電磁波の強さ、周波数の測定 
測定機材は何が適当か 
羽の動きと発電機の質量などから計算できるか？ 
周波数の面から、電子レンジとの比較、特に風速の変化による影響、 
 
送電線の形態、送電線の構造、外側のシールドの性能 
送電線の電流の微小な変化の測定方法 
 
 
これらに関しては、この質問状では省略します。 
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問題点の整理と方針 
 

国は、 

1. 風車の問題は、通常の騒音問題として扱い、可聴音での問題とする。 

2. 測定は、問題が起きている屋内ではなく、屋外で行う。 

3. 測定は騒音計だけで行う。 

4. 測定結果は、1/3 オクターブ解析の結果を公開する。 

5. 聴覚閾値を、感覚閾値、知覚閾値とすりかえて、聞こえないから問題ないことにする。 

6. 被害を苦情と言い換え、個人の主観の問題にする。 

 

 地方自治体は、 

1. 計測は騒音計で行う。 

2. 結果は、1/3 オクターブ解析の結果を公開する。 

3. 振動レベル計は持っていても使わない。 

4. 計測は、国の方針に従って屋外で行う。 

5. 担当職員は、振動解析や数学の勉強をしない。 

 

 有識者は、 

1. 国の資料や方針に従う。 

2. 独自の見解は示さない。 

3. 国や自治体や企業を批判しない。 

4. 新しい解析技術、ＦＦＴ，Ｗａｖｅｌｅｔ，カオス理論を使わない。 

 

 企業は 

1. 忖度の上手は学者を使って、ｊ騒音被害は無いと主張する資料を用意させる。 

2. 説明会では、嘘の説明をする。 

 

と言う方針で、活動している。 

 

被害を受けている住民は 

1. 風車の被害を訴えるが、その声はあまり力を持っていない。 

2. 泣き寝入りをする人や、追い出されて引っ越す人も多い。 

3. 調査、研究をし、被害の原因が風車にあることを示し、裁判を起こす人は少ない。 

 

であると言えます。 
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 この地域に風車が立っていないときにこそ、精密な測定をしておいて、風車建設後の騒音データと比

較できるように準備しておくことが重要です。 
 計測対象、計測者、計測方法、データ公開などについては、 
 多くの場合騒音の計測は、1/3 オクターブ解析として扱われる場合が多く、このようなデータでは、周波数

の正確な分析が不可能であり、問題解明ができません。 

 計測後に、FFT や Wavelet による解析が可能であり、必要ならば 1/3 オクターブ解析もできるようなデータ

形式で計測結果を収録しなくてはなりません。また、データの扱いやすさも考えるならば、16 ビットの符号

付整数で記録された WAV ファイルとして、平坦特性で収録する必要があると考えます。 

 

 騒音については、 

リオン社の精密騒音計NL-62で計測され、波形収録プログラムNX-42WRによって１６ビットの符号付整数を

使って収録された WAVファイルを作る。収録時の周波数重みづけは Z特性（平坦特性）とする。サンプリング

レートは４８ｋHz、連続する収録時間としては１分から 10分程度とする。 

 

振動については、 

リオン社の振動レベル計 VM-55で計測され、波形収録プログラム VX-55WRを使って収録された WAVファイル

を作成する。 

ストアモードは Auto、測定チャンネルは XYZ、総測定時間は１分から１０分程度とする。 

 

ビデオカメラでの撮影、 

風車が存在して回転している場合は、ビデオカメラで回転の様子を撮影する。 

 

計測場所は、 

建設前については、建設計画で風車がほぼ１列になっている場合は、風車の列の中央部分。 

さらに、風車の列に対して直角方向で民家が存在する方向に向かって、５００ｍおきに２ｋｍまで５か所

での測定をする。測定は、昼間と夜間の２回とし、これを春夏秋冬の季節ごとに行う。（季節ごとの風向の

影響も考える。）計測を希望する家があれば、さらに数か所を追加する。家の中での騒音、振動の計測も行

う。 

風車建設後にも、建設前に測定した場所と同じ場所で計測を行う。建設前と同様に、測定は昼間と夜間の

２回とし、これを春夏秋冬の季節ごとに行う。これによって、風車建設前と風車建設後での騒音、振動のデ

ータを比較することが可能になる。 

 

計測結果の解析、 

騒音の原因が何かを考えるには、音の周波数を計算する必要があります。上記のＷＡＶファイルがあれば、

ＦＦＴによる解析が可能となります。 

風速の変化によって風車の回転数が変化すると、音の周波数は微妙に変化します。この微妙な変化をとら

えるには、ＦＦＴ解析ではなくて、Ｗａｖｅｌｅｔ解析が必要となります。また低周波の解析では、カオス

理論の活用が有効となる場合もあります。 

測定結果の解析には、このような機能を持ったソフトウエアを確保する必要があります。 

 

データの交換、 

計測は県（または市）、風力発電の事業者、第三者（大学等）で複数の機械で同時に行い、測定結果のデ

ータを互いにその場で交換して、お互いの測定結果を全員が共有することが必要があります。 

さらに、お互いの測定結果がほぼ同じであることを、その場でお互いに確認する必要があります。 

 

データの公開、 

低周波音の解析では、高度の機能を備えているソフトウエアを使う必要が出てきます。県や市、業者、大

学に、そのような機能を持ったソフトウエアが無い場合も考えられます。 

計測したデータを一般に公開すれば、必要なソフトウエアを持っている人からの援助も受けられます。 

多くの立場の人が、異なるソフトウエアで解析した結果が一致すれば、原因の究明に向けての大きな力とな
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ります。 

 ソフトウエアを揃えると100万円くらいします。公開すれば、お金も節約できて、様々な立場からの検討が

可能となるので、データの一般公開は必要なことだと考えます。 

 

 計測機器について 

 上記の計測機器を新たに購入すると１５０万円くらいが必要です。計測機器のレンタルもありますが、マ

ニュアルを読む時間として2か月程度は見ておく必要があります。さらに、記録されている符号付整数の意味

についてはリオン社に確認する必要もあります。 

 

三重県環境影響評価委員会の答申の通り、最新の知見等に基づき、住居への影響について適切に調査及

び予測を行い、その結果を踏まえ、風力発電設備等を住居から離隔すること等により、騒音等による生

活環境への影響を回避又は極力低減するために、このような方法で、すぐにこの地域での騒音、振動の

計測を実施してください。 
 
 
 
質問：風車からの、騒音、振動の影響は距離だけで決まるのではなく、地形の影響も受けます。 
また、すでに周辺に風力発電所があったとしても、貴社の発電所が建設される前の、騒音、振動を計測しておいて、

建設後のもう一度騒音や振動を計測すれば、騒音、振動の増加分が計測可能です。 
この増加分は、新しい風車の影響と考えられます。 
被害を増加させている責任を明確にするには、たとえ、風量発電所が近くで稼動していても騒音、振動の計測をす

べきです。また、風車の大きさが違えば、騒音、振動の周波数も異なります。新しく増加した騒音、振動の周波数

を正確にしらべれば、この増加分が、どの風車が原因で発生しているのかが明確になります。 
この点からも、 

騒音については、リオン社の精密騒音計 NL-62 で計測したものを波形収録プログラム NX-42WR で収録した

wave 形式のデータとして観測し、振動については、リオン社の振動レベル計 VM-55 で計測したものを波形収

録プログラム VX-55WR で収録した wave 形式のデータとして観測しなくてはなりません。 

風車の大きさによる騒音や振動の特徴を調べるには、FFT 解析や Wavelet 解析が出来る形で確保する必要が

ある。 

観測場所は、屋外、屋内で共に行い、さらに、それぞれの風車の回転の様子をビデオカメラで撮影し、音

と振動の相関関係をより明確にすべきだと考える。 

なお、機材は 

   
と、コンピュータ、波形解析ソフトです。 

特に、周波数の違いは企業としての責任を明確にするには必要な事項であり、たとえ、他の風車があった

としても計測する意義と必要があると考えるが、 

貴社が、計測の必要がないと判断した理由を、書く風車からです音や振動の周波数特性などをふまえて明

確に述べてください。 
（答） 

 

 
耳で聞こえない音（超低周波音）の影響調査について、マニュアルどおりの 3 日間×4 回と言わ 
ず、丁寧な調査をお願いします。以前に見たドイツのドキュメンタリー「超低周波音」（字幕付き、ドイツ 2018 
年 11 月 4 日放送(28 分)、「Friends Against Wind Infrasound caused by Industrial Wind Turbines」で YouTube
検索）を思い出しました。大きな風車にすることで、新たにどんな被害が出るか分かりません。念には念を入れて
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お願いします。 
 
風力発電施設の稼働に伴う騒音及び超低周波音については、「風力発電施設から発生する騒音 
等測定マニュアル」（環境省、平成 29 年）に準じ、年間の代表的な風況における環境騒音・超低周波 
音を把握できる時期として 4 季毎に、有効風速範囲の 3 日間の調査を行います。 
また、風力発電施設の稼働に伴う超低周波音の影響については、「風力発電施設から発生する騒 
音等への対応について」（風力発電施設から発生する騒音等の評価手法に関する検討会、平成 28 年）によると、

風力発電施設から発生する超低周波音・低周波音と健康影響については明らかな関連を示す知見は確認できないと

されていますが、風車の大型化に伴う影響について、計画する風車の諸元を基に適切に予測及び評価を行います。 
 
質問：“風力発電施設の稼働に伴う騒音及び超低周波音については、「風力発電施設から発生する騒音 
等測定マニュアル」（環境省、平成 29 年）に準じ、年間の代表的な風況における環境騒音・超低周波 
音を把握できる時期として 4 季毎に、有効風速範囲の 3 日間の調査を行います。” 
とありますが、 
これを何年も継続してきた結果、少しも原因が解明されず、トラブルが増加するだけなのが現状だと思います 
そこで、貴社に原因を究明する意思があるのならば、国の方法にさらに追加して、 
騒音と振動については、夜間と昼間の２回、計測場所を必ず、屋内及び屋外とし、計測時間は継続して６時間以上

とする。騒音については、リオン社の精密騒音計 NL-62 で計測したものを波形収録プログラム NX-42WR で収録

した wave 形式のデータとして観測し、振動については、リオン社の振動レベル計 VM-55 で計測したものを波

形収録プログラム VX-55WR で収録した wave 形式のデータとして観測しなくてはなりません。計測結果は全て

公開し、誰でも FFT 解析や Wavelet 解析が出来るようにする必要がある。 
と考えるが、貴社はどのような方法が適当だと考えるか、その方法でどのような問題が、どのように証明できると

考えているのか？ 
（答） 
 
 
 
質問：“風力発電施設から発生する超低周波音・低周波音と健康影響については明らかな関連を示す知見は確認で

きないとされていますが、風車の大型化に伴う影響について、計画する風車の諸元を基に適切に予測及び評価を行

います。” 
とありますが、 
貴社は、何がどのように示されたら、明らかな関連と認識するのでしょうか？ 
たとえば、ある学会が認定するとか、国が認定するとか、統計的に相関性があることが数値として示される。など

のことが考えられますが、とりわけ、その被害の原因が貴社の建設した風車にあると貴社が認定するための条件を

明確にしながら答えてください。 
（答） 
 
 
 
質問：関連と解明するには、時間と費用が掛かりますが、その費用は貴社が負担しますか？ 
あるいは、原因が明確になった段階で、貴社がその費用を負担しますか？ 
調査費を負担しなければ、調査は行えず、評価もうやむやとなり、単なる責任逃れになってしまいます。 
（答） 
 
 
 
質問：山形県ではありませんが、健康被害を風力会社に訴えたところ、全額負担するので引越するように言われた

という話を聞きました。今後、苦情があった時に、引越費用全額負担、夜間の運転停止、撤去などをされる覚悟は

ありますか？ 
（答） 
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必要に応じて専門知識をお持ちの方に騒音測定等の調査を依頼することができます。風力発電建設に必要な条件で

すので依頼費用は貴社に持っていただきますが公平な測定・公平な判断のためには必要なことです。その結果、弊

社風力発電所との因果関係が判明した場合は、再度協議の上、対策をとる方針です。 
 
 被害状況、風車推進の立場の考えなどをふまえて、風車問題の整理と、補償についての質問。 
 
 環境省 HP、“低周波音の苦情にはどんなものがあるの”には、次のように書かれています。 

 
 

問題点は、“他市”の部分です。もともと住んでいた場所は風車から何ｋｍの場所にあったのか、引越し先は風車

から何ｋｍ離れていたのかが書いてない。 
もちろん、音波の反射を考えれば地形も問題になります。 

調査員は、どのような場所、どのような測定器測定機材を使って、どんな時間帯に、どの程度の時間継続して測定

したのか、が書いてありません。 
さらに、計測したデータをどのようは方法で、どんな解析ソフトを使って処理したのかが書いてありません。風

車の場合は、しっかり準備しないと騙されて終わってしまいます。イノシシの場合でも、道具をしっかり点検し、

毎日見回りをしないと、イノシシに襲われて自分が怪我をすることになります。 
 
議論して相手に勝つのは大変ですが、それをやらないと勝てません。泣き寝入りをするだけです。 
 
 
ところで、問題の音ですが、音の種類は次の図のように分類できます。 
普通の人が耳で聞き取れるのは２０Hz から２００００Hz とされています。２０Hz よりも低い音は耳で聞き取る

のは難しいのです。 
風車で特に問題になるのは、２０Hz 以下の超低周波音と言われるものです。これを測れる特別な騒音計が必要な
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のです。 

 
（町田氏の資料より引用） 
  



118

 

118 

 Hz とか変な記号が出てきましたが、これは、１秒間に何回の波が押し寄せるかを示すものです。 
 たとえば、２０Hz は１秒に２０回の波が押し寄せると言うことです。 
 普段私たちは、海の波を見ています。海の波と音との違いは、空気の密度が高くなり、私たち自身がぎゅっと押

されたり、空気の密度が低くなり、外側に引っ張られたりすると言うことです。 
 
 次の図は、音は、密で圧力が高くなった部分と疎で圧力が低くなった部分が出来ることによる気圧変化が、１秒

間に 340ｍくらいの速さで伝わっていることを示しています。 

 
（町田氏の資料より引用） 
 気圧を表す単位が、Pa（パスカル）です。天気予報でのヘクトパスカルとは、１００パスカルの意味です。 
 
 海の波はたいしたことが無いように見えても、時々大きな波が来る事は、海で潜る人、船で釣りをしたりする人、

ぼんやり海を眺めたりする人ならば皆が知っていることだと思います。 
 津波でもそうですが、大津波の場合は遠くまで行って、陸地にぶつかって帰ってきた波が別の波とぶつかって特

別に大きな波となって陸地に押し寄せることがあるので、小さな津波に見えても、油断して海岸へ行ってはいけな

いことは、海岸で生活する人たちの常識だと思います。波は、集まるととんでもない高さになることがあります。 
 
 低い周波数の振動の特徴は、大きなものと相性が良いことです。長周期振動（低周波振動と同じ意味）が来ると、

高層ビルの上のほうが大きく揺れます。 
 どんな周期の波のときに、その建物が一番大きく揺れやすいのかを表す言葉が、固有振動数です。 
もちろん、日本家屋に住んでいるので、家全体としての固有振動数も重要なポイントとなります。 
 大きな物といえば、風車のブレードやタワーがあり、タワーの中にある空気があります。これらの固有振動数も

大きな問題になります。 
  

音波は粗密波です。空気の粒が集まった場所では圧力が高くなり、空気の粒が少ないときは圧力が減る。振動数

が高ければ、この変化が音として私たちの聴覚に影響を与えます。 
人間の耳は小さいので、聴覚で音として聞き取れる音の周波数に制限があります。０．５Ｈｚ、１Ｈｚ、２Ｈｚ

の音をきちんと聞き取るには、耳の大きさを１００ｍくらいにしなくてはなりません。 
 
音を感知する仕組みは、 
人間の耳は、鼓膜があって中耳があって、蝸牛というところで音を分析して脳に伝える。そこには前庭という機

関があって、頭の傾き、頭の振動を検知して体の平衡機能を保っている。音は鼓膜から入ってきて、まず前庭窓を
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刺激し、中のリンパ液を振動させて、一部は蝸牛に伝わって音として感じる。前庭窓から蝸牛の間に卵形嚢（の

う）、球形嚢という二つの器官があり、ここが振動を感じる感覚器官です。入ってきた振動はまずこの二つを振動

させてから蝸牛に入る。卵形嚢･球形嚢は低周波音でしか反応しない。 
です。 
 
 最近の研究成果を考えれば、人間は気圧の変化を感じることが出来ると考えられます。 
 日本家屋の共振を考えれば、家全体としての振動（共振）は三半規管や耳石器によって感知される。 
 皮膚で、振動する物体に触れれば、指先で振動を感知することも可能です。 
 
 残念ながら、環境省の HP には、風車周辺の地面の揺れを精密に調べたデータはありません。 
風車騒音の被害を訴える人の中には、地面を突き上げるような刺激があって夜眠れなくなると言うような訴えもあ

ります。眠る場所は屋内だから、地面の揺れ、屋内での振動、を調べるのは当然のことです。 
風車から 500ｍごとに 3ｋｍ程度まで、風車を中心に４方向について精密に調べるべきです。 
 
 道路の近くで、振動レベル計を使うと、自動車による振動も当然混じってきます。これを目で見えるようにして

分析をするには、FFT や SPECTRUM では不可能です。Wavelet 解析ならば可能です。 
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 ２０Hz 以下の周波数の音は、聴覚では捉え切れなくても、それによる気圧の変化や振動を私たちの体はとらえ

ています。 
例えば、 

 
（町田氏の資料より引用） 
 
 と言うようなデータも有ります。 
 
上の表の中にある、心理的苦情、生理的苦情の項目が存在すること事態が、人々が聴覚では捉えきれない大気圧の

変化などを体で感じて、いらいら、頭痛、入眠妨害などによって寝つきが悪くなる事が起こることを示しています。 
人間の体は、人体に加わる圧力の変化によって体調を崩すことは以前より知られています。佐藤氏の論文(佐藤 

純. “気象変化と痛み”. https://www.jstage.jst.go.jp/article/spinalsurg/29/2/29_153/_pdf. Spinal Surgery 29（2）
153‒156，2015.)によると日常体験する程度の気圧の変化が慢性痛に与える要素であることが明らかと示していま

す。私自身、慢性痛ではありませんが低気圧が近づくと頭痛、気分の落ち込みといった低気圧症候群の症状が出ま

す。正直、この症状はかなり辛く、また他の人にわかってもらえないことも辛さを助長します。風車が人体に与え

る影響は騒音だけでなく、人体に加わる圧力変動の観点からの議論する必要があります。  
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平成 28 年 3 月 一般財団法人日本気象協会  の資料では、 

 
となっています。この最後の行“どんなに敏感な方でも感知できないレベル”ですが、これが真実ならば、風車騒音

の問題など起きるはずがない。 
 これについては、この条件を満たす地域での被害状況を調査する必要があります。感知できないにもかかわらず、

被害の訴えがあれば、ここでの感覚閾値の捕らえ方が間違っていることになります。異変を感知した人数、感知し

た内容、医学的な検査、音や振動に関する観測データとの相関を調べる必要が有ります。 
 
これと、環境省の調査結果 
平成２１年に環境省は風車騒音に関する調査を行いました。（資料１，２） 
風力発電施設から発生する騒音・低周波音の調査結果(平成 21 年度)について（お知らせ）のグラフ 
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 を比較すれば、一番問題となる超低周波音、上のグラフでは １Hz、２Hz、3.5Hz 付近の音は、風車を止めて

も変化が無かったことになります。風車は、たとえ羽の回転を止めていたとしても、超低周波音が発生する原因と

なります。風は短時間の間に、風速、風向を変えます。その結果、ブレードやタワーに掛かる力が大きく変化して

揺れます。この振動は見過ごせません。風車があれば、動いているときはもちろん、たとえ止まっていたとしても

安眠はできません。 
環境省の HP（よくわかる低周波音）では、 

 
と書かれています。 
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 発生した低周波は、防音が困難であり、対策は発生源対策が基本だと書かれている。 
しかし、風車から発生する超低周波音や低周波音の発生原因について究明しようとする姿勢からどんどん離れてい

くのが最近の環境省の立場です。 
 
 振動の問題をより明確にするには、騒音及び振動を、次の４項目について春夏秋冬の４回ずつ計測し、結果を分

析可能なデジタルデータとしても公開する必要があります。 
１．建設前地面を平らにしたとき 
２．風車の塔だけが立っているとき 
３．羽はついているが回転していないとき 
４．風車が回転し発電しているとき 
 

騒音は、屋内と屋外、振動も屋内と屋外で測る必要があります。 
測定場所としては、風車を中心に４方向、500ｍおきに半径 3ｋｍの範囲で同時測定するべきです。 

さらに、計測は様々な立場の人が、同じ場所で同時に計測しデータが一致することも確認する必要があります。 
 
そして、計測する全てのデータは、1/3 オクターブ解析にかける前の生データでなくてはなりません。 
これらの生データと、1/3 オクターブ解析の結果を、誰でも無料で利用できる形でネット上に公開する。 
ことが必要です。 
 

低周波音は塀や壁によって遮ることが難しいのです。もちろん、窓ガラスや雨戸でも遮ることが困難です。 
また、周波数が低い音は、遠くまで行っても（２ｋｍくらい離れても）音がほとんど減衰しません。これは、音の

エネルギー透過率と周波数と減衰の関係を書いてある本に書かれている事柄です。 
 
 
質問：低周波のエネルギー透過率、周波数と減衰の関係、風車の並び方が超低周波音の減衰に及ぼす影響について

は、どのように認識しているか、文献を示しながら答えてください。 
（答え） 
 
 
 
質問：貴社がすでに建設した風車に関して、稼動している風車及び、停止している風車に関して、3ｋｍ手前から

500ｍごとに、精密騒音計と振動レベル計で屋内、及び屋外で計測したデータを公開すべきだと考えていますが、

貴社の考えはいかがでしょうか？ 
（答え） 
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質問：すでに多くの地域で風車による被害が出ている中で、建設を計画するからには、風車が原因であることを確

認するために必要な全ての事柄について、調査研究に協力するのが当然であり、データの収集、解析についての費

用の全てを貴社が負担すべきだと考える。 
すでに予想されている、あるいは他の地域で確認されている被害と同様の事柄が起こったときには、意図的にそ

の被害を起こしたとの観点から、極めて重い責任が発生すると考えるが、貴社はいかに考えるか？ 
（答） 

 
 

 
質問： 阿波地域では、伊賀米の稲作他、農業に関わる人が多い。 
風車の騒音や、振動で睡眠が妨げられれば、体力が落ちる、体調不良となる。 

真夏に草刈をすることも多いので、草刈をしていて熱中症で倒れ、発見が送れて死亡する場合も予想される。農

作業をしているときに、体調不良で作業を中止しなくてはならないことも考えられるし、死亡事故も増えることが

予想される。予想される中で建設する場合の責任は重大だと思う。 
さらに、交通インフラが貧弱である阿波地区は少しの買い物程度の移動でも自動車を運転する必要があるが、寝

不足による注意力不足や運転中の居眠りによる交通事故なども十分に考えられる。 
これらの予想される被害が、風車建設前と建設後で統計的に差が出るならば、その責任は風車を建設した人が負

うべきだと考えるが、貴社はどのように考えるか。 
（答） 
 
 
 
質問：これらの原因究明には、風車建設前と、建設後に同様の調査を行い、その結果を統計的に比較する必要が

あると考えるが、貴社はどのように考えるか。 
（答） 
 
 
 
質問：国も、“風車騒音の影響はきわめて複雑であり、今後の医学（疫学、病理学）、聴覚、社会心理学的な研

究の進展に期待するところが多い。”と言っている。 
複雑な原因を解明するためには、統計的な調査、多変量解析での分析が必要だと考えるが、貴社はどのように考

えるか。 
（答） 
 

 
質問：医学的なデータを統計的な扱いが可能な物として確保するには、 

風車建設前と建設後の数年間にわたり、建設予定地を中心として半径３ｋｍ以内の全ての医療機関で継続的な健

康診断を、 
季節的な変動を検討できるようにするために、１月、４月、７月、１０月の全受診者に対して受診するたびに健

康診断を行い、唾液コルチゾール検査の結果を含んだ診断書を発行する。自宅と風車の距離、家の形態、築年数、

年齢、性別、仕事、なども調査する。 
診断結果をコンピュータのデータとして蓄積し、プライバシーを守りながらも統計的な処理が出来るようにして

おく。 
 診断書は、裁判資料となるので各自が保管する。診断書発行費用、医療機関で使うコンピュータ、通信費、ソフ

トウエアの開発費、データ保存で必要となる暗号の開発費などは、すでに、多くの地域で被害が生じている中で建

設をするのだから、風車を建設する会社の負担とするのが当然だと思う。貴社はどのように考えるか。 
（答） 
 
 
 
健康調査に含める“唾液コルチゾール検査”とは、次のようなものである。 
 
唾液コルチゾール検査 
「副腎疲労（アドレナル・ファティーグ）」という言葉をご存じでしょうか？ 
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近年、体調不良で検査をしても原因がわからないという不安を訴える患者様が増えています。現代人は、日常的に

さまざまなストレスを受けています。副腎から分泌されるコルチゾールは、このストレスから私たちの心身を守っ

てくれています。 
しかし、強いストレスが慢性的に続くと、副腎も疲れ、コルチゾールの分泌が追い付かなくなり、身体にさまざま

な症状が現れます。 
以下の症状に覚えはありませんか？ 
朝、起きるのがつらい 
ぐっすり眠っても、まだ疲労感がある 
塩辛い食べ物が無性に欲しくなる 
以前楽しんでいたこともすべて億劫に感じる 
日常的なことがとても疲れる 
性欲の低下 
ストレスに対処出来ない、イライラしやすい 
病気や怪我、外傷から回復するのに時間がかかる 
ベッドや椅子から立ち上がるとき、クラクラする 
軽度のうつ（人生に何の意味も感じられない） 
人生の全てがむなしい 
PMS（月経前症候群）の悪化（手足のむくみ、頭痛、乳房の張り、下腹部の痛み、ふさぎ、不安、怒り、イライラ

がひどくなる） 
カフェインがないと仕事ができない 
思考がまとまらず、ボーっとする 
記憶があやふや 
午前１０時まで目覚めない 
午後３時から４時の間はぼんやりしている 
夕食後、やっと元気になる 
仕事がはかどらない 
（医者も知らないアドレナル・ファティーグ ジェームズ・L・ウィルソン著 中央アート出版社より引用） 
上記の症状に 1 つでも当てはまれば、副腎疲労の可能性が考えられます。もし、4 つ以上当てはまる場合には、

「唾液コルチゾール検査」で十分に副腎が働いているかどうか調べてみることをお勧めします。副腎疲労の治療は、

原因となるストレスの同定・除去や、生活習慣の改善、サプリメントを用いた栄養療法などが中心となります。 
唾液コルチゾール検査の方法 
一日 4 回（8 時、12 時、16 時、24 時）唾液の採取をします。唾液中に含まれるコルチゾールの日内変動を調べま

す。 
正常な場合：朝の値が最も高く、時間が経つにつれて下がります。 
副腎機能が低下している場合：朝の値が低くなるなど、分泌パターンに変化が見られます。 
こういった値の変化によって副腎疲労の度合いが分かります。（唾液の接種だけの検査ですので、身体への負担は

ほとんどありません。） 
検査費用：15,000 円（税別）※自費診療 
 

この検査を含めた場合、診断書の発行費用は、１回あたり２万円程度です。 
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 質問：居眠り運転の増加は予測できる事柄です。風車建設前の居眠り運転の発生件数と建設後の発生件数をしら

べ、風車建設後に、居眠り運転が増加しているならば、居眠り運転で亡くなった方が出た場合、 
事故の増加が予見できるにもかかわらず、風車を建設した責任として、見舞金を死亡した人の家族に１億円程度支

払うのは当然だと考えるが。貴社は以下に考えるか 
（答） 
 
質問：岡島氏の論文(岡島 成治. “睡眠の経済分析”. https://www.west-univ.com/library/2020/02_3_2020west.pdf. )
によると、健康状態を最良にする睡眠時間にすると、正規雇用者の時間当たり賃金が平均的に約 386 円上昇する

とある。私は正規雇用者であり平均賃金より高い賃金をありがたく頂いておりますので時間当たり賃金が約 500 円

上昇すると想定します。1 日 8 時間労働、年間稼働日 240 日であるので年間 960,000 円となります。つまり寝不足

により生じる損失は年間 960,000 円となります。もちろん、これは賃金だけの話であり、寝不足による仕事中の作

業ミスや交通事故のリスクなどを省いているので最低金額となります。この損失額は、私たった一人の試算である

の で 、 阿 波 地 区 の 住 人 1000 人 の う ち 生 産 年 齢 人 口 比 率 を ざ っ と 見 積 も っ て 5 割

（https://www.city.iga.lg.jp/cmsfiles/contents/0000003/3098/201803sougousenryaku-zentai.pdf）とすると 500人

に睡眠不足が影響するので、年間 480,000,000 円の損失となります。貴社はこの損失の責任があるが保障の準備は

しているのか？ 
（答） 
 
 
質問：我が国は総務省の HP（https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h30/html/nd131110.html）
に書かれている通り生産年齢人口の減少により、ICT を活用して生産性の向上を目指していると述べております。

つまり ICT といったことは手段であり、目的は生産性の向上ということです。さて、貴社の

HP(https://www.ctechcorp.co.jp/csr/compliance/)によると CSR として「事業活動の適正さに疑いを招くような行

動は厳に慎みます。」と記載されています。上記の質問に書いているように年間 480,000,000 円の損失を発生させ、

生産性を下げることは貴社の CSR に沿った行動と考えているのか？ 
（答） 
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十分な睡眠を確保することは健康な生活を維持するために必要です。 

南房総市が 2021 年２月１１日に発行した、広報みなみぼうそう 2 月号には、次のように書かれている。 
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睡眠時間を十分に確保できる環境を維持することは、子供たちの成長にとって極めて重要であり、大人の健康維持

や、南房総市の医療費の増額を抑えるためにも必要であることが明らかである。 
 国は、超低周波音の被害については認めたくないようだが、計測機器を使わなくても分かる可聴音については、 
2018 年に環境省の調査結果である 
 
「風力発電施設から発生する騒音等に対する取組について環境省水・大気環境局大気環境課大気生活環境室」 
 
のなかに、次のような記述も含まれています。 
 
2.風力発電と騒音に関する苦情 
風力発電に伴い発生する騒音は、交通騒音等と比べ、著しく大きなものではない。ただ 、風力発電施設が もとも

と静穏な地域に作られることが多いため、騒音に関する苦情が発生する場合がある。 
 
 さて、夜間の阿波地区の環境は、下の表で見れば、“郊外の深夜、ささやき声”か“木の葉のふれ合う音”のあたり

で、20 から 30 デシベルあたりだと思われる。 
 “風力発電に伴い発生する騒音は、交通騒音等と比べ、著しく大きなものではない。”だとしても、表の６０から

70 デシベルの可聴音が、深夜でも継続すると言うことになる。 
 騒音環境基準での住居地域では夜間 45 デシベル以下となっているのだが、可聴音に限っても、われわれの睡眠

を妨害するには十分すぎる大きさである。 
 たとえば、可聴音による騒音が、65 デシベルだったとすれば、夜間の騒音基準値４５デシベルと比べると、20
デシベル増加している。下の表の右側をみれば、10 デシベル増えると大きさは 10 倍になることが分かるので、２

０デシベル増加すれば、音の強さは 100 倍になる。これでは、健康を維持するために必要な、質の高い睡眠を維持

できません。“寝る子は育つ。”ますが“寝ない子は育ちません。” 

 
 
 

質問：騒音での不眠は、学生の成績にも大きく影響します。睡眠不足の生徒は授業中に居眠りします。それを教

員に注意され、教員とのトラブルとなることも多い。体力低下で体育の授業中の事故も増えると考えられる。この
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件数についての実態調査をする。 
風車の近くに住む生徒の成績の分布、風車から１０ｋｍ以上はなれたところに住む生徒の成績の分布を調査する。

学校には、風車建設前の生徒の成績データが残っている。各家庭にも成績通知表が残っている。これを持ち寄れば、

風車建設前と建設後の成績の変化が数値化できる。これらの値を、風車建設前と建設後で比較する。 
 睡眠不足の問題は、生徒の学力が低下となり、生涯賃金にも大きく影響する。先生に居眠りを注意されてトラブ

ルを起こし、不登校になることも考えられます。 
その補償について、貴社はどのように考えますか？ 
（答） 
 
 
 
質問：貴社がすでに設置している風車に関して、騒音被害の状況についてどのように認識しているか、貴社の設置

した風車で発生した問題について具体的に記述してください。 
（現地での再確認が出来るように詳細に記述してください。） 
（答） 
 
 
 
質問：住民への健康被害を把握するには、風車を中心とした半径３０００ｍ以内に住む人全員への聞き取り調査が

必要だと考えます。それも、建設前と建設後に行い、その結果を比較し問題の原因究明が可能なようにしなくては

ならないと考えます。 
貴社が建設した風車や貴社が管理している風車に関して、地域での直接的な聞き取り調査を建設前と建設後に、

どの程度の範囲で実施しているか。調査結果はどのような形で公開しているのか。 
（答） 
 
 
 
 
質問：貴社が、計測した騒音、振動のデータはありますか。あるいは、貴社が計測を依頼した調査会社に計測した

データはありますか。貴社あるいは調査会社が使用した計測機器は何か。貴社の風車に関して、保管しているデー

タ件数は何件ですか。 
そのようなデータは、全て公開することが、真剣に風車被害を受けている人に向き合う態度の一つとなる。と考

えますが、貴社はどのように考えますか。 
（答） 
 
 
 
質問：貴社は、風車被害の実態把握、騒音軽減の対策について、どのような研究や具体的な対策をしていますか。

騒音軽減に向けた理論は技術開発の現状についてはどのように認識していますか。 
（答） 
 
 
 
質問： 発電終了後のタワーの解体、撤去、ゴミ処理費用についてどの程度の費用を準備しているか？ 
 また、破産した場合に備えて、その撤去費用をあらかじめ自治体などに提出していますか。 
（答） 
 
 
 
質問：補償について、 

貴社は損害補償について、どのような項目について、どの程度の保障をするべきだと考えますか。 
貴社は損害補償のための資産をどの程度確保していますか。 
貴社は損害補償の実績について、地域、補償額、補償した項目はなんですか。 

（答） 
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現在、私はサラリーマンをしながら自宅の田んぼで稲作をしており、兼業農家で生計を建てております。 
少しでも騒音があれば、保証金が出なくても、賃貸住宅を借りて家との往復をする予定でおります。阿波地区は賃

貸住宅がないので、18km 程離れた旧上野市近辺で賃貸を借り、往復することになると思います。 
それによるデメリットは以下のようになり、その責任は御社にあるので以下に対する補償は請求対象になります。 
・眠るための賃貸住宅の費用            5.5 万円/月（伊賀市旧上野市周辺賃貸費用平均） 
・それに伴う通信費、光熱費 2.0 万円/月（上下水道代：1.0 万円、電気代：0.5 万円、ガス代：0.5 万円） 
・家と借りた住宅の往復のタクシー代     240.0 万円/月（片道 1.0 万*往復 2*ひと月 30*家族人数 4） 
・田んぼの水位や育成状況を確認、リアルタイムに対応する人件費 
                            36.0 万円/月（時給 0.1 万*12h*ひと月 30）  
・家周辺、田んぼ周辺、畑周辺の草刈り依頼費用           2.0 万円/月（時給 0.1 万*4h*5） 
・所有山間地の伐木人件費、また運び出し費用            4.0 万円/月（時給 0.1 万*8h*5） 
・夜間、人がいなくなることによる獣害被害の保障費用  
                       11.0 万円/月（米と野菜の穫れ高の市場価格から計算） 
・夜間、人がいなくなることに対するセキュリティ対策費用     0.9 万円/月（ALSOK プラン想定） 
・大切な家族である犬と猫のペットホテル費用、散歩代行費用 
                      90.0 万円/月（0.5 万*3 匹*ひと月 30+0.5 万*3 匹*ひと月） 
・移動における機会損失補填費用                  8.0 万円/月（世帯収入の 10％） 
・移動による時間ロスで発生する寝不足による労働生産性低下分の補填費用 
                           24.0 万円/月（上頁の質問での計算値の人数分） 
・獣害、騒音被害、風評被害によって起こる不動産価値低下の補填費用 
    6.0 万円/月 （市場調査の金額（1500 万）、不動産価格が 1/10 と想定、あと 20 年住むとして算出） 
 
合算すると、428.4 万円/月となります。ただしこれは私の一家（4 人）のみの計算ですので、阿波地区人口である

1000 人からざっと計算しますと 428.4*4/1000 = 107,100 万円/月となります。 
 
質問：風車被害で上記デメリットを受けた人には上記の計算程度の補償金を継続的に支払うべきだと考えます。 
貴社はどのように考えますか。 
（答） 
 
 
 

また、風車建設が原因での、人口減少も考えられます。当然南房総市の税収が減ります。 
耕作放棄地もさらに増えます。地価も低下します。 

さらに、インフラ破壊なども増加し、いろいろな観点から、各地区、南房総市での損失となると考えられます。 
 
 
 
質問：風車によるメリット、デメリットについて、貴社の考えを示してください。 
 
貴社にとってのメリット、デメリット 
メリット 
収益（発電量（１日あたり）、売電の価格、国などからの補助金） 
（答） 
 
 
デメリット 
建設費（機材の価格、風車の個数、運搬費用、運転コスト、停止後の撤去費用、住民への補償費など） 
（答） 
 
 
 
土地を貸す阿波地区の住民にとってのメリット、デメリット 
経済的なメリット、デメリット 
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（答） 

健康上のメリット、デメリット 
（答） 
土地を貸さない阿波地区の住民にとってのメリット、デメリット 
経済的なメリット、デメリット 
（答） 
 
 
健康上のメリット、デメリット 
（答） 
 
 
貴社からの返事が届き次第、専門知識のある方に相談し対応準備を開始します。早めに回答をいただければ幸いで

す。 
そちらの考えを明確にするために使う考え方や理論、とくに、風車の設計、流体力学、音響キャビテーション、デ

ジタル信号処理、数学、などについての文献を示して下さい。 
文献の検討、騒音の調査と計測、知り合いの専門家との相談などをしますので、調査会社から次の点に関する報

告を貰ってください。 
貴社の風車に関しての、騒音計測、震動計測の為に使った機器の名前と型番、及び計測データそのもの。 

 様々な処理をする前の、生データを言われるものの計測も可能です。誰でも分析できる形で計測した生データを

公開して下さい。 
 阿波地区での計測をすると思いますが、測定では立場の異なる者が、同じ場所で、同時に計測し、計測した数値

が一致することを確認する必要があると思います。 
 こちらの専門家は、精密騒音計、振動レベル計と準備しております。波形解析ソフトや多変量解析のソフトも準

備ができております。もちろん費用は御社持ちです。 
 数箇所での計測を行って、風車が無いときの騒音の状態を調べておく必要がると思います。共同での計測を計画

して下さい。 
回答の資料として、すでに貴社が設置している風力発電所の近くの住民に対する、聞き取り調査の結果が必要と

考えます。調査結果を回答資料として、再調査が可能な形で公開して下さい。 
  
 
私たちはこの暮らし良い阿波地区で、ただただ安心して暮らしたいだけなのです。 
誠意ある対応をよろしくおねがいします。 
 
 
 回答を早めに準備してくださるよう重ねてお願いします。 
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以下、参考資料として、長周新聞の記事を幾つか引用します。著作権に関しては、長周新聞様より 
 
宇山靖政 様  
弊社の記事をチラシにして配布したいとのことでしたら、どうぞご自由に利用なさって下さい。一度新聞紙面にし

て世間に出しているものですので、その引用等の利用方法について弊社から口を挟むようなことはございません。  
長周新聞社   
 
との回答を頂いております。 
 
１１．補足１：風力発電の問題点について 
 

 
 
役に立たず健康被害だけ生む風力発電 ー武田恵世氏の講演会ー 
山口県 2017 年 11 月 13 日 

 
 
安岡沖洋上風力反対の会が主催 ４００人が聴講 
  
 下関市の安岡沖洋上風力発電建設に反対する会と安岡自治連合会は１２日、三重県の歯科医師で歯学博士の武田

恵世氏を講師に招き、「下関風車問題講演会―風力発電を知って考えよう」をＪＲ下関駅前のシーモール下関・シ

ーモールホールでおこなった。安岡沖に全国最大規模の洋上風力発電を計画している前田建設工業（東京）の環境
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アセス準備書に経産大臣が勧告を出し、前田建設工業が工事着工に進むための評価書を準備しているなか、全市的

に問題意識を喚起しようと開催されたもので、安岡・横野地区にとどまらず、彦島、竹崎、新地、長府、勝山、川

中、唐戸など市内各地から約４００人が参加した。 
  
 はじめに反対する会会長の新井萬氏が挨拶に立ち、「最初は、風力発電はクリーンエネルギーだからいいのでは

と思っていたが、勉強してみると低周波の健康被害を出し、漁場も荒らすということがわかった。欧米では住宅地

より１０㌔以上離すことが常識となっている。１０㌔というと、北は梅ヶ峠、東は長府の大部分、南は彦島の半分

が入り、下関の大部分がゴーストタウンになる可能性もある。そこで私たちは、この素晴らしい下関を子や孫に引

き継ぐために反対運動を開始した。今後、毎月１回の街頭活動に加え、今月より奇数月には唐戸地区でも行動を起

こすことを決めている。下関で１人の健康被害も出さず、前田建設が計画を中止するまで頑張っていきたい」と発

言した。 
  
 
 続いて武田氏が紹介された。登壇した武田氏は、要旨以下のような講演をおこなった。 
  
先進地の北欧で被害増大 
  

 私の住んでいる三重県の青山高原には、１９９９年に最初の２基の風

力発電ができ、今では日本最大の９１基の風力発電所がある。当時の三重大学のある教授は「世界的にも模範的な

成功例である」といった。しかし津市所有の４基はシーテックという中部電力の子会社に譲渡した。なぜかという

と修繕費と維持費がかさみすぎたからだ。建設費の半分は国の補助金だったが、それでもダメだった。１３年たっ

て補助金の返還義務期間が過ぎたのでやめておこうということになった。ところがシーテックは風力発電を増設し

ている。 
  
 青山高原の発電実績だが、発電予測値では建設費をまかなうために約１１年といわれた。ただし１年間１度も止

まらなければだが…。しかし現実には１カ月に１回は止まっており、実際の発電実績で割ると約２１年かかる。だ

が風力発電機の寿命は１３～１５年である。だから元がとれないので譲渡、というか売ってしまった。あるときシ

ーテックの役員は「発電しなくていいんです。建設さえすればいいんです」といった。当時は風力発電をつくるだ

けで補助金がもらえ、建てるだけでもうかっていた。 
  
 全国的な状況を見ると、民間の風力発電所で実績を公開しているところはゼロ。自治体経営では８０％が赤字

（ＮＨＫの調査）で、残りの２０％について聞くと、多くが修理費を会計に入れていないだけで実際には赤字だっ

た。「風力発電の成功例を挙げてくれ」と専門家に聞いたところ、６年になるがまだ返事がない。どうもないよう

だ。 
  
 私ははじめは風力発電はいいもので、投資しようかと考えていた。そこで「ＣＯ２排出は削減できるのか？」

「原発の代わりになるか？」「自然環境に優しいか？」「人間生活に悪影響はないか？」「利益は得られるか？」

「将来性はあるか？」「成功例はあるか？」を検討した。 
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 まず、風力発電で原発を減らせるか？ ＮＥＤＯ（新エネルギー・産業技術総合開発機構）の発表で、風力発電

は２０１７年３月時点で３３５６メガワットに増えたという。だいたい原発３基分だ。では原発３基を減らせたの

か？ 
  
 風力発電の場合、定格出力とは最大出力とほぼ同じ意味だが、定格出力になるのは風速１２～２５㍍／秒のとき

だけだ。それは傘が差しにくく、歩きづらいような強風だが、そんな風はめったに吹かない。「めったに吹かない

強い風が吹いたときだけ」、その一瞬だけ原発の代わりになるということだ。風が弱いときや吹かないときはどう

するのか、という基本的な問題がある。設備容量の数値だけでだまされてはいけない。風力と太陽光では地球温暖

化防止は無理だ。地熱や中小水力を増やせば原発の代わりになる。 
  
 では、風力発電は地球温暖化の防止になるのか？ そのためにはＣＯ２を排出する石油や石炭による発電を減ら

す必要がある。風力発電が稼働している時間帯に火力発電を減らせばそうなる。だが、実際にはそうしていない。 
  
 なぜかというと、風力発電からの発電量は電力系統全体の１～２％以下の誤差の範囲だからだ。だから火力発電

は減らさない。風力が相当増えた場合はどうするか？ 北海道電力や東北電力では風の強い日は火力の出力を下げ

るのではなく、風力からの送電を停止（解列）して対応している。私が「風力を止めずに火力を止めたらいいじゃ

ないか」と北海道電力に聞くと、「とてもそんなことはできない。風力は頻繁に変動するので、それにあわせて火

力の出力を上げ下げするとよけい燃料を食う」といわれた。 
  
 それは、電力系統は同時同量（発電量＝使用量）でなければ大停電を起こすからだ。だから電力会社が年間計画、

時間計画にもとづいて数分単位で調整している。朝われわれが出勤する時間帯には増やし、昼休みには少し減らし、

午後にはまた増やし、夕方以降は減らす。ところが風はそのようには吹いてくれない。 
  
 そもそも電気は不足していない。私の住んでいるところの中部電力の数値だが、３７基ある火力発電所のうち１

１基が休止中である。発電所をつくればつくるだけ電気料金にそのコストを上乗せするという総括原価方式で発電

所をつくり続けてきたからだ。だから原発がほぼ止まっていても、なお火力発電は休止中で、電気はあまりまくっ

ている。結局、風力発電によって原発や火力発電の出力を下げたという事実はない。 
  
 ヨーロッパでは実際どうなったか？ ドイツは風力発電が電力全体の４・４％を占めているが、投入予算に比べ

て電力生産は非常に少ない。ＣＯ２の排出量は減少せず、逆に増えた。スペインもフランスもそうだ。唯一デンマ

ークだけがＣＯ２排出量の削減に成功したといわれている。しかし、輸入電力量は２０００年に比べて倍増した。

ヨーロッパでは送電線が国境をこえてつながっている。だからドイツにいわせれば「おたくはうちの国のＣＯ２排

出を増やしただけ」、スウェーデンにいわせれば「うちの水力発電の電気を使っているだけでしょ」、フランスに

いわせれば「うちの原発の安定した電気があるからやっていけるんでしょ」ということになる。つまりデンマーク

は、自分のところの風力発電の電気は送電線に雲散霧消させて、ドイツやフランス、スウェーデンの電気を使って

いる。 
  
 そして、風力発電の先進地といわれたデンマークが、今では「風力発電に反対する最初の国になろうとしてい

る」。デンマークでは、風力発電のそばのミンクの養殖農園の女性従業員の体調が悪化し、ミンク胎児の奇形や死

産が頻発した。農園は廃止になった。現在、風力会社と自治体に損害賠償請求をしている。国会でも問題になって

いる。専門家は「１０００㌔㍗以上の風力発電は１０㌔以上離す必要がある。そうでないと子宮の共鳴振動が起こ

る疑いがある」といっている。安岡沖の風力はこの４倍だ。 
  
 現在、デンマークでは環境規制の強化で実質的に風力発電は建設できなくなった。洋上風力も頭打ちだ。ベスタ

スなどの有名企業が経営難に陥っている。ところが日本には売れるというので色めき立っている。在庫のあまりが

大部あるそうだ。日本の商社がそれを買い叩いている。 
  
 ヨーロッパ全体を見ても、「役に立たず単なる破壊行為である風力計画を中止せよ」という運動が盛んになって

いる。風力発電に反対するヨーロッパ・プラットフォームには２５カ国８１２団体が参加しているが、そこがＥＵ

議会に公開書簡を出した。「不安定でコントロール不能な風力発電からの電気は環境問題を解決できない」「風力

発電は地域住民、経済、国家財政、環境に対する大害悪となるだけだ」という内容だ。実はここで問題にしている

風力発電は７５０㌔㍗である。安岡沖の４０００㌔㍗よりはるかに小さい風力でこのような運動が起きている。 
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 米国議会では２０１３年から風力発電への補助金延長をめぐって論争が起こっている。「風力のコストは天然ガ

スの３倍で、不安定さを補うために火力が待機しなければならない。今年は風力に８５億㌦（８０７５億円）もよ

けいに税金を使った」と議会で問題になり、風力業界の補助金園長要求に対しても、「今後６年間、さらに５００

億㌦（５兆円）もの税金を使うのは、白昼堂堂目抜き通りで銀行強盗をするくらい厚顔無恥な提案だ」（ラマー

ル・アレクサンダー上院議員）という発言がされた。 
  
 欧米では現在、政府が風力や太陽光の補助金を削減し、固定買取価格を値下げする動きが盛んになっており、ブ

ームは去ったとわれている。そこで風力発電や太陽光の資材があまりにあまって、有名企業が倒産や経営難に陥っ

ている。あまった資材を買い叩いて日本に売ろうと商社が動いている。 
  
障害生む複合的な要因 
  
 風力発電による健康被害については、和歌山県由良町の故・谷口愛子氏の証言がある。１９９０㌔㍗の風車から

１・３㌔のところに彼女の自宅がある。彼女は「辛いときは夜中に車に乗って遠く離れたコンビニの駐車場まで行

って寝る」「按摩さんを呼んだら、“ここに来ると何か恐ろしい妙な感じがする（視聴覚障害者は低周波音に敏

感）”といっていた」という。 
  
 青山高原でも稼働当初から被害が発生した。２０００㌔㍗の風車の近くに住む被害者からの証言がある。「私は

生まれたときから渓流の横に住んでいて、渓流の音や滝の音は気にならないが、風車の音はたまらない」（１・２

㌔）、「年をとって耳は聞こえなくなってきたが、風車の音だけはこたえる」（１・２㌔）、「国道と線路の横に

家があってその音は気にならないし、一時的だが、風車の音はずっとでつらい」（１㌔、１・２㌔）、「恐ろしい

音が地面から柱を伝って入ってくる」（２㌔）。 
  
 青山高原のウインドパーク笠取（２０００㌔㍗×１０基、２０１０年２月稼働）は、稼働当初から谷にこだまし

て騒音が増幅し、約２㌔の集落で被害があらわれた。しかし事業者シーテックは数カ月放置し、当初の約束と違っ

てすぐに対処しなかった。 
  
 世界中で風力発電機から同じような距離にいる人たちが、ほぼ同じような症状を訴えている。日本を含む２７カ

国、つまり風力発電のある国ほぼすべてだが、睡眠障害、頭痛、耳鳴り、めまい、吐き気、かすみ目…早い話が不

眠と船酔いに似た症状が出る。高血圧が悪化したり、心臓血管の病気が悪化したりする場合もある。 
  
 非常に複合的な要因が重なって発祥するし、症状を起こす部位も人によって様様だが、原因は風力発電が出す、

耳には聞こえない低周波音、超低周波音だ。人間の内耳器官や頭蓋骨関節軟骨、内臓、子宮などが共鳴振動を起こ

し、それによってさまざまな症状を引き起こす。低周波音は騒音と違って二重サッシでも壁でも防げない。雨戸と

か襖、部屋全体が共鳴する場合もある。「私が辛いとき、金魚が斜めになって泳いでいた」という人もいる。六畳

間が共鳴して辛いという人が多い。 
  
 そのほか風力発電のストロボ効果を怖がって鶏が圧死したり、牛が暴れて死んだ例がある。また停電などで電源

喪失すると自動停止装置が作動せず、強風で羽が飛び散り胴体にぶつかって崩壊した事故もある。ナセルの機械油

が燃えて火災になるが、高すぎて消防車の水が届かないという事故も、最近よく起こっている。 
  
 世界中の被害者が「いくら“被害が出れば補償する”と事前にいわれても、建ってしまったらお終いだ。事業者も

業者も因果関係を認めようとしない」といっている。青山高原では事業者が環境アセスに対する知事意見を無視し

ている。環境アセスは事業者が無視すればまったく機能しないということが明らかになった。 
  
 最後に洋上風力の問題点について。安岡沖の風車の配置だと、海流に大きな変化が起きると思う。流れが速くな

ったところは礫化し、遅くなったところは泥化する。沿岸流も妨げる。また、海底の地形も大きく変わる。支柱を

建てるために直径４０㍍の範囲を掘削し、コンクリの岩礁を埋める。しかもこの影響は長期にわたる。 
  
 事業者は「風車の音は水中には入らない」という。実際には水中の音は空気中と比べて減衰しにくく、速く遠く

まで伝わる。「風車は魚礁効果がある」というが、これも世界中で成功例は見当たらない。掘削による騒音で、魚

の出血や浮き袋破裂による死亡が確認されている。魚卵は自然環境下で発生する音よりわずかに大きな騒音にさら

されただけで孵化率が低下する。 
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 ヨーロッパの研究では、風車の騒音、潮流の変化、送電ケーブルによる電磁場の変化、ストロボ効果、乱気流の

影響が魚に大きな影響を及ぼすことが明らかになっている。大型魚類や底生魚類は減る。イカ、タコ、スズキ、タ

イなどは減る可能性が指摘されている。したがってヨーロッパでは岸から４０㌔以上離しており、ベルギーでは２

２㌔以上離さないと許可しないことになっている。この場合の風車の大きさは２０００㌔㍗であり、安岡沖では１

０㌔離すぐらいではダメだと思う。 
  
 まとめると、事業者はＣＯ２を減らすためではなく高い買取価格に吊られてもうけのために進めているのであり、

ＣＯ２は減らない、自然環境への影響は大きすぎる、人体への悪影響はひどすぎるので、風力発電は出資どころか

決して進めてはならないというのが結論だ。 
  
山場迎える安岡沖風力 
  
 最後に反対する会のメンバーが、足かけ５年目を迎える反対運動の経過を報告した。平成２５（２０１３）年の

前田建設工業による住民説明会を契機に反対する会が発足し、この間反対署名は１０万２２０４筆（９月１４日）

となり、４度にわたるデモ行進で市民に広く訴えてきたこと、自治会など各団体が市長や県知事に対して反対陳情

をおこなってきたこと、横野の会の毎月１回の街頭活動も７７回継続し、参加人数はのべ８９４０人になっている

ことを報告した。 
  
 また、前田建設の環境調査を認めないと住民が抗議したところ、前田建設は反対運動を潰すためのスラップ訴訟

を起こしてきたが、住民が測定機器を壊した証拠も出せず、最近ではわざと住民を罠にはめるためにダミーの機器

を置いていたことが発覚したとのべた。さらに山口県漁協下関ひびき支店の漁師たちは、工事差し止めの訴訟を起

こすなど風力反対を貫いており、県漁協幹部の嫌がらせにも負けず頑張っているとのべた。そして裁判闘争は、来

年はじめには証人尋問という山場に入ると報告した。最後まで運動を続ける決意とともに、全市民の結束と資金カ

ンパの協力を訴えた。 
  
 市内各地からやってきた参加者は、講演にうなずきながら終始熱心に聞き入った。終了後、「下関市民はこの講

演を聞くべきだ」などと記されたたくさんのアンケートとともに、反対する会の活動にカンパを寄せた。 
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１２．補足２：風力発電の問題点について 
 

 

 
 
> 石狩風車の低周波音測定結果と健康被害 元札幌医科大学講師・山田大邦氏の論文より 
石狩風車の低周波音測定結果と健康被害 元札幌医科大学講師・山田大邦氏の論文より 
社会 2018 年 2 月 8 日 
 政府・経済産業省は、化石燃料を消費せず二酸化炭素を出さない風力発電や太陽光発電を「クリーン・エネルギ

ー」といって建設を促進している。これに対して大型風車が建っている地域の住民から、健康被害の訴えがあいつ

いでいる。ところが、原因となっている低周波音について厳格な測定がおこなわれたことはあまりなく、ずさんな

測定で「問題なし」として住民の訴えが退けられている地域も少なくない。さらに環境省は平成２８年、「風車騒

音は聞こえない超低周波音ではなく聞こえる騒音の問題として扱う」という指針を提案した。元札幌医科大学講師

の山田大邦氏（生物物理学）は、北海道石狩市で稼働している１５００㌔㍗級風車の音を実際に測り、超低周波音

領域が最大音圧レベルで、その原因が風車特有の風切り音とその倍音構造（後述）にあることを確認した。山田氏

の承諾を得て、『日本の科学者』２０１７年１２月号（日本科学者会議発行）に発表した論文「石狩既設風車の低

周波・超低周波音測定と健康被害」を引用しながら、その内容を紹介したい。 
  
 ◇ーーーーーーーー◇ーーーーーーーー◇ーーーーーーーー◇ーーーーーーーー◇ 
  
 空気の振動が耳に伝わり、鼓膜を振動させることによって、人は音として感じる。１秒間に振動する回数を周波

数といい、ヘルツという単位であらわす。振動の回数が多ければ高い音、少なければ低い音になる。また、高い音

と大きい音は異なり、音の大きさ（強さ）はデシベルという単位であらわす。 
  
 人間の耳が聞こえる範囲は２０ヘルツから２万ヘルツといわれる。低周波音とは人間の耳に聞こえにくい１００

ヘルツ以下の音のことで、ほぼ聞こえない２０ヘルツ以下の音を超低周波音という。 
  
 風車が生む健康被害は、騒音被害とは区別される低周波音・超低周波音（風車の羽が空気を切り裂いて生まれる

振動）を主な原因とするもので、それは頭痛、不眠、動悸や胸の圧迫感、息切れ、めまい、吐き気などの自律神経

失調症に似た症状を生む。低周波音は騒音と違って反射・吸収が少なく、貫通や乗り越えが顕著なので、二重サッ

シの防音壁は効果がないどころか逆に被害を拡大するし、騒音が距離を離すと減衰するのに比べて低周波音は遠く

まで届く。低周波音による健康被害を解決するには、風車の撤去か住民の転居しかないといわれている。 
  
 この健康被害については、東伊豆（静岡県）、青山高原（三重県）、由良町（和歌山県）などの住民や医師が訴

えている。２０００年以降は発電量増大のための風車の大型化・大規模化が進み、２０１０年の環境省報告では、

風車から１㌔以内、１基１０００㌔㍗以上、１施設１０基以上、総出力５０００㌔㍗以上の場所での苦情件数の増

加・継続化が明らかになっている。 
  
 日本では、環境省が２００４年に「聴感実験において約９割の人々が寝室で煩わしいけれど許容できるレベル」

として「心身に係る苦情に関する参照値」を設定している。しかし、これに対して日本弁護士連合会は２０１３年、

①医師等で調査研究機関を組織し、低周波音の長期暴露による被害実態の疫学調査をおこなうべきである、②「１

００ヘルツ以下の音は聞こえにくい、１０ヘルツ以下の音は聞こえないから、いずれも生理的な影響は考えられな

い」という考えを前提にした「参照値」を撤回し、ポーランド等外国先進例の基準をもとに暫定基準を設けるべき

である、③①にもとづいて健康被害防止可能な規制基準をつくり、風車立地やエコキュート（ヒートポンプ給湯器）

の設置場所の基準を策定すべきである、との提言を発表した。 
  
 和歌山県の医師・汐見文隆氏は、「参照値」は耳から入ってくる音を聞き取る気導音の実験値をもとにしたもの

で、骨導音を無視しており、「低周波音被害者を切り捨てるための悪魔の目安でしかない」とのべている。 
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 日本の「参照値」と外国の基準とを比較すると【図１】、オランダは５０～６０歳代の被験者のうち、敏感な人

から「１０％目」の人を基準としている。これは健常者平均値の聴覚閾値（いきち、５０％の人が聞こえる）より

５デシベルずつ低い。また、ポーランドでの疫学調査・閾値実験などによって設定された被害者救済基準は、１０

０ヘルツ以下の領域で日本より１０デシベル以上低い。 
  
 さらにスウェーデン、デンマーク、オランダ、イギリス、ドイツ、オーストリアなどでは、恒常的な回転に連動

しない純音、突発音があれば、ペナルティとして実測値に五デシベルを加えることが決まっている。諸外国の例か

ら、日本では音に敏感な人を保護するさらなる規制強化が必要だということがわかる。 
  
数値測定し被害を実証 
  
 低周波音による自律神経失調症的な症状は、低周波音を測定し外因を証明することによって客観性が裏付けされ

ることになる。これまで風車による健康被害が起こっても、原因を究明し事業者に責任をとらせることができない

まま、転居によってようやく被害を逃れている被害者も多い。したがって被害現場での低周波音の正確な測定は、

問題の解決には不可欠のものである。 
  
 山田氏は、風力発電が生む問題を実証的につかむため、北海道石狩市で既に建設され、運転している風車の低周

波音を、２０１４年６月から今年１月まで３年半にわたって測定し、所属する科学者会議北海道支部大規模風力発

電問題研究会で議論を重ねてきた。 
  
 石狩新港周辺は工業団地である。工場従業員や住民への健康被害を懸念して建設場所の変更を求めた知事意見が

環境省・経産省によって無視され、３事業者による２０基（７万㌔㍗）の風車が既に環境アセスメントを終了し着

工している。計画当初の発電量を変えずに設置基数を変えて一基あたりの出力を五割増としており、石狩市を中心

に札幌市北区・手稲区、小樽市まで低周波音被害が心配されていたのである【図２】。 
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 山田氏は測定を開始するにあたって、音の測定方法を次のように決めた。 
  
 国・環境省や事業者が騒音測定で用いるＡ特性は、聴覚の機能が低周波音を聞き難いという特性を表現したもの

である。だが、風車からどのような音がどのように出ているかは人への影響を考える基本になるので、はじめから

低周波音は人への影響がないとして軽視することは科学的態度とはいえないことから、そうした補正をしない平坦

特性を用いて測定をおこなった。 
  
 また、国・環境省が周波数分析に用いる３分の１オクターブバンド法では、１０ヘルツ以下では１、１・２５、

１・６、２・０、２・５ヘルツ…など代表点の大きさだけをあらわし、これからずれた周波数は正しく表現されな

い。しかし健康被害を出しているのだから、どこがその発生源か、対策はどうするかと考えないと科学技術の進歩

はない。そこで周波数成分を正確にとらえる高速フーリエ変換分析法（ＦＦＴ法）も用いた。 
  
 山田氏は、２００５年と２００８年に建設された石狩市民風力の１５００㌔㍗級風車３基を対象として、１基の

み回転している風車音を測定してきた。測定の条件は、①工場停止時、②定格回転時、③風車から１００㍍の位置

で測定する、とした。定格回転とは、風車が効率よく発電する、支柱の高さ位置で１２～２５㍍／秒の風が吹いた

ときの状態である。 
  
参照値超えた西端風車 
  
 まず、３基のうちの西端風車の場合である。西端風車はベスタス社製で出力は１６５０㌔㍗、定格回転は１分当

たり１４・３回転である。測定された原音は、１・４秒周期の恒常的な突発音であった。これは風車の３枚の羽の

風切り音であり、「ヴォーン、ヴォーン、ヴォーン」という音圧変動のくり返しが風車音の特徴である。 
  
 これをＦＦＴ法で分析したのが図３である。縦軸は下端から始まる時間、横軸に周波数（ヘルツ）、濃淡で音圧

レベル（デシベル）を示した。音圧が強い箇所が濃く表示されている。 
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 これを見ると、２０ヘルツ以下の超低周波音領域で、０・７ヘルツを基本にして、１・４、２・１、２・８、

３・５、４・２、４・９ヘルツと続く倍音位置に大きな音圧の固有音があることがわかる（白抜き矢印）。また、

低周波音領域の１６・７、２２前後、３４、６０、１００ヘルツのところに、音圧レベルが一定の大きな純音があ

る（黒矢印）。この純音というのは、風車の羽による高い周波数の風切り音と、風車のギア系や風向きにあわせる

モーターなど多様な機械音からなっていると考えられる。 
  
 図４は６４秒時の周波数特性図（断面図）であり、ＦＦＴ法と３分の１オクターブバンド法の二つの分析結果を

同時に示したものである。ＦＦＴ法の分析結果には、超低周波音領域に音圧レベルが大きいピークが並んだ倍音構

造が示されている。また、３分の１オクターブバンド法でも、１６・７、６０ヘルツの大きなピークは共通してい

る。３分の１オクターブバンド法では超低周波音領域のピークを確認できないが、その４倍の精度を持つ１２分の

１オクターブバンド法では１０ヘルツ以下でもＦＦＴ法と同じ位置にピークを確認することができた。 
  
 環境省の「参照値」に照らしてみると、６０ヘルツと１００ヘルツの音が参照値を上回っており、アウトである。

ポーランド基準に照らして見ると、１６・７ヘルツ、３４ヘルツも危険領域となり、それは純音であることからペ

ナルティの５デシベルを測定値に加えると基準オーバーとなる。とくにＦＦＴ法では、以上の周波数で突出した音

圧レベルを示していることがわかる。これらが頭痛やめまい、不眠を引き起こす原因である。 
  
さらに上回る中央風車 
  
 次に、西端風車と同じ出力の中央風車でも同じ条件のもとで測定した。羽の直径が西端風車よりも小さい（西端

８２㍍、中央７４㍍）ために、定格回転は１分当たり１９・２回転、先端の速度は時速２６５㌔㍍と新幹線なみで、

西端（時速２１６㌔㍍）より高速である。この先端速度の差は、羽が風を切るさいの突発音圧成分の３倍増となっ

ており、超低周波音領域の成分の増大となる。 
  
 図５でこのことを示している。図４と比べると、超低周波音領域で音圧レベルが西端風車よりも約１０デシベル

ずつ大きい。また、低周波音領域の３０、６０、９０、１００ヘルツ音が、ポーランド基準はもちろん「参照値」

もオーバーする。さらに純音へのペナルティ５デシベルを加えると基準を大幅にこえることになり、国際的なレベ

ルから見て中央風車は停止すべきだと指摘することができる。 
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 なお、４０デシベルの横線「日中暗騒音」は、日曜日夕方、風車が全基ストップし工場も止まっているときに測

定した結果のうち、２０ヘルツ以下の最大値である。中央風車では、この状態よりも３０デシベルずつ音圧が大き

い風切り音の倍音が見られる。恒常的にこうした音にさらされている住民は、慢性的な健康被害を起こす可能性が

ある。 
  
 では、実際に健康被害を発症している人と低周波音との関係はどうだろうか。 
  
 石狩の既設風車のそばに住むある住民は、２００５年に風車が稼働し始めてから頭痛や耳鳴りで苦しみ、家を離

れるとその症状が消えて眠れることから、全国の風車病の被害者の症状に似ていると訴えていた。そこでこの住民

が頭痛や耳鳴りで目覚め、眠れなくなったときに、その場で音を測定した。 
  
 それが図６である。測定開始後３０秒前後の、原音の音圧を示している。風車の３枚の羽が回転する１・５４秒

ごとに突発変動音があらわれている（折れ線グラフ上の矢印）。 
  
 図７は被害者宅内の音をＦＦＴ法で分析したものである。超低周波音領域で０・６５ヘルツを基本とした風車特

有の倍音構造があらわれている（白抜き矢印）。倍音構造とは、風車の風切り音がもっとも音圧の強い周波数を基

本としつつ、さらに大きな周波数でも連動して強い音圧があらわれることをいう。 
  
 図８は測定開始後４９０秒の時点での周波数特性をあらわしたものである。３分の１オクターブバンド法では、

４０ヘルツのところに「参照値」に近い山があり、被害の原因になっている可能性がある。位置を正確に示すＦＦ
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Ｔ法ではそれは３６ヘルツの音として検出されており、音圧は周辺周波数よりも３０デシベルも突出している。こ

れは図７上端の黒矢印３個の中の左の矢印で示されている、風車特有の回転に連動しない純音の一つである。 
  
 ３分の１オクターブバンド法で示されるポーランド基準と比較すると、この４０ヘルツの純音がオーバーしてい

る。１００ヘルツの純音も危険領域となっており、ペナルティ５デシベルを加えると基準を超過するため、回転数

の減少か停止が必要になる。 
  
 さらに超低周波音領域の一部では、静かな状態の「日中暗騒音」より１０デシベルも高く、静まりかえった夜間

では大きな刺激になっている可能性がある。調査では、石狩既設風車の音は深夜、２㌔離れた場所にも届いている

ことがわかっており、敏感な人は風車病を発症する可能性がある。 
  
 分析結果から、風車の低周波音が健康被害を発生させていることは明らかである。しかもこの測定結果は、定格

回転（１分当たり１４・３回転）よりも遅い１３回転であり、工場や車などの環境騒音の少ないはずの深夜の測定

値である。なお、住宅だけでなく、風車から６５０㍍離れた工場の従業員の中にも同じような健康被害で退職して

いる人が複数おり、退職すると症状が消えたそうだ。 
  
風車停止で被害が改善 
  
 ２００７年末、東伊豆の別荘地では１５００㌔㍗×１０基の風力発電が運転を始めた直後から、住民のなかで健

康被害が続出した。この因果関係を調べるため、事故で風車が停止しているとき、団地自治会が独自に疫学調査を

実施した【表１】。不眠、血圧、胸・腹・歯・鼻・耳痛などの症状が、風車が停止することで大きく改善したこと

がわかる。 

 
 この結果を受けて住民が動き、今後は夜間に住宅直近の風車３基を停止すること、次に近い風車２基の回転数を

４割減らすこと－－という内容の協定を、自治会と事業者と東伊豆町の三者で結んだという。これによって睡眠障

害は７割減った。ただし、それでも耐えられず転居した家族もいる。 
  
 石川島播磨（ＩＨＩ）の技術者で元成蹊大非常勤講師の岡田健氏は、風車音に含まれる１～１０、１０～１００、

１００～１０００ヘルツの３つの成分のうち、低速から中速、高速へと風車の回転数が増大するにつれて、主に１

～１０、１０～１００ヘルツ成分が増大することを示している。石狩の調査でも、風車の中速回転（西端風車）と

高速回転（中央風車）を比較すると、ＦＦＴ法でも３分の１オクターブバンド法でも、高速回転では５０ヘルツ以

下の成分が大きくなり、とくに１０ヘルツ以下が大きくなっている。超低周波音が風車病の原因を究明するうえで

無視できないものだということであり、東伊豆で症状が改善したのも風車の回転数を減らしたことがその一因にな

っているということである。 
  
 山田氏は論文の最後で、次のようにまとめている。 
  
 今回、平坦特性とＦＦＴ分析を使って測定し、風車の音は１０ヘルツ以下の超低周波音領域に大きな音圧の風切

り音とその倍音を持つことがわかった。この領域を過小評価するＡ特性で風車の音を扱ってはならないということ

である。また、国・環境省が用いる３分の１オクターブバンド法以上に周波数成分を分解できる１２分の１オクタ

ーブバンド法によって風車の健康被害を解明すべきである。 
  
 大型風車で羽の先端速度が大きい場合には超低周波音領域の音圧がさらに大きくなり、また超低周波音は減衰し

難いので、健康被害が遠方まで及ぶ可能性がある。風車を抱える自治体は健康調査を実施すべきである。東伊豆の
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住民運動が夜間出力規制を実現したことを力として、石狩でも住民サイドに立つ研究者と市民運動との共同で関係

自治体を動かす必要がある。 
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> 風車騒音の健康影響  北海道大学大学院 工学研究院教授 松井利仁 
風車騒音の健康影響  北海道大学大学院 工学研究院教授 松井利仁 
社会 2017 年 7 月 28 日 

 
 北海道石狩市では、石狩湾周辺に３０００㌔㍗以上の風車四六基（総出力１６・７万㌔㍗）が建設されようとし

ていることに、市民が粘り強い反対運動を起こしている。先日、本紙に石狩湾岸の風力発電を考える石狩市民の会

のメンバーから大量の資料が送られてきた。そのなかで５月１３日に開催したシンポジウムでの、北海道大学大学

院工学研究院教授・松井利仁氏（工学博士）の講演「風車騒音による健康影響と石狩湾新港周辺三事業の影響評価」

が地元で大きな反響を呼んでいることも記されていた。講演内容は専門家の見地から低周波音の人体への影響をと

らえたもので、同じように風力発電と向き合っている下関市民にとって、もっとも知りたい内容を含んでいること

から、松井氏に直接連絡をとり講演要旨を紹介することに快諾を得た。松井氏は北海道や札幌市の環境影響評価審

議会委員も務めた。なお、最近下関市の安岡沖洋上風力発電を計画する前田建設工業が松井氏を訪ねて意見を求め

ており、「周辺人口が多すぎるので、この計画では健康影響が出る」と伝えたことを本人が明らかにしている。以

下、その講演要旨を紹介する。 
  
騒音で人が死んでいる 
  
 風力発電がもたらす環境影響は、一つは自然破壊、漁業環境破壊、それと今からお話する人への影響、健康への

影響、この二つが大きなものだ。 
 まず札幌市を対象にした騒音、交通騒音の健康影響について見てみたい。札幌市で環境要因でもっとも人が死ん

でいるのは騒音だ。騒音で人が死ぬというメカニズムは風車騒音も共通している。この交通騒音の健康影響という

のは世界的に、とくにヨーロッパでは常識になっている。６年前の２０１１年、フィンランドの研究所がおこなっ

た研究で、フィンランド、ドイツ、ベルギーなど欧州六カ国で粒子状物質、交通騒音、ベンゼン、ダイオキシン、

ホルムアルデヒドなどでどのぐらい健康損失が生じているかの推定値を明らかにした。１００万人当たり１年間で



145

 

145 

どのぐらい損失しているかという数値で、ある人が１年早く死んだら１年損失である。明らかにトップは粒子状物

質（6,000～10,000）だ。これは日本でも全体的に見ればトップで、健康損失は年間３万人といわれている。ただ

し北海道はそれほど汚染されていない。 
  
 二番目が実は交通騒音（500～1,000）だ。粒子状物質とはひと桁違う。一方、最近豊洲で話が出てきたベンゼン

は２～４で、さらに桁がちがう。ホルムアルデヒドは０～２。交通騒音は粒子状物質に次いで二番目に高いのだが、

よくマスコミをにぎわすのはベンゼンとかダイオキシン、ホルムアルデヒド。実際には交通騒音はそれより三桁ぐ

らいリスクが高い環境要因である。 
  
 従来、騒音は不快感を及ぼしたり生活妨害を起こす環境要因にすぎないと主張する人が多い。しかし現在ＷＨＯ

をはじめ騒音の健康影響を研究している者の常識は、「聴取妨害は不快感を及ぼすけれども、睡眠妨害はさまざま

な身体的健康影響を及ぼしている」というものだ。 
  
 ＷＨＯの資料だが、複数の地域で住民を対象に道路交通騒音と心筋梗塞の発症リスクとの関係を調査した。騒音

が８０デシベルで１・５倍になっている。つまりその地域に住んでいると、他の地域よりも１・５倍、心筋梗塞の

患者が多い。増えた分の５０％は騒音が心筋梗塞の発症につながっている。日本の騒音の環境基準は、三大死因の

一つである心筋梗塞の患者が１５％増加するところに設定されており、けっして住民の健康を保護していない。こ

れが騒音の環境基準の現状だ。 
  
 札幌市でこのＷＨＯの計算方法をそのまま用いて試算した。毎年 45,000 人（札幌市の５０人に１人）が道路交

通騒音で軽度の睡眠障害を起こし、毎年１５０人が道路騒音で心疾患を発症し、そして毎年２０人が道路騒音によ

る心疾患で死亡することになる。これを札幌市の主要道路周辺に限って見てみると、道路交通騒音による生涯死亡

リスク（死因）は１００人に１人。これはとんでもなく高い数値で、たとえばベンゼンの環境基準は 100,000 人に

１人の生涯死亡リスクを採用している。 
  
 他の死因と比べてみた。札幌市の各種年間死亡率で見ると、道路騒音による心疾患で 100,000 人当たり毎年３０

人が亡くなっている（高い数値の場所）。もちろん一番多いのはがんで、100,000 人当たり年間２７８人、脳血管

疾患で７１人だ。しかし不慮の事故２３人、自殺２２人、腎不全２１人よりも騒音で亡くなっている人の方が多い。

低周波音も同様に危ない。このことが余り知られていない。 
  
低周波音とその発生源 
  
 低周波音とはどういうものか？ 環境省は１００ヘルツ以下の音を低周波音と呼んでいる。超低周波音は２０ヘ

ルツ以下で、これは国際的に決められている。国によっては２００ヘルツ以下を低周波音としているところもある。

私もその方がいいと思う。苦情を見ているとその範囲の苦情がけっこうあるからだ。ところが国はどうしたかとい

うと、これすら関係のないものにしてしまった。今年５月、環境省は「風力発電については、耳に聞こえない超低

周波音（２０ヘルツ以下）には健康影響との関連は見られないので、低周波音に注目して評価するのでなく、聞こ

える騒音レベル（Ａ特性）で評価せよ」という実に非科学的な内容の通達を出した。 
  
 低周波音の発生源は、高架道路（橋が揺れると一種の大きなスピーカーになり、揺れる振動数によって低周波音

が出る）、風力発電、室外機（ヒートポンプ、エコキュート）などさまざまなものがある。日本で最初に低周波音

事件が起こったのは西名阪自動車道路という高架道路だった。 
  
 西名阪自動車道路の問題がマスコミで話題になったのは昭和５０年頃。「朝起きてみたら位牌の位置が動いてい

た」ということで話題になった。次に平成９年頃から家庭用ヒートポンプ（エコキュート）が普及しはじめた。寝

室のすぐ横でエコキュートがずーっと回っていて寝られない。電気で回るエコキュートはまだましで、ガスで回る

場合、５０ヘルツの原付エンジンが寝ている部屋のすぐ横で夜中にずーっと回っているのと同じだ。 
  
低周波音の物理的特徴 
  
 低周波音は普通の騒音と違う特徴がある。 
 まず、低周波音は遠くまで届く。4,000 ヘルツの騒音は２㌔離れると音の大きさにして２００分の１以下にボー

ンと下がる。これと比べ６３ヘルツとか１２５ヘルツなどの音は、２㌔離れてもほとんど減衰しない。１㌔、２㌔
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離れたら影響は減るだろうというのは甘い考えで、人間の耳では差がわからないぐらいだ。遠くまで届いてしまう

のが低周波音だ。 
  
 低周波音がやっかいなのは建物に入ってきやすいことだ。高い音は窓を閉めれば音の大きさは落ちる。デンマー

クでの実測例だが、１００ヘルツをこえるとある程度減衰するが、５０ヘルツあたりだと窓を閉めても変わらない

か、窓を閉めると室内のレベルが上がった。どうしてそうなるかというと、一番の理由は共鳴だ。日本の家屋の場

合に起こっているのは、天井と床の間での共鳴だ。天井と床の間が２・５㍍ぐらいで、床面と天井面でレベルが上

がる。床に布団を敷いて寝るとレベルの高いところで寝ているということになる。床ではとても寝られないので、

簡易ベッドをつくって枕を上げたら寝られるということも起こっている。 
  
 低周波音でどんな影響が出るか。４０年前の１９７７年、西名阪自動車道の周辺で低周波音の健康影響が出る事

件があった。周辺住民が「頭痛・頭重」「不眠（睡眠障害）」「イライラ」「肩こり」「めまい」（多い順）とい

う症状を訴えた。注目すべきはパーセンテージで、周辺２０㍍までのところに７７人が住んでいたが、そのうち２

人に１人が「頭痛・頭重」「眠れない」という症状を訴えた。また４人に１人が「めまい」を訴えた。これは健康

影響以外のなにものでもない。「頭痛・頭重」「肩こり」「めまい」というのは音で生じる影響とは考えられない。

そうではなくて内耳の前庭という所で空気の振動を検知することによる障害だ。これはいわゆる風車病と同じ症状

だ。 
  
 低周波音で風車病の症状が起こるというのは、日本では４０年前に知られていた。海外よりも早かった。それな

のにいまだに低周波音を否定する人がいるのが私にはわからない。とくに騒音専門家といわれている人たちがこれ

を知らない。 
  
健康被害が起る仕組み 
  
 人間の耳は、鼓膜があって中耳があって、蝸牛というところで音を分析して脳に伝える（図１）。そこには前庭

という機関があって、頭の傾き、頭の振動を検知して体の平衡機能を保っている。音は鼓膜から入ってきて、まず

前庭窓を刺激し、中のリンパ液を振動させて、一部は蝸牛に伝わって音として感じる。前庭窓から蝸牛の間に卵形

嚢（のう）、球形嚢という二つの器官があり、ここが振動を感じる感覚器官だ（図２）。入ってきた振動はまずこ

の二つを振動させてから蝸牛に入る。卵形嚢･球形嚢は低周波音でしか反応しない。 
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 低周波音による「公害病」はいくつかに分類できる。一つは低周波音が聞こえることによって「小さい音」でも

気になって眠れない環境性睡眠障害。中・高周波音では小さい音は気にならない。「小さな音」が気になるかどう

かは個人差があり、騒音計で評価することは困難だ。もう一つは今紹介した前庭への刺激で、耳に聞こえる音とし

てではなく圧迫感・振動感を感じることによって眠れなくなるのと、振動によってめまい、頭痛、肩こりを起こし

ていわゆる風車病となる。「音が気になる」かどうかより、物理刺激との関係が強い。さらにもう一つ、上半規管

裂隙症候群（ＳＣＤＳ）という障害を持っている方がいる。１９９８年に発見されたもので、有病率は１～５％。

その方は低周波音、とくに超低周波音の感受性が極めて高い。この三つが発症機序である。 
  
 風車騒音と風車病・睡眠障害との因果関係について。風車病（風車症候群）と名前をつけたのはヨーロッパの研

究者ニーナ・ピアポントだが、彼女が風車の近くに住んでいる人を調査して「転居したら治る」ということを調べ

た。それはきわめて強い因果関係を証明している。関連の可逆性という。２０００年代のことだが、この時点で疫

学関係者は風車病というのは低周波音で起こると確信していたはずだ。ところがいまだにそう思わない人がいる。

耳鼻科ではもっと前から、音が前庭を刺激して「めまい」が起こるというのはチュリオ現象として教科書に書いて

ある。実はチュリオ現象は前庭器官の診断に使われている。 
  
 もう一つ、低周波音による「環境性睡眠障害」については、すでに複数の疫学調査結果（環境省を含む）で風車

騒音と「睡眠障害」との関係は明らかにされている。にもかかわらず環境省は「睡眠障害」という言葉を使わない。

家庭用ヒートポンプ（エコキュート）による「睡眠障害」に関しては、２年前の２０１５年に、参照値以下のレベ

ルでも睡眠障害が起こるということを消費者庁が認めている。低周波音で睡眠障害が起こることは明らかで、これ

を否定する人は科学者ではない。 
  
環境省の対応と問題点 
  
 環境省は実に非科学的なことをやっている。ＷＨＯは１９９９年に低周波音についての知見を出した。「Ａ特性

騒音レベルによる評価は不適切である」「低周波音が多く含まれる騒音に対しては、より低いガイドライン値が推

奨される」「低周波音は低い音圧レベルでも休息や睡眠を妨害する可能性がある」ということをいっていた。 
  
 低周波音について環境省は、寄せられた苦情に対して２００４年に参照値という目安をつくった。参照値という

のは、１０人に１人が寝室で「気になるレベル」を調べたものだ。そして環境省は参照値を目標値にしないよう通

達した。住民の１割に影響が出るような値では住民を保護できないからだ。また、参照値は室外機など定常的な低

周波音を対象としており、風車の風切り音のような規則的な変動がある場合はもっと「気になる」からだ。ところ

が事業者は通達を意図的にねじ曲げて、「環境省は参照値を使うなといった」といって、もっと緩い「環境基準値」

や「気になる―気にならない曲線」、５割の人に影響が出るような数値を目標値にした。これは倫理観のある人間

の行為ではない。利益追求しか考えない事業者やコンサルタント会社による公害犯罪だと思う。 
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 先にのべたように環境省は今年５月、「風力発電から発生する騒音に関する指針」を出した。環境省が選んだ専

門家は「風車騒音の影響は“聞こえる音”による生活妨害や不快感である」「“聞こえる音”なら騒音レベルで評価で

きる」「“聞こえる音”なら風車以外の騒音のある地域では基準値を緩めるべき」というものだ。なぜこういう論理

を環境省が採用したのか、信じられない。これに対して選ばれなかった専門家、私だが、「環境省の研究でもすで

に睡眠障害との因果関係が示されている。それを生活妨害とか不快感という言葉で矮小化するな」「ＷＨＯは２０

年前に騒音レベルでの評価を否定している」「前庭への影響は低周波音だけであり、人間は低周波音を聞き分けて

“気になる”のだ」と反論している。 
  
石狩の住民はどうなる 
  
 石狩湾新港周辺に計画されている風力発電事業について、人体への健康影響を評価してみた。影響の評価方法は

「圧迫感・振動感」に注目したもので、事業者が提出している準備書をもとに、Ｈ特性音圧レベルから圧迫感・振

動感を優先的に感じる住民の症状発生率を算出した。「圧迫感・振動感」の優先知覚率は「気になる曲線」より控

えめである。 
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 まず、石狩コミュニティウインドファーム（3,200㌔㍗×７基）だが、発症率１％以上のところに住宅地、住宅街

がある。３００人以上の周辺住民に健康リスクが生じる可能性がある。さらに風車は工業団地の真ん中にあるが、

工業団地内では発症率は２０％、３０％、つまり３人に１人、場所によっては２人に１人が圧迫感・振動感を優先

的に感じ、睡眠障害などの健康リスクが生じる可能性がある。仮に工業団地に 1,000 人働いていたとすると、３０

人ぐらいは圧迫感・振動感を感じ、その半数以上は就労困難になる可能性がある。 
  
 次に銭函風力発電（3,400㌔㍗×１０基）だが、工業地帯からは少し離れている。石狩市樽川地区、札幌市手稲区

山口団地のあたりで０・５～１％ぐらいの人に健康リスクが生じる可能性がある。計算すると３００人以上に健康

リスクが生じる可能性がある。全員が発症するとはいわないが、ゼロになることはありえない。 
  
 そして一番問題の石狩湾新港洋上風力（4,000㌔㍗×２６基、図３参照）だが、石狩市のほとんんどの住宅地と札

幌市北区屯田、手稲区の大部分、小樽市銭函市街地で０・５～１％をこえる住民に影響が出る（図３のだ円で囲っ

た部分）。個人のリスクは小さくても人口が多いので、トータルとして約 2,000 人に健康被害の発症リスクがある。

これだけ人口密集地の近くに大規模洋上風力発電がつくられるところは他にない。 
  
低周波での科学の限界 
  
 さて、水俣病の場合を考えてみたい。「経済成長にブレーキがかかるから」「原因は厳密に特定できない」とい

う理由で水俣病は約１０年間放置され、企業は有機水銀の垂れ流しを続けた。それをサポートしたのが科学者だ。

彼らは「原因はまだはっきりわかっていない」ということをいい続けた。のちにそれは「非科学的」と裁判で否定

されたが、残念ながら彼らはその後も何の痛みもない。それにマスコミも協力した。「中央の権威がこういってい

る」という報道をして国民を納得させた。熊本大が解明した「有機水銀説」は闇に葬られた。御用学者には鹿児島

大学長というポストと研究費が与えられた。 
  
 風車騒音被害の場合はどうなるか？ 「パリ協定の目標を達成しようと思ったら再生可能エネルギーを増やさな

ければならない」といって、住民が睡眠障害や風車病を訴えているのに聞き入れない。そして水俣病の場合は個人

の科学者が住民の健康被害を否定したが、低周波音の場合は日本騒音制御工学会という学会自体が否定している。

原子力学会が原発の推進をやっているようなものだが、実際には原子力学会に加入している研究者で反対している

学者もいる。ところが騒音制御工学会は低周波音について非科学的な発表を続けている。それはこの学会が環境省

からの委託研究がないとやっていけないからだ。現状は半分以上が委託研究だ。なので私は去年、騒音制御工学会

をやめた。 
  
 世界的には騒音・低周波音の健康影響についてかなりわかってきている。欧州では２００２年にＥＵが環境騒音

指令を出し、２００９年にはＷＨＯが夜間騒音ガイドラインを定め、騒音対策が進められている。六月に国際会議

があるが、心疾患だけでなく、脳血管疾患、糖尿病、がん、精神疾患など、睡眠障害に起因するさまざまな疾患と

の関係が医学的に明らかにされつつある。低周波音は欧州ＷＨＯが風車騒音のガイドラインを策定中である。 
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 しかし日本ではどうなっているか。国の法律は４０年前の知識にもとづいたもので、国民の健康は保護されない。

さらに地域差がある。騒音は地域指定されているところしか法律が適用されない環境基準だ。もし大気汚染で｢こ

この地域に住んでいる人には基準を適用しない｣というようなことをいったら大騒ぎになるが、それをやっている。 
  
 １９９９年と２００９年のＷＨＯガイドラインにある健康影響を無視している。 
 また司法も、国の法律が定める基準値にもとづいて判断をおこなっている。私も裁判の証言にかかわってきたが、

健康影響、睡眠障害をとり上げてくれる裁判官はいるが、最高裁までいくとＷＨＯガイドラインすら科学的根拠な

く否定している。裁判所はここまでできるのかと思う。 
  
 騒音・低周波音の健康影響が無視され続ける理由は、地球環境問題と同じ構図だと思うが、資本主義の下で利益

追求を目的としているからだ。騒音・低周波音で人が死ぬと思っていないので、健康保護より利益追求を第一にし

ている。被害者が訴えても他人事だ。また、騒音・低周波音はほとんどの事業に関連し、どんなアセスメントでも

騒音が出てくるため、利益追求には厄介な環境要因になり、何とかなきものにしたいと考えている。そのために騒

音専門家を起用する。一番の責任者は東京大学名誉教授の橘秀樹氏で、環境省の環境審議会騒音振動部会などで約

２０年間、環境行政を歪めてきた。 
  
 最後に石狩湾岸の風力発電事業に対してだが、国はそもそも睡眠障害・風車病を認めておらず、そうしたなかで

住民が因果関係を立証するのは困難だ。騒音・低周波音については法律で住民は保護されていない。そして事業者

は「不特定多数の住民への加害」という、自分の家族にもいえない恥ずかしいことをやっている。私は、事業者は

この恥を理解できないが、その家族、出資者といわれる住民、マスコミは理解できるかもしれないと思っている。

もう一つは騒音規制法による停止命令を自治体の長に出させることだ。風力発電は国が国策として進め、科学者が

それをサポートしているもので、水俣病と同じ構図なのだということを知ってもらいたい。 
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平成１６年（２００４年）に、“クリーンエナジーファクトリー株式会社”が作成、配布した資料 
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